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第 1 回村議会定例会は、 3月10日から18日までの会

期9日間で開かれ、村長提出議案12件、議員提出議案

2件について審議が行われだ結果、いすれも原案とあ

り可決承認されましだ。まだ、副議長選挙なとの人事

案件が審議され、副議長に石締榮ーさんが当選されま

しだ。その主な内容をあ知らせします。

組
織
団
体
で
あ
る
「
倉
渕
村
」
の
名

称
変
更
、
組
織
団
体
の
事
務
組
合
の
解

散
等
に
伴
い
変
更
し
ま
し
た
。

群
馬
喋
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

第

柿沼一雄さん

公
平
委
員
会
委
員
に

柿
沼
＿
雄
さ
ん
選
任

平
成
九
年
度
各
種
予
算
決
ま
る村

公
平
委
員
会
委
員
の
柿
沼
一
雄
さ

ん
（
任
期
4

月

3
0
日
）
を
再
度
同
委
員

に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
決
定
事
業
な
ど

幽

回
村
議
会
定
例
会

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (2) 



石崎榮ーさん

副
議
長
に
石
崎
榮
一
さ
ん
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

議
会
広
報
委
員
会
委
員
長
に
石
崎

榮
一
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
に
石
範
榮
一
さ
ん

議
長
に

石
範
榮
さ
ん

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
に
、
関

根
憧
市
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
に
関
根
憤
市
さ
ん

組
織
団
体
で
あ
る
「
倉
渕
村
」
の
名
称

変
更
、
組
織
団
体
の
事
務
組
合
の
解
散

お
よ
び
加
入
等
に
伴
い
変
更
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
を
都
市
公
園
法
に

基
づ
く
都
市
公
園
と
す
る
た
め
の
改
正

で
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
の
う
ち
、
有
料

都
市
公
園
施
設
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
加

え
ま
し
た
。

村
都
市
公
園
条
例

の
部
改
正

平
成
八
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

群
馬
県
町
村
等
非
常
勤

職
員
公
務
災
害
補
償

組
合
規
約
の
変
更

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
五
％
の

消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
、
加
入
金
お
よ
び
給
水
料
金
に
係

る
消
費
税
額
を
五
％
に
改
め
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
九
年
四
月
一
日
か

ら
で
す
。

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
三
、
四
二
五
万
四
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
四
二
億
五
、
五
ニ
―
万

村
水
道
事
業
結
水

条
例
の
一
部
改
正

八
千
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
：
·
-
三
一
九
万
二

千
円
減
〔
三
、
九
二
九
万
六
千
円
〕

◇
国
庫
支
出
金
…
八
二
万
九
千
円
〔
一

億
五
、
九
九
七
万
九
千
円
〕

◇
県
支
出
金
：
·
一
六0
万
一
千
円
〔
一

億
七
、
七
五
六
万
七
千
円
〕

◇
財
産
収
入
：
·
一
六
七
万
九
千
円
〔
二
、

―
―
二
万
二
千
円
〕

◇
寄
附
金
…
ニ
ニ
五
万
円
〔
二
六
二
万

三
千
円
〕

◇
繰
入
金
：
六
‘
―
一
三
二
万
一
千
円
滅

〔
六
億
九
、
一
六
五
万
四
千
円
〕

◇
村
債
：
二
、
五
0
0
万
円
〔
二
億
一
、

一
八
0
万
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
：
五
四
0
万
四
千
円
（
オ
フ

ト
ー
ク
通
信
施
設
の
新
設
工
事
費
等

の
追
加
な
ど
）
〔
八
億
一
、
七
八
六
万

五
千
円
〕

◇
民
生
費
：
・
九
〇
六
万
―
一
千
円
減
（
老

人
福
祉
費
各
種
委
託
料
減
な
ど
）
〔
六

億
二
、
九
三
九
万
四
千
円
〕

◇
衛
生
費
…
三
二
四
万
二
千
円
（
合
併

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の
追
加
）
〔
三

億
一
、
六
六
七
万
五
千
円
〕

◇
農
林
水
怪
業
費
…
五
0
万
円
（
新
生

産
調
整
対
策
推
進
事
業
用
備
品
購
入

費
の
追
加
）
〔
三
億
九
、
八
六
五
万
六

千
円
〕

◇
消
防
費
…
三
五
0
万
一
千
円
減
（
事

業
執
行
に
伴
う
不
用
額
の
減
）
〔
一
億

八
、
七
八
八
万
四
千
円
〕

◇
教
育
費
…
三
、
0
八
三
万
七
千
円
減

（
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
費
の
管
理
運

営
費
の
減
な
ど
）
〔
一0
億
一
、
九
―
―
­

四
万
円
〕

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
七
万
六
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
五
億
七
、
三
九
0
万
八
千
円
に
し

平
成
八
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
五
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額
‘

を
七
億
六
七
七
万
三
千
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
支
払
基
金
交
付
金
…
四
五
五
万
円
〔
四

—
億
六
、
四
―
二
万
一
千
円
〕

◇
国
庫
支
出
金
：
·
一
―
―
1
0万
円
〔
一
億

四
、
二
三
三
万
一
千
円
〕

◇
県
支
出
金
：
・
三
二
万
五
千
円
〔
三
、

五
四
一
万
六
千
円
〕

◇
繰
入
金
…
三
二
万
五
千
円
〔
―
二
、
五

六
四
万
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
医
療
諸
費
…
六
五
0
万
円
（
医
療
給

付
費
の
追
加
）
〔
六
億
七
、
五0
八
万

三
千
円
〕

平
成
八
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

大
幅
な
患
者
負
担
増
と
な
る

医
療
保
険
「
改
正
」
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書

ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
繰
越
金
：
·
六
七
万
六
千
円
〔
六
、
六

五
四
万
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
保
険
給
付
費
…
四
0
万
円
（
退
職
被

保
険
者
等
高
額
療
養
費
の
追
加
）
〔
四

億
三
、
三
八
四
万
八
千
円
〕

◇
保
健
事
業
費
：
·
二
七
万
六
千
円
（
レ

セ
プ
ト
点
検
業
務
委
託
料
の
増
加
な

ど
）
〔
四
七
二
万
四
千
円
〕

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
、

月
二
回
の
実
施
で
も
、
教
育
現
場
の
混

乱
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
今
、
学
習
指
導
要
領
の
早

期
改
訂
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

真
に
ゆ
と
り
の
教
育
実
現
の
た
め
、

学
校
五
日
制
の
完
全
実
施
と
現
行
六
日

制
の
学
習
指
導
要
領
の
早
期
改
訂
を
切

に
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
概
要
）

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
制

度
改
革
に
つ
い
て
、
過
大
と
な
る
国
民

患
者
負
担
の
実
態
を
踏
ま
え
、
日
本
国

憲
法
第
二
十
五
条
の
立
場
か
ら
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
お
金

の
あ
る
な
し
で
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、

直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
（
概

要
） 学

習
指
導
要
領
の
早
期

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

(3) 平成 9 年 4 月 10 日（木）



56億3,040万円
は40億円

歳出構成比

消防費 5.2%
議会費 1.9%

平成9年度の予算額は、一般会計

が40憶円（前年対比7.0％減）、老人

保健特別会計が7億50万円（同21

5%i曽）、国民健康保険特別会計が6

億600万円（同16. 2％増）、水道事業

会計が3億2,390万2干円（同36.6%

減）で総額は、 56億3,040万2干円と

なり、前年度と比べて4.7％の減に

なります。

会][] 
( 

その他

議会費

消防費

公債費

衛生費

農林
水産業費

教育費

土木費

民生費

総務費

）内は前年度対比

5,106万3千円 (2.1%) 

7,677万3千円（△0.1%)

2億644万2千円 (7.9%)

2億8,870万6千円 (21.8%)

3億425万2千円（△1.1 %) 

3億 1,392万6千円（△17.1%) 

5億6,925万2千円（△45.1%) 

6億917万9千円（△5.8%)

6億7,608万4千円 (7.7%)

9億432万3千円 (21.1%)

歳出 5
 

10 
億円

会計別予算規模（率は前年比）
/ ヽ

般 ムコ 計 40億円 • 7.0% 

: 老人保健 7億 50万円 21.5% 

国民健康保険 6億 600万円計 16.2% 

水道事業会計 3億2,390万2千円 • 36.6% 

合 計 56億3,040万2千円 • 4.7% 
\ 

村債と村有財産

◇地方債

地方債は地方公共団体（県・市町村等）の

借入金であり、村の借入金は村債といいます。

地方債は、地方公共団体の財政収入の中で大

切な財源です。これは、大規模な建設事業な

ど多額の費用を短期に必要とする事業を行う

場合、当該公共施設の事業効果が後世の住民

に及ぶなど公正と認められる場合は、後年度

にも繰り延べて支払うことが適当であると思

われます。

また、地方債を起こす場合には、議会にお

いて予算審議を受け、さらに無理な負担を将

米に残し、財政を混乱させる団体が生じない

よう地方債発行の適正限度を保持させるため

に、知事の許可を必要としています。

また、地方債には国の補てんすべきものも

多く、元利償還金の一部が地方交付税交付金

として算入されております。

◇村有財産・村債現在高

村有財産

約57億円

（平成8年度末現在）

面積 村債

土地約18万ni 約？ 1 億円

建物約3万l 千ni

疇ヘーニー：一一·•立ニニ久一

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (4) 



/ 、

村税の内訳

村 民 税 7億6,504万7干円

固定資産税 8億2,514万3干円

軽自動車税 1,545万円

村だばこ税 5,395万2干円

特別土地保有税 4,978万6干円
\ 

村民一人当た＇J
村の人口11,456人

（平成9年3月 1 日現在）

平成 9 年度
予算総額

納める税金

総額 149,212円

村民税 固定資産税

疇6
6ロロ軽自動車税 村だばこ税 特別土應沼眼-----------------. -----------------. --------------

1,349円 4 ,709円 4,346円

二｀

一般会計
歳入構成比

地方譲与税 2.4% ―—自動車取得税交付金 1.8%
国庫支出金 2.6% 、 \上ー＝＝二—その他 1.4%
村債 2.9%

使われる予算

総額 349,162円

総--]尻ー一費 民ー一角土費 緯j---―隼ー一ー一費
78,939円 59,016円 26,558円ーミ畠三：
農林水産業費 土木費 消防費-----------------'-----------------'---------------
27,403円 53,176円 18,020円

農業 ごこ〉;1! 1-~ 謬
教育費公債費その他

•• - - - - - • • • • - •• • • • - - - - - - - • • - • - • • ·呵―- - - - - - - - - • • - •• - - • -

49,690円 25,201 円 11, 159円

會乙

自主財源 固亘西］繰越金
依存財源 臣西汲社 3.7%

2億2,475万 1 千円 (20.6%)

9,600万円（△19.3%)

1 億277万 1 千円（△34.2%)

1 億1,510万円（△38.9%)

1 億3,511 万2千円（△10.9%)

1 億5,000万円 (200%)

2億3,088万6千円（△9.8%)

3億2千円（△63.5%)

般

9億3,600万円 (4.0%)

17億937万8千円 (16.1%)

他
方
税
庫
金
債

の
与
出

方
税
税

付
地
交
村

10 5 歳入

(5) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



|¥ / 

総務費
0交通安全対策事業 14,350 

0 自治振興事業 13,898 

0 社会体育館西駐車場舗装工事等

10,826 

0 選挙費 5,617 

0 減債基金積立金等 442,347 

0 オフトーク通信関係事業 24,844 

0 国内姉妹都市交流事業 1,269 

0 インターネット等導入事業 2,249

0 川俣事件講演会等 293 

民生費
0国民年金事業 205,081 

0 国民健康保険特別会計繰出金8,001

〇老人保健特別会計繰出金 37,641 

0村社会福祉協議会事業補助金3,502

〇ホームヘルプサービス事業10,993

0 デイサービスセンター管理運営費

16,787 

0 特別養護老人ホーム等入所委託事

業 37,517

〇老人福祉施設建設費補助金39,109
〇障害者福祉事業 18,002 

〇医療福祉事業 29,819 

〇老人福祉センター運営事業11,288

〇児童手当関係費

〇保育園費

ll,063 

ll8,071 

土木費

• 

迄
口
目
品
は
目
凸
凸
肩

0 道路維持補修事業 55,567 

0 道路橋りょう新設改良事業（舗装

工事、改良工事） 379,503 

0 村営住宅管理費 15,611 

0 土木災害復旧事業 17,802 

0 都市計画業務（下水道事業関係調

査、土地区画整理事業構想調査、

都市計画道路検討業務） 17,325 

0 公園費（ふるさとの広場・大輪公

園・桜並木路） 22,911 

（
靡
認
）

特 別 会 計
I/ 

\ 

老
人
保
健

7億50万円

（歳入）

支払基金交付金

4億8,050万5千円

国庫支出金

1億4,586万6千円

県支出金

3,646万6千円

繰入金3,764万1千円

その他 2万2千円

（歳出）

医療諸費

6億9,930万5千円

総務費 117万5千円

その他 2万円

国
民
健
康
保
険

6億600万円

（歳入）

国民健康保険税

2億4,757万2千円

国庫支出金

1億9,047万8千円

繰越金6,853万3千円

療養給付費交付金

6,321万1千円

繰入金2,800万1千円

その他 820万5千円

（歳出）

保険給付費

4億4,568万5千円

老人保健拠出金

1億3,613万4千円

保健事業費

720万円

共同事業拠出金

639万6千円

総務費 490万3千円

その他 568万2千円

水

道

事

業

収益的収入

収益的支出

2億2,900万1 干円

2憶2,185万4干円

（収益的収入）

営業収益

2億2,508万7千円

営業外収益

391万4千円

（資本的収入）

出資金

5,000万円

④業務の予定量

給水栓数

年間総給水量

一日平均給水量

（収益的支出）

営業費用

1億8,880万6千円

営業外費用

3,104万8千円

予備費 200万円

（資本的支出）

建設改良費

9,558万2千円

企業債償還金

646万6千円

3,557栓

200万m3

5,479m3 

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (6) 



消 防 費 農林水産業費 教 育 費
〇館林地区消防組合負担金（常備・

非常備・施設費） 198,130 

〇災害対策費（防災施設等整備、防

犯灯設置工事等） 8,312 

議 会 費
0議会費 76,773 

商 工 費
〇商工振興費（村商工会助成金、商

業設備近代化資金貸付金、労働環

境整備資金貸付金） 19,289 

労 働 費
〇労働諸費（勤労者生活資金貸付金）

10,268 

諸支出金
0土地開発基金利子繰出金等 1,004

〇農業委員会費 9,121 

〇農業振興事業（群馬の果樹生産振

興強化事業、ふれあい農園開設事

業等） 41,753 

〇農地費（ふるさと農道緊急整備事

業、ふるさと総合整備事業、村単

水路改修工事、新生産調整基盤整

備事業、水田営農活性化排水対策

特別事業負担金等） 225,520 

0 金属、

衛 生

〇し尿処理費

0 水道事業会計繰出金

〇邑楽館林医療事務組合負担金

29,327 

〇邑楽館林医療事務組合出資金

11,117 

〇母子保健・老人保健事業（各種予

防接種および検診等経費） 42,291

0 合併処理浄化槽設置事業 10,296 

0 可燃性廃棄物等焼却処分事業

46,785 

ガラス再生処理事業

12,156 

30,783 

50,000 

公 債 費
0 公債費

等）

費

（償還元金および支払利子

288,796 

0 小学校費（東小コンピュータ教室

導人事業、西小学校南校舎耐震診

断事業等） 84,547 

0 中学校費（中学生海外派遣事業、

英語指導助手の招致事業、中学校

コンピュータ導入事業等） 52,080

〇幼稚園費 46,669 

0 社会教育推進事業（各種学級開講、

青少年育成事業、公民館事業等）

41,967 

0 ふるさと産業文化館費 50,641 

〇図書館費 24,891 

〇保健体育事業（各種教室・大会の

開催、体育施設の充実） 22,843 

0 海洋センター背 59,194 

0 学校給食センター費 56,590 

村政懇談会日程表

地区 開催日 時 間 ム云 場

斗合田 4 月 11 日（金） 午後 7~9 時 斗合田集落センター

下江黒 4 月 14 日（月） ” 下 江黒 集会所

上江黒 4 月 16 日（水） II 東 部 児 里立 館

千津井 4 月 18 日命 II 千津井集落センター

江 ロ 4 月 21 日（月） II 江日集落センター

田 島 4 月 23 日（水） II 田 島 集 ムュ 所

南大島 4 月 24 日（杓 II 南大島農構改善センター

新里 4 月 28 日（月） II 中 央 公 民 館

中 谷 4 月 30 日（水） If 中谷住民センター

梅原 5 月 2 B （金） If 梅原集落センター

J 11 俣 5 月 7 日（水） ” ),, 俣 公 民 館

須賀 5 月 9 日（金） II 須 智ー今、 公 民 館

大輪 5 月 12 日（月） II 大輪転作促進研修施設

入ヶ谷 5 月 14 日（水） II 入ヶ谷農構改善センター

矢 島 5 月 16 日（金） ” 矢 島 公 民 館

大佐貫 5 月 21 日（水） II 大佐貫農構改善センター

村
で
は
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る

ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に
、
昨
年
に

引
き
続
き
今
年
も
、
各
地
区
に
村
長

以
下
各
課
長
が
出
向
き
「
村
政
懇
談
会
」

一
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
村
民
の
み
な
さ

ん
に
村
政
の
現
況
と
平
成
9
年
度
事

業
概
要
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ひ
ざ
を
交
え
た
対
話
を
通
し
、

ご
意
見
ご
要
望
な
ど
生
の
声
を
村
政

に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
開
く
も
の

で
す
。

各
地
区
の
集
会
施
設
に
お
い
て
日

程
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
日
程
は
都
合

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

村
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

み
な
さ
ん
の
声
を
村
政
に

(7) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



児童生徒の健全な

心身の発達に貢献

学校結食センター完成

`‘‘ 、
ヽ

昨
年
七
月
か
ら
西
小
学
校
の
北
側
に

建
設
を
進
め
て
い
た
「
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
竣
工
式

が
三
月
二
十
四
日
、
西
小
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
衆
議
院
議
員
（
代
理
）
、
県

議
会
議
員
、
県
関
係
者
を
は
じ
め
、
村

か
ら
村
長
、
村
議
会
議
長
、
議
員
、
区

長
、
土
地
提
供
者
、
施
工
業
者
な
ど
百

人
ほ
ど
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し

こ
。t
 村長

は
式
辞
で
「
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
ゆ
と
り
あ
る
学
校
給
食
の
実
現

に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る

完成しだ学校結食センター

給
食
づ
く
り
、
健
康
・
人
づ
く
り
に
努

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
設
計

・
施
工
業
者
や
土
地
提
供
者
な
ど
ご
尽

カ
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
に

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

▽
昧
阿
佐
美
建
築
設
計
事
務
所
（
設
計
）

▽
荒
井
建
設
昧
（
本
体
工
事
）
▽
日
本

調
理
機
昧
群
馬
営
業
所
（
厨
房
機
器
）

▽
田
口
史
枝
（
土
地
提
供
者
）
▽
石
崎

徳
江
（
同
）
▽
藤
野
清
吉
（
同
）
▽
福

田
利
子
（
同
）
▽
奈
良
益
義
（
同
）
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工
に
あ
た
り
[

一
[

== 

＝
明
和
村
長
斎
藤
憲
一

—— —— —— —— 

も
問
題
が
多
く
改
善
か
望
ま
れ

O
o

-

=

 [
:
`
、
「

9』
'
]
[
]
]
f
t
：
会
●
い
い
い
』
[

＝
ー
バ
＇
云
『
＾
｀
ー
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、

O
O

セ
ン
タ
ー
方
式
の
近
代
的
な
ド

O
o

-
「
一
[
.
う
9
.
]
:
-
=

一
．
＝

一
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
立
派
な
一

＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
い
一

＝
た
し
ま
し
た
。
＝

一
「
豊
か
さ
と
生
き
か
い
を
感
こ
の
完
成
に
よ
り
、
今
後
は
[

== 
o
o

じ
、
誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
ふ
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
発

o
o

== 
o
o

る
さ
と
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
達
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
よ
う

‘
O
o

== 
一
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
建
ま
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
一

一
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
た
ゆ
と
り
あ
る
学
校
給
食
の
実
一

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
め
で
た
現
に
向
け
て
、
新
施
設
の
機
能
一

== 
o
o

く
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
村
民
を
充
分
発
揮
し
、
学
校
給
食
の

O
O

== 
一
の
皆
様
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
i

一
上
げ
ま
す
。
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

＝
ご
承
知
の
と
お
り
、
従
来
の
最
後
に
、
当
施
設
の
建
設
に
一

一
学
校
給
食
は
、
各
学
校
で
調
理
あ
た
り
、
温
か
い
ご
指
導
ご
協
一

== 
o
o

す
る
単
独
調
理
場
方
式
で
実
施
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に

O
O

== 
一
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
各
施
深
く
感
謝
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
一

一
設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
と
い
た
し
ま
す
。
＝

oo 

一
衛
生
的
・
機
能
的
・
効
率
的
に
＝

== —— —— 
0
0
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施設の概要

名称 明和村立学校給食センター

所在地大字川俣 1 -1 

敷地面積 2459. 58m2 

建築面積 875. 55m2 

構造鉄骨造平屋建

調理能力 2,000食／日

調理方式 ドライシステム方式

（病原性大腸菌〇ー 1 5 7 な

ど衛生面の対策として、床

を濡らさないで調理できる

よう設計）

建築工事費 2億6,265万円

（本体工事・電気設備工事・

設備工事） 厨房機器購入

費8,240万円、外構工事費

2,039万4千円、設計監理費

957万9千円

平成 8 年 7 月 22 日

平成 9 年 2 月 28 日

事業費

起工

竣工

給
食
実
施
回
数
は
、
幼
稚
園
・
小

週
三
回
こ
飯
食
、
二
回
パ
ン
食

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
各

学
校
等
の
給
食
室
で
調
理
し
た
副
食
（
お

か
ず
）
を
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
分
を
一
括
調
理
し
、
各
幼
稚
園
・
小

•
中
学
校
分
の
副
食
を
コ
ン
テ
ナ
に
入

れ
て
配
送
車
で
運
搬
し
ま
す
。

平
成
九
年
四
月
か
ら
の
給
食
は
、
こ

れ
ま
で
の
補
食
給
食
（
副
食
の
み
）
か

ら
完
全
給
食
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
お
か
ず
の
副
食
だ
け
で
な
く
、

ご
飯
や
パ
ン
の
主
食
（
業
者
に
委
託
）

合
わ
せ
て
の
給
食
で
す
の
で
、
四
月
か

ら
ご
飯
の
持
参
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

は
し

た
だ
し
、
箸
は
持
参
と
な
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
を
設
置

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
事

項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
明
和
村
立

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

四
月
か
ら
完
全
給
食
に

区分 年額 月 額

小学校
39,600円 3,600円

八1 日」 里土~ 

中学校
48,400円 4,400円

生徒

幼稚
34,100円 3,100円

園児
』l ' I 

副
食
を

括
調
理

中
学
校
と
も
年
間
一
九
0
回
以
上
（
週

五
日
）
で
、
週
三
回
ご
飯
食
、
週
二
回

パ
ン
食
の
予
定
で
す
。

四
月
か
ら
の
給
食
費

朗和村立学校捨食セヽノター浚工式典
▼蒸気回転釜

▼調理室全景

ク

▲竣工式典で式辞を述べる斎藤村長

▼自動食器洗浄機および自動食缶洗浄機

◄

消
毒
保
管
庫

(9) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



受

斎藤 憲村長

章

斎群

馬
県
町
村

藤
村

憲

こ
の
ほ
ど
、
千
津
井
の
酒
井
孝
さ
ん

⑱
に
、
勲
六
等
瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

酒
井
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
八
月
明

和
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
三
期
十

二
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
、
そ
の
間

に
土
木
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
等
を
歴

任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
監
査
委
員
、

村
工
場
誘
致
対
策
委
員
、
千
津
井
区
長

な
ど
の
幅
広
い
要
職
を
全
う
し
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
か
ら

七
年
間
、
初
代
の
千
津
井
花
舟
園
芸
組

合
長
と
し
て
、
シ
ク
ラ
メ
ン
等
の
花
舟

栽
培
を
主
に
し
た
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
、
花
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
を
酒
井
さ
ん
は
「
こ
の

栄
誉
に
対
し
て
感
謝
、
感
激
に
堪
え
ま

せ
ん
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

本
村
の
斎
藤
憲
村
長
は
、
こ
の
ほ
ど

自
治
功
労
者
と
し
て
、
群
馬
県
町
村
会

一
般
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
、
村
議
会
議
員
を
皮
切

り
に
議
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
元
年
七

月
村
長
に
就
任
以
来
、
村
の
行
政
一
筋

に
歩
み
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
尽
力
さ
れ
、

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
長表

彰

に

通
学
班
の
班
長
と
し
て
一
日
も
休
ま

ず
に
、
一
番
先
に
集
合
場
所
に
行
き
、

低
学
年
の
歩
調
を
考
慮
し
な
が
ら
安
全

を
確
保
し
て
登
校
さ
せ
て
お
り
、
他
の

通
学
班
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
授
業
中
に
は
率
先
し
て
手
を

挙
げ
た
り
質
問
し
、
さ
ら
に
運
動
に
も

熱
心
に
取
り
組
む
な
ど
、
勉
強
と
運
動

の
両
立
が
上
手
に
で
き
て
い
て
、
他
の

子
ど
も
た
ち
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

ぉ

ご

恩田俊平君

二
月
二
十
七
日
、
村
公
共
施
設
利
用

団
体
協
議
会
（
会
長
石
村
正
さ
ん
）

に
、
建
設
省
利
根
川
上
流
工
事
事
務
所

長
お
よ
び
利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協

議
会
長
か
ら
の
連
名
で
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

同
団
体
は
、
常
に
河
川
の
愛
護
に
深

い
理
解
を
も
た
れ
、
進
ん
で
河
川
敷
の

美
化
清
掃
を
行
い
、
河
川
環
境
の
整
備

と
愛
護
意
識
の
高
揚
に
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

め

河
川
美
化
奉
仕

団
体
に
感
謝
状

で

さ

と

ぃ

恩
田
俊
平
君

（
表
彰
時
西
小

6

年
）

-

9

,

 

`̀ 酒井

ま

孝さん

ぅ

す

勲
六
等
瑞
宝

章

酒
井

孝
さ
ん
に

善
行
少
年
表
彰

勇
気
と
思
い
や
り
の
心
に
あ
ふ
れ
た

少
年
少
女
を
表
彰
す
る
、
館
林
地
区
学

校
警
察
連
絡
協
議
会
と
館
林
警
察
署
主

催
の
善
行
少
年
表
彰
式
が
三
月
五
日
、

館
林
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
本
村
で
は
小
学
生
一
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

公共施設利用団体協議会員による河川敷の美化清掃

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (10) 



特集
第 1 回 私たちの下水道

いま、村の生活礫境を改善するだめ、しなくてはならないものが下水道の整備です。村

では、遅れている下水道事業を推進するだめ、平成7年度から調査を進めています。

ーロに下水道整備と言えば簡単ですが、多くの事業費と長い年月を必要とします。この

だめしつかりとしだ計画を策定し、住民の方々の合意のもとに推進する必要があります。
この前段として今回から紙面を利用し、下水道の必要性・制度・しくみなと、さらに財

源に関する項目について、わかりやすくシリーズで連載します。

● 1 人 1 日当たりに出る生活排水の汚れの割合

● 1 人 1 日当たりに出る生活誹水の汚れの割合

私
た
ち
人
間
を
は
じ
め
地
球
上
の
生

物
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
が
水
で
す
。
ま
さ
に
「
い
の
ち
の
水
」

な
の
で
す
。

太
古
の
昔
か
ら
、
人
間
は
大
自
然
の

中
の
健
全
な
水
の
循
環
に
よ
っ
て
生
活

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
急
速
な
文
明

社
会
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
い
ま
そ
の

バ
ラ
ン
ス
は
く
ず
れ
、
河
川
や
地
下
水

は
水
質
が
悪
化
し
て
、
生
態
系
へ
の
影

響
や
飲
み
水
に
対
す
る
安
全
性
も
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
の
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
そ
こ
に
す
む
生
物
の
た
め
に

も
、
河
川
や
水
の
健
全
な
循
環
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
環
境
や

景
観
へ
の
配
慮
も
含
め
て
、
水
を
守
り
、

自
然
と
共
に
生
き
る
た
め
の
取
り
組
み

を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
い
の
ち
の
水
」

（環境庁資料より）

近
年
、
急
速
な
産
業
の
発
展
や
都
市

化
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、

河
川
・
湖
沼
の
汚
れ
が
進
む
な
か
地
球

に
や
さ
し
い
環
境
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
等
の
水
質
汚
濁
は
、
工
場
や
家

庭
か
ら
の
排
水
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
産
業
系
の
排
水
は
法
律
や
条

例
等
で
規
制
さ
れ
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
家
庭
の
排
水
は
し
尿

以
外
一
般
的
に
は
規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
出
る
排
水
は
、
水
の
汚
れ

の
原
因
の
大
半
を
占
め
て
お
り

(
7
0
%
)

、

特
に
台
所
か
ら
の
排
水
は
そ
の
4
0
％
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
で
、

汚
れ
た
排
水
を
で
き
る
だ
け
き
れ
い
に

し
て
流
す
努
力
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
清
潔
で
住
み
よ
い
環
境
の
街

に
す
る
た
め
、
明
和
村
に
お
い
て
も
下

水
道
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

こ存じですか？

食品による汚れぐあい

食品など汚れのもとを
魚が住めるきれいな水

すてた場合
にするには風呂桶何杯

の水が必要か

しょうゆ大さじ 1 杯(15mR,) 1.5杯

とぎ汁 (2 Ji,) 4杯

味噌汁 (200ml) 4.7杯

使用済み天ぷら油 (500mQ) 330杯

よ
み
が
え
る
清
流

家
庭
や
工
場
、
事
業
所
な
ど
か
ら
出

さ
れ
た
汚
れ
た
水
が
、
そ
の
ま
ま
川
に

流
さ
れ
る
と
、
川
や
海
は
ど
ん
ど
ん
汚

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
は
こ
れ
ら
の
汚
れ
た
水
を
下

水
管
に
集
め
て
運
び
、
処
理
場
で
き
れ

い
に
し
て
か
ら
放
流
し
ま
す
。
こ
う
し

て
、
魚
や
他
の
生
物
が
す
む
こ
と
が
で

き
る
清
流
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

役
場
都
市
開
発
課

6
闘
3
1
1
1

内
線
3
5
4

※
次
回
は
「
下
水
道
の
し
く
み
」

い
て
掲
載
し
ま
す
。

に
つ

周
辺
礫
境
の
向
上

人
間
の
生
活
あ
る
い
は
生
産
活
動
に

伴
っ
て
生
ず
る
汚
水
が
速
や
か
に
排
除

さ
れ
ず
、
住
宅
地
周
辺
に
滞
留
す
る
と
、

は
え

悪
臭
や
蚊
．
蠅
の
発
生
源
と
な
り
、
伝

染
病
の
発
生
の
可
能
性
も
増
大
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
汚
水
は
速

や
か
に
排
除
さ
れ
、
周
辺
環
境
は
向
上

し
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
は
非
衛
生
的
で
あ
り
、

収
集
運
搬
時
の
臭
気
等
が
個
々
の
家
庭

や
そ
の
周
辺
に
不
快
感
を
与
え
る
な
ど
、

好
ま
し
く
な
い
状
態
を
も
た
ら
し
ま
す
。

下
水
道
を
整
備
し
、
ト
イ
レ
を
水
洗

化
す
る
こ
と
で
、
し
尿
は
下
水
管
を
通

っ
て
下
水
処
理
場
へ
運
ば
れ
、
衛
生
的

に
処
理
さ
れ
ま
す
。

◎
下
水
道
は
地
球
的
規
模
で
水
環
境
サ

イ
ク
ル
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
最
低
限
度
の

国
民
生
活
水
準
）
と
し
て
広
く
普
及
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

ト
イ
レ
の
水
洗
化

(11) 平成 9 年 4 月 10 日（杓
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文
化
や
芸
能
は
人
の
心
を
豊
か
に
し
、

潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
：
·
·
:
0

先
月
の
1

、
2
日
の
2
日
間
に
わ
た

っ
て
、
『
公
民
館
ま
つ
り
』
（
第
1
8
回
）

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
日
の
芸
能
発
表

会
を
メ
イ
ン
に
、
子
供
映
画
会
や
金
魚

す
く
い
な
ど
の
出
店
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
行

事
な
ど
も
あ
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
芸
能
発
表
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
の
出
し
物
を
生
き
生
き
と
し

た
表
情
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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NHK公開録画「ふるさと愉快亭～小朝が参り

ました～」の収録が 3 月 6 日、ふるさと産業文化

館の落成記念行事の一環として、同館で開かれま

した。

この録画は、笑いとふるさとのぬくもりを伝え

る公開番組で、落語家の春風亭小朝さんと若手落

語家 5 人衆が、会場の人たちと一緒にクイズやト

ーク、落語などを楽しむステージショー。

笑いに包まれたNHK公開番組

r、Jヽ朝が参'3ました」を収録

刈

小朝さんと若手落語家5人衆（諸国漫遊塾）

「私は百歳のコーナー」では、千代田町の石川

はなさん(102) が登場し、小朝さんとの語りに話

が盛り上がり、満席の会場は笑いに包まれました。

また、「諸国漫遊塾のコーナー」では、日本一の生

産を誇る本村のわい性カーネーションの紹介や、

本村出身のプロレスラー谷津嘉章さんが登場する

など全国放送に向けての収録が行われました。

地函を使って明和村を全国に紹介

通学路に防犯灯を設置
村では平成 8 年度事業として、

各行政区を結ぶ通学路で人家から

離れている場所に防犯灯設置工事

を実施し、 68基を設置しました。

防犯灯の設置は、住民のみなさ

んから要望が多くあったもので、

歩行者などの通行者に利便を図る

ため事故防止や防犯上必要とする

通学路の箇所に設置しました。

また、平成 9 年度事業でも、防

犯灯35基の設置を予定しています。

東保育園は昭和51年から

開園し、 25名の園児が 3

月 28 日に 21回目の卒園修

了証書授与式を迎えまし

た。

4 月から東保育園が休

園になるため、年長組の

園児は中央幼稚園に、年

少組の園児は中央保育園

に行くことになりました。

園児の保護者も先生方

も、園児が保育証書をし

っかりとした態度で受け

取っている姿を見て、心

も体も大きく成長したこ

とを実感していました。

心
も
体
も

K
き
く
成
長

東
保
育
園
卒
園
式

(13) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



百百んで受 1プましょラ

健 康 =^ 話レ 査

9. 

レントゲン・基本健診．肺かん検診・大腸がん検診日程表

午前10時～ 11時30分 午後 1 時30分～ 3 時

実施日
該当地区 ムコ 場 該当地区 ムコ 場

5 月 7 日（水） 下 江 黒 斗合田集落センター 斗 合 田 斗合田集落センター

9 日（金 千 津 井 東部児童館 上 江 里』•ヽヽ 東部児童館

12 日（月） 田 島 田島集会所 江 日 江口集落センター

13 日伏）
梅原

梅原集落センター
梅原

梅原集落センター
（梅中・梅西） （古森・梅東）

14 日（水） JI I 俣 川俣公民館 須 賀-^`‘ 須賀公民館

15 日（木） 大輪 （下） 大輪転作促進研修施設 大輪 （上） 大輪転作促進研修施設

20 日（灼 入 ケ クロ 矢島公民館 矢 島 矢島公民館

21 日（水） 大 佐 貫 大佐貫農構改善センター 南 大 島 南大島農構改善センター

22 日（木） 中 ベロ 村保健センター 新 里 村保健センター

23 日（金） 新 里 村保健センター 明和村全域 村保健センター

村
の
健
診
が

始
ま
り
ま
す

村
で
は
、
平
成
9

年
度
レ
ン
ト
ゲ
ン

基
本
健
診
、
肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん

検
診
を
左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

年
に
一
度
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
受
け
ま
し

ょ
う
。詳

し
い
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

婦人健康大学日定表

六日程

六会場

平成9年4月28巳（月）午前9時30分～

5月21 日（水）午前9時30分～

6月19日（木）午前9時30分～

7月11 日（金）午前9時30分～

8月20巳（水）午前9時30分～

9月24日（水）午前9時30分～

10月16日（木）午前9時30分～

11 月19日（水）午前9時30分～

12月 2 日（火）午前9時30分～

平成10年2月3 日（火）午前9時30分～

明和村保健センター

板倉町保健センター

干代田町保健センター

六募集人員 15名（定員になり次第締め切ります）

文申し込み期間 4月10日（木）～18 日（金）

※巳程は変更になる場合ガあります。

開講式・講話

講話・調理実習

講話・調理実習

講話•関理実習

講話・調理実習

体力づくり

講話・調理実習

講話・隅理実習

講話・調理実習

閉講式

蠅
人
儘
庫
大
学
へ

参
鑢
し
ま
せ
ん
か

村
で
は
、
板
倉
町
・
千
代
田
町
と
合

同
で
婦
人
健
康
大
学
を
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

こ
の
婦
人
健
康
大
学
は
一
年
間
を
通

し
て
健
康
や
栄
養
な
ど
の
知
識
を
高
め

地
域
の
食
生
活
改
善
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業

後
は
、
明
和
村
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
や
食
事
に
興
味
の
あ
る
女
性
の

皆
さ
ん
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

4

月

1
0日
困
か
ら
1
8日
⑥
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (14) 



村の保健事業一覧表 〇印新規事業

事 業 名 対 象 者 時 期 受付時間

母 親 乎子 級 妊婦希望者 7·11·3 月 該当者に通知

2 歳児、 2 歳半児 6 • 9 • 12 • 3 月 1 時～ 1 時30分

母 むし歯予防教室 保育園児、幼稚園児

（各保育園、幼稚園を巡回）
7 • 1 月

子
乳 児 健 舌Pムジ 4 • 7 • 12 ヵ月児 毎月第 2 木曜日 1 時～ 2 時

1 歳 半 児 健 診 1 歳 6 ~8 ヵ月児 5·8·11·2 月 ” 
3 歳 児 健 舌P?か 3 歳 2 ヵ月～ 4 歳未満児 5 • 9 • 1 月 II 

保
05 歳 児 健 診

5 歳～ 6 歳未満児 月7 II 

（小児成人病健診）

健 〇育 児 J子‘‘’ . 級 1 歳～ 3 歳児 未定 該当者に通知

〇小児成人病予防教室 小児成人病健診受診者、希望者 8 月 ” 
母と子の健康相談 妊産婦・乳幼児保護者等 毎月第 1 火・第 3 木曜日

9 時30分～ 10時30分
（偶数月第 1 火のみ 1 時～ 2 時）

レ ン 卜 ゲ ン 15歳以上

基 本 健 診 40歳以上、希望者 同時実施

月
10時～ 3 時

肺 が ん 検 舌P二少 40歳以上、希望者 5 

大 腸 カゞ ん 検 診 40歳以上、希望者

腹部大動脈醤閉塞性動脈硬化症検診 60歳以上、希望者 (5 月 22 日・ 23 日のみ）基本健診同時実施

胃 が ん 検 舌ロニム 40歳以上、希望者 8 月 6 時30分～ 9 時

成 婦 人 科 検 舌Pジか 30歳以上女性、希望者 同時実施

7 月
1 時～ 2 時

乳腺・甲状腺検診 30歳以上女性、希望者

則̀' 立 腺 検 舌P人ジ 55歳以上男性、希望者 1 1 月 申込者に通知

人
S42. 4~S43. 3 
S 37. 4~S38. 3 
S 32. 4~S33. 3 

骨粗しょう症検診 S 27. 4~S 28. 3 10 月 II 

S 22. 4~S 23. 3 
S 17. 4~S 18. 3 
S 12. 4~S 13. 3 

保
健 康 相 談 希望者 毎月第 1 火•第 3 木曜日 , 霜0分～ 10時30分

（偶数 1 火のみ 1 時～ 2 時）

巡 回 健康 相 談 希望者（各地区巡回） 11 月～ 12 月 各家庭にお知らせ配布

0男の料理教室 男性希望者 年10回 申込者に通知

健 0ダンベル体操講習会 希望者 10月頃～ （ 5 回シリーズ） If 

リ ノ‘ ビ 1) 教 土• = •. 
” 毎月 1 回 If 

〇婦人健康大学 II 4 月～ 2 月(10回シリーズ） II 

健康スポーツ教室 II 7 月～ 11 月(10回シリーズ） II 

晶. 脂 血症教 土·= —•- II 11 月頃～ （ 4 回シリーズ） " 
糖尿病予防教室 II 11 月頃～ （ 4 回シリーズ） ” 
骨粗しょう症予防教室 ” 11 月頃～ （ 4 回シリーズ） II 

※各事業の詳細につきましては、毎月の広報紙、オフトーク通信等でお知らせします。

(15) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



登録・注射料金
◇登録済の犬 3,300円

（注射料 ビ，750 円済票交付手数料 550 円）
◇未登録の犬 6,300円

登録手数料 3,000円

（注射料 ビ．750円済票交付手数料 550円）
犬の避妊・断種手術

に補助金を交付

飼い主の望まない犬の繁殖に

よる野犬の発生を抑制するため、

犬の避妊・断種手術に対して村

が補助します。

対象になるのは、登録・注射

を受けていることと、飼い主が

明和村に居住していることです。

補助金額は、避妊手術が 1 万

円、断種手術が5,000円です。

補助金の交付を受けたいかた

は、手術の前に印鑑を持参し、

保健センターで手続きをしてく

ださしヽ。

※詳しくは、役場環境保健課合

(84) 4686へお問い合わせくださ

し、

゜

平
成
9

年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
下
記
の
日
程
表

の
と
あ
り
行
い
ま
す
。
生
後3
ヵ

月
以
上
の
犬
は
、
都
合
の
よ
い
会

場
で
必
す
受
け
て
く
だ
さ
い
。

犬の堂録

狂犬病予防注射

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

と

実施月日 曜日 時 間 場 所

午前 9:00~10:00 斗合田集落センター

4 月 16 日 水
午前10:30~11:30 東 部 児 童 館

午後 1:00~2:00 江口集落センター

午後 2:30~3:30 田 島 出 荷 所

午前 9:00~10:00 館林市農協佐貫支所

4 月 17 日 木
午前10:30~11:30 大輪転作促進研修施設

午後 1:00~2:00 矢 島 公 民 館

午後 2:30~3:30 大佐貰農構改善センター

午前 9:00~10:00 梅原集落センター

4 月 18 日 金
午前10:30~11:30 中 クロ 教 A 子 院

午後 1:00~2:00 明和村保健センター駐車場

午後 2:30~3:30 南大島農構改善センター

4 月 20 日 日 午前 9:00~11:30 明和村保健センター駐車場

午前 9:00~10:00 東 部 児 童 館

4 月 25 日 金 午前10:30~11:30 館林市農協佐貫支所

午後 1:00~3:00 明和村保健センター駐車場

4 月 26 日 土 午前 9:30~11:30 明和村保健センター駐車場

隔月納入（隔月検針）

該当行政区名 料金納入月 摘 要

斗合田・下江黒

上江黒・千津井 6 月分から 4 月 1 日以降、新規加入者につ

江 ロ・田 島 （ただし、使用月は 4 月、 5 月） いても 6 月分からです。

南大島・新里

中谷・梅原

川俣・須賀 7 月分から 4 月 1 日以降、新規加入者につ

大輪・入ヶ谷 （ただし、使用月は 5 月、 6 月） いては 5 月分からです。

矢島・大佐貰

毎月納入（毎月検針）

該 当行政区名 料金納入月

村 内 全 域
5 月分から

（ただし、使用月は 4 月）

※新規加入金は 4 月 1 日から 5 ％となります。

※なお、不明な点は役場建設課水道係へお尋ねください。 TEL84-3111 （内線357)

水
道
料
金
、

消
費
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
9

年
4
月
1

日
よ
り
消
費
税
の
税
率
が
5

％
に
改
正
さ
れ
、
村

の
水
道
料
金
納
入
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
だ
。
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
だ
し
ま
す
。

加
入
金
の

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (16) 
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年
輩
の
か
た
に
は
遠
い
少
年
の
頃
、

魚
を
追
っ
た
り
、
水
遊
び
な
ど
、
思
い

... 

出
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
昔
の
せ
き
堀
は
、

今
は
ま
っ
た
く
姿
を
変
え
、
邑
楽
用
水

路
と
呼
ば
れ
村
内
を
流
れ
て
お
り
ま
す

が
、
以
前
は
利
根
加
用
水
、
さ
ら
に
古

く
は
一
部
区
域
で
上
休
泊
堀
ま
た
は
単

に
休
泊
堀
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

上
休
泊
堀
と
は
約
四
百
年
前
の
文
禄

年
間
に
大
谷
休
泊
と
い
う
人
に
よ
り
開

か
れ
た
渡
良
瀬
川
よ
り
取
水
す
る
用
水

堀
で
す
が
、
何
し
ろ
流
程
が
長
く
、
最

も
下
流
に
位
置
す
る
こ
の
地
方
の
村
々

は
毎
年
の
よ
う
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
関
係
の

村
々
で
は
古
く
か
ら
そ
の
解
決
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
結
論
的
に
は

利
根
川
か
ら
取
水
す
る
よ
り
他
に
方
法

ロ 瞑加用永と五社大櫂現】

-、

五社大櫂現の碑（大輪）

は
な
い
と
、
文
化
三
年
(
-
八
0
六
）
以

降
再
度
に
わ
た
っ
て
幕
府
に
願
い
出
ま

し
た
が
許
可
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
に
幕

府
吟
味
方
下
役
大
竹
伊
兵
衛
が
廻
村
（
見

回
り
）
の
際
、
利
根
川
筋
の
水
盛
り
を

し
ち
る

試
み
た
の
で
、
こ
れ
に
一
線
の
望
み
を

か
け
た
古
海
村
（
大
泉
町
古
海
）
を
は

じ
め
、
関
係
三
十
一
ヵ
村
の
名
主
達
が

協
議
の
末
、
古
海
、
川
俣
両
村
地
内
に

い
り
ひ

各
一
ヵ
所
ず
つ
取
水
の
た
め
の
状
樋
（
水

を
引
き
入
れ
る
た
め
に
水
門
を
設
け
た

樋
）
設
置
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
古
海

地
先
一
ヵ
所
だ
け
に
限
り
許
可
と
な
り
、

悲
願
が
や
っ
と
か
な
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
古
海
地
先
よ
り
取
水
、

舞
木
（
千
代
田
町
舞
木
）
地
先
で
休
泊

堀
に
合
流
す
る
も
の
で
、
延
べ
十
万
余

の
村
人
足
に
よ
り
天
保
十
年
十
一
月
に

完
成
、
併
せ
て
従
来
の
休
泊
堀
も
改
修

延
長
さ
れ
た
の
で
、
以
来
水
不
足
も
大

い
に
緩
和
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
館
林
市
上
三
林
町
の
雷
電
神
社

境
内
に
「
五
社
大
櫂
現
」
と
い
う
石
宮

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
工
事
の

完
成
に
尽
力
し
た
普
請
役
大
竹
伊
兵
衛

こ
こt
t
 

以
下
五
人
の
徳
を
称
え
、
神
と
し
て
祀

っ
た
も
の
で
、
造
立
は
工
事
完
成
の
天

保
十
年
十
一
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
輪
の
長
良
神
社
境
内
に
あ
る
「
五

社
大
櫂
現
」
の
碑
は
、
前
者
に
遅
れ
る

こ
と
十
年
後
の
嘉
永
二
年
(
-
八
四
九
）

こ
ん
？
’

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
碑
面
中
央
に

五
社
大
櫂
現
天
保
十
己
亥
利
根
加
用

水
成
就
、
両
側
に
五
人
の
普
請
役
の
氏

名
、
下
段
に
大
輪
村
役
氏
名
、
裏
面
に

和
歌
一
首
と
建
立
年
月
が
刻
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
な
お
千
代
田
町
萱
野
の
白
山
し
ょ
う

神
社
境
内
に
も
「
五
社
神
」
と
い
う
頌

徳
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。

時
代
は
移
り
、
昭
和
四
十
三
年
利
根

大
堰
の
完
成
に
よ
り
、
水
路
も
整
備
さ

れ
、
大
堰
よ
り
下
流
は
邑
楽
用
水
路
の

名
称
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
の
祖
先

が
い
か
に
用
水
に
心
を
く
だ
い
た
か
、

そ
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
こ
れ
ら
の
石

碑
等
は
貴
重
な
遺
産
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員
記
）

園
謁
網
壼
景
鵬
鵬
の
糖
め
竃
霞
は

國
り
ま
筐
加
方
亨

平
成
八
年
度
（
平
成
八
年
四
月
か

ら
平
成
九
年
三
月
ま
で
）
の
保
険
料

は
、
四
月
三
十
日
困
が
納
付
期
限
と

な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
取
り
扱
う
場
所
が
役
場
か

ら
社
会
保
険
事
務
所
に
変
わ
る
た
め
、

役
場
の
発
行
し
て
い
る
納
付
書
で
は

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
、
お
手
元
の
領
収
書
な

ど
で
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

し
て
お
く
と

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老
齢
・
障

害
・
死
亡
の
場
合
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
は
、

自
分
の
年
金
権
が
確
保
さ
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
現
在
の
年
金
受
給
者
を

も
支
え
て
い
る
の
で
す
。
毎
月
の
保

険
料
を
忘
れ
ず
に
納
め
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

保
険
料
は
納
付
書
に
よ
り
直
接
納

め
る
ほ
か
、
口
座
振
替
•
前
納
制
度

の
利
用
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
利
用
す

る
と
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
確
実

に
な
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に

う
っ
か
り
し
て
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
二
年
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ほ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
二
年
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
月
分

の
保
険
料
は
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
）

後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
郵
送

さ
れ
る
納
付
書
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
は
、
初
診
日
ま
た
は
死
亡

日
ま
で
の
保
険
料
納
付
済
期
間
が
支

給
要
件
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後

で
納
め
れ
ば
い
い
と
油
断
し
、
納
め

忘
れ
期
間
を
残
し
て
お
く
と
、
事
後

に
納
付
し
て
も
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
は
二
年
前

ま
て
納
め
ら
れ
ま
す

国民年金

マスコッド

] 
舞ちゃん
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固定資産税平成9年度は

評価替えの年です

l 明和分署

◎準備講習会

l 役場税務課
合(84)3131 . 合(84)3111

◇日時 5 月 14 日（水）午前 9 時

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 6 月 15 日（日）午前 9 時

◇会場太田市関東学園大学

◇受験料甲種5,000円

乙種3,400円

丙種2,700円

◎受付期間 4 月 25 日金～ 5 月 12 日

（月）までに明和分署へ

固定資産税の土地、家屋について、

平成 9 年度は、 3 年ごとに価格の見

直しをする、評価替えとなります。

土地（宅地）の評価は、地価公示

価格の 7 割程度を目標に、また、評

価に対する税の負担水準を均衡化・

適正化することとしています。

土地売買のときは

地価公示価格

村の無料法律相談
......,,,:.,........ ｷ......,,,_.,........' 

◇日時＝ 5 月 12 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

入漁証行使料金が

決まりましだ

東毛漁業協同組合

l 役場都市開発課
合(84)3111

• I ◇担当者＝丸山弁護士

合0270(26)1143

平成 9 年度人漁証行使料金および

河川または地区区分は、下記のとお

りです。

◇入漁証行使料金

0 全漁券 4,100円•••コロガシ、友釣、

ドブ釣、流し釣

0投網券 6,100円…投網

0 学童券 300円•••県下共通

◇河川まだは地区区分

〇利根川本支流（福島橋より下流五

料合流地点を経て埼玉共第 9 号板倉

地先まで） 〇滝川（東毛漁協地区）

0広瀬 II o 粕川（伊勢崎佐波地区）

〇蛇川 0 石田川 0 早川（新田、

太田地区）

※詳しくは、東毛漁業協同組合（伊

勢崎市）へ

労働保険の年度更新は

5 月 20 日までです

群馬労働基準局労災補償課

合027(231)4517

労働保険の平成 8 年度確定保険料

と平成 9 年度概算保険料の申告、納

付手続きの時期となりました。具体

的な記載方法等の説明会を予定して

います。会場や日時の一覧表は、申

告用紙と一緒に送付しますので、必

ず出席してください。

※詳しくは、群馬労働基準局労災補

償課または最寄りの労働基準監督署

ヘ

土地売買の目安となる平成 9 年 1

月 1 B 現在の地価公示価格が、国土

庁から発表されました。

土地の形状、道路の条件、駅から

の距離、上下水道の整備状況などの

土地の条件を標準地と比較すれば、

対象地のおおよその価格がわかりま

す。

地価公示価格を知りだいかだは

標準地の価格、標準地が接する道路

の種類、幅員、標準地の周辺の土地

利用状況等を細かく記載した地価公

示の関係書面が、都市開発課で誰で

も簡単に閲覧できます。

また、電話でもお答えしておりま

すので、知りたいかたは、都市開発

課までお問い合わせください。

国税専門官採用

試験受験者募集

l 館林税務署 穴(72)4373 --
人事院・国税庁では「国税専門官

採用試験」の受験者を募集していま

す。

◇受験資格昭和45年 4 月 2 日～昭

和51年 4 月 1 日生まれの人

◇試験内容大学卒業程度

◇申込期間 5 月 6 日（灼から 13 日（灼

◇受付時問午前 9 時～午後 5 時（土

曜日、日曜日は除く）

◇試験日

0 第 1 次試験 6 月 21 B （士）および22

日（日）

0 第 2 次試験 8 月 25 日（月）および26

日伏）のうち指定する日

◇申し込み 館林税務署総務課ヘ

◇受 付＝ 5 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

ｷｷ.<ｷｷｷ. ｷ.'ｷ'.-ｷｷ.-ｷ,ｷ.. ·、'.-.-·,·,..... ·.'.-.••:.•c•:-・．．．：．

乳児健‘診
◇日時＝ 5 月 8 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年5 月、 10 月、 9年 1 月生

健康相談
◇H 時＝ 5 月 6 日（灼

午前9時30分～ 10時30分受付

◇場所＝保健センター

人権•行政・心配こと相談
◇日時＝ 5 月 15 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談
◇日時＝ 5 月 15 B （杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 5 月 15 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
: _.:•··•::,:芯":..............ｷ •・；：怒： •..... ; •..... : ; : ; •: : •.......: : •..... : • ; ；百．；＇．．．．．．．・9 : 

今月の納税
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◇軽自動車税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 4 月 30 日（水）

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (18) 



短期（半日）人間ドック

受診者募集

l 役場住民課 合(84)3111 こ
村の国民健康保険では、“自分の健

康は自分で守るため”病気の早期発

見、早期治療、そして健康増進を図

っていただくために、短期（半日）

人間ドック検診費の助成を行ってお

りますので、受診希望者は下記によ

りお申し込みください。

◇対象者村の国民健康保険の被保

険者で、年齢35歳以上および国保

税を完納している世帯のかた

◇受付期問 4 月 15 日因～ 30 日（水）

◇定員 100人程度 希望者多数の

場合は、翌年になることもありま

す。

◇申し込み 受診希望者は、電話で

役場住民課保険年金係に氏名と受

診希望医療機関および希望月日を

お申し込みください。 (5 月下旬～）

◇委託医療機関 館林厚生病院、新

橋病院、館林記念病院、浜野病院、

慶友検診センター

◇村助成金 20,000円（検診費用は、

医療機関によって異なります）

◇主な検査項目 内科検診、尿検査、

生化学検査（コレステロール等）、

X線および超音波検査、血液学的

検査、便検査等

※詳しくは、役場住民課保険年金係

ヘ

歯科無料相談

l 館林邑楽歯科医師会 こ
合(73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 5 月 18 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館

◇内容歯に関するあらゆる相談（歯

並びの事、小学校に入学するのに

まだ永久歯がはえてこないなど）

`=== 

村営住

入居者募

l 役場建設課 合(84)3111 --
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は、

◇上江黒団地 1 戸

家賃…月額 2 万 3 千円

◇須賀団地 l 戸

家賃…月額 1 万 6 千円

◇新田団地 8 戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

くらしの

］邑楽福祉事務所 合(73)2141 こ
福祉事務所では、生活・法律など

の問題をかかえてお困りのかたを対

象に、 くらしの相談を実施します。

お気軽にご相談ください。

◇日時 4 月 24 日（杓午後 1 時～ 4 時

◇場所村老人福祉センター

◇内容福祉全般・法律問題

◇予約・問い合わせ 邑楽福祉事務

所生活福祉課ヘ

※法律相談は弁護士が担当するため、

前日正午までに予約が必要です。

青年洒外協力隊員

募集説明会

l 県庁国際課 合027(223)1111 = 
あなたの技能・技術を開発途上国

で生かしてみませんか。
青年海外協力隊では、隊員の募集

説明会を開催します。

◇日時 5 月 6 日因午後 6 時3の｝～

8 時30分

◇会場太田商工会議所

◇対象 20歳から 39歳までの日本国

籍を持つ心身ともに健康な青年男

女

◇内容応募要領の説明や帰国隊員

の体験発表、協力隊事業の紹介映

画上映等を行います。

※平成 9 年度の隊員募集期間は、 4 

月 15 日伏）～ 5 月 31 日（士）です。

自

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所

合(45)5563

防衛庁では、次のとおり自衛官を

募集しています。

◎陸•海・空自衛隊幹部候補生（一

般・技術）平成10年 3 月下旬採用

男・女

◇応募資格 日本国籍を有し、採用

時22歳以上～ 26歳未満、大学卒業

程度の学力を有する者（大学院修

了者 28歳未満）

◇受付期間 4月 17 日（杓～ 5 月 23 日（金）

◇一次試験 6 月 21 日（士） 籠記試験

6 月 22 日（日） （飛行要員希望者）

◇試験場 自衛隊新町駐屯地（予定）

マナーアップドライブ200
参加チーム募集

l 県庁交通政策課合027(223)1111 こ
5 人 1 組で期間中、無事故・無違

反の達成を目指すマナーアッフ゜ドラ

イブ “200" コンテストを実施します。

◇実施期間 6 月 15 日（日）～ 12 月 31 日

（水）までの 200 日間

◇参加資格

•県内に在住または勤務・通学して

いる人（高校生は通学許可証を受

けている人）

・自動車運転免許証（原付含む）を

有している人（ただし、ペーパー

ドライバーを除く）

◇参加費 l チーム 1,000円

◇募集期間 4月 15 日因～ 5 月 31 日（土）

◇申込用紙配布場所役場住民課窓

ロ、明和駐在所ほか

◇達成特別賞 無事故・無違反を達

成したチームには、抽選によりス

バル「ビストロ」やハワイ旅行招

待券などの特別賞を贈呈します。

(19) 平成 9 年 4 月 10 日（杓
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ス
セ
ン
タ
ー
田
端
佐
知
子
（
中
央
保

育
園
）
▽
同
鈴
木
昌
美
（
中
央
幼
稚
園
）

◎
群
馬
票
都
市
計
画
課
派
遣

▽
森
和
之
（
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係
）

◎
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

▽
室
井
知
子
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

島
田
欣
重
I
I

休 日 当 番 医

` 
館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田

板倉地区
明和地区

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

4 月 20B 
土井クリニック 川村医院 森下医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と

合（72)8841 合 (72) 1337 合 (73)7776 合 (75)3011 同じです。 同じです。

4 月 27 日
落合医院 川田医院 菅沼医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と

合 (72)3160 fl'(72) 3724 合 (72)9090 合 (75)5511 同じです。 同じです。

4 月 29 日
清河堂医院 小曽根医院

合（72)3070 合（72)7707 

5 月 3 日
安楽岡医院 慶友病院

合 (72)0572 fl(72)6000 

5 月 4 日
小西医院 小倉医院 横田（善）医院 礫川堂医院 井上医院 小西医院

合(86)2261 合（72)0606 合（72)4970 合 (74)0184 合 (82)1131 合 (86)2261

5 月 5 日
大石医院 海宝病院

fl(74)2362 合(74)0811

5 月 11 日
根岸医院 大神医院 堀越医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と

合 (72)3262 合 (62)2200 合 (73)4151 合(72)4469 同じです。 同じです。

ー
）

◎
新
採
用

▽
総
務
課
庶
務
行
政
係
北
堀
恵
都

子
▽
税
務
課
住
民
税
係
本
澤
浩
代

▽
企
画
課
企
画
調
整
係
大
川
友
也

▽
住
民
課
住
民
係
矢
島
亜
希
子
▽

住
民
課
保
険
年
金
係
三
宅
恭
子
▽

環
境
保
健
課
健
康
指
導
係
高
橋
由
香

利
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
荒
井
信
行
▽
中
央
・
西
保

育
園
長
関
根
二
朗

◎
退
職
（
3
月
3
1
日
付
）

▽
島
田
守
（
企
画
課
長
）
▽
村
田
正

己
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
吉
田
好
子
（
税

務
課
）
▽
本
沢
淑
江
（
中
学
校
）

平成 9 年 4 月 1OH （木） (20) 



◇
日
時
4
月
1
9
日
由
・
2
6
日
由
．
5

月
1
0
日
由
午
後
7
時
3
0
分
1
9
時

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
参
加
料
無
料

◇
申
し
込
み
4
月
1
6
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
講
習
会

◇
期
日
5
月
か
ら
3
月
ま
で
月
2
回

◇
会
場
館
林
商
工
高
等
学
校

◇
対
象
者
村
内
在
住
小
中
学
生
男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
4
0
0
円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
4
月
1
6
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

レ
ス
リ
ン
ク
教
室

募）
図国生ヨヴ］

K ゴE]ナE]

會 社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

入賞した皆さん

第
2
4
回
村
剣
道
大
会
が
3
月
9
日
、

社
会
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
内
の
剣
士
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
か

ら
合
わ
せ
て
2
0
団
体
、
2
3
8
人
が
参

加
し
、
小
学
生
低
学
年
、
小
学
生
高
学

年
女
子
、
同
男
子
、
中
学
生
男
子
、
同

女
子
の
5
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

本
村
で
は
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。
（
学
年
は
入
賞
時
、
敬
称
略
）

◇
小
学
生
低
学
年
の
部

三
位
鈴
木
淳
平
（
小

3
)

三
位
丸
山
健
太
（
小

3
)

◇
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

準
優
勝
吉
田
枝
里
子
（
小

6
)

◇
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

準
優
勝
松
原
浩
史
（
小

6
)

第
2
4回
村
剣
道
大
会

第
1
1
回
邑
楽
郡
親
善
ミ
セ
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
3
月
1
6
日
、
本
村
社
会

体
育
館
で
開
か
れ
、
1
6
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

各
町
村
家
庭
婦
人
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
、
併
せ
て
普
及

発
展
と
健
康
の
保
持
増
進
、
体
力
の
向

上
な
ど
を
目
的
に
、
本
村
か
ら
は
4
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
A
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
三
吉
ク
ラ
ブ
（
大
泉
町
）

準
優
勝
前
原
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
（
邑
楽

町
）

◇
B

ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ
（
明
和
村
）

準
優
勝
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
大
泉
町
）

B ブロックで優勝した「明和クラブ」

第

1
1
回
邑
楽
郡
親
善

ミ
セ
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

幼
児
の
行
動
特
性

4
月
は
、
新
入
学
・
新
入
園
の
月

で
す
。
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
る

一
子
ど
も
た
ち
。
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増

え
、
行
動
範
囲
も
広
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
子
ど
も
特
に
6
歳
以

下
の
幼
児
の
交
通
事
故
が
増
え
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
、
親
や
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は

じ
め
周
囲
の
大
人
た
ち
は
、
子
ど
も

の
交
通
事
故
の
特
徴
、
行
動
特
性
な

ど
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

幼
児
の
交
通
事
故
の
特
徴

◇
道
路
へ
の
「
飛
び
出
し
」
が
半
分

以
上

◇
午
後
2
時
か
ら
6
時
ま
で
が
要
注

意
◇
自
宅
付
近
が
多
い

◇
―
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、

周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な

る
◇
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
な

しヽ

◇
大
人
の
ま
ね
を
す
る

◇
物
の
陰
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
に

◇
子
ど
も
と
一
緒
に
出
か
け
る
と
き

ま
... 
,·: 

9

1

 
子
ど
も
の
手
首
を
し
っ
か
り
握
り
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
通
学
・
通
園
ル
ー
ト

を
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、
子
ど

も
の
目
線
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
視
野
は
不
八
よ
り
狭
い

こ
と
、
身
長
の
違
い
か
ら
視
点
も

低
い
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

雨
の
日
や
夜
間
は
明
る
＜
目
立
つ

服
装
を
し
、
反
射
材
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◇
車
を
運
転
す
る
人
は
：
·
·
:

子
ど
も
は
い
つ
道
路
に
飛
び
出
し

て
く
る
か
、
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。

特
に
、
公
園
や
裏
通
り
な
ど
子
ど

も
の
遊
び
場
所
近
く
を
通
る
と
き

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
車
に
乗

る
と
き
に
も
、
子
ど
も
が
車
の
陰

か
ら
飛
び
出
す
こ
と
が
な
い
か
、

確
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
の
は

あ
な
た
自
身
て
す

＼ノ

(21) 平成 9 年 4 月 10 日（杓



野
口

寸
ア
ヤ
メ
は
絵
筆
を
誘
ふ

タ
カ

砂
賀
久
美
子

に
わ
く
ま

輯
の
光
ゆ
る
く
流
る
る
庭
誂
の
三

初
技

a

く
ら
並
べ
生
家
に
姉
と
語
る
奥

立
川
ツ
ヤ
子

う
す
緑
日
毎
の
ひ
来
て
水
仙
の
花

せ
む
不
参
の
ク
ラ
ス
会
の
写
真
を

れ
ぬ
野
村
す
い
し
よ
く

巨
犬
彗
星
皆
既
日
蝕
と
沸
く
こ
のみ

｀

日
地
球
を
二
歩
三
歩
孫
歩
き
初
む

淡
き
日
の
陽
溜
り
に
咲
く
福
寿
革

始
沢
良
子

や
ま
う
ソ
フ
ト
部
は
創
部
以
来
2
0

年
近
い
年
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
2
0
代
か
ら5
0代
ま
で
と

輻
の
広
い
年
齢
層
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

チ
ー
ム
の
活
動
目
的
と
し
て
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
会
社
内
及
び

地
域
の
人
々
と
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
上
下
関

係
、
年
齢
の
差
を
超
え
て
。
フ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
メ
ン
バ
ー
の

疇琴＼
才

る
孫
の
相
手
の
お
も
ち
ゃ
屋
に
さ

か
た
ち
は
き
百
円
に
ぎ
り
買
物
す

立
川
ふ
さ

夜
遠
き
記
憶
の
如
く
雪
降
る

添
え
て

篠
本

と
も

十
年
ぶ
り
に
杉
並
の
級
友
に
便
リ よ

’
U

黄
鮮
や
か
に
し
づ
か
は
る
冬

身
ふ
く
ら
む
春
は
す
ぐ
そ
＞

田
芝
支
部

文

芸

，，へ

I ¥ 

や
り
く
り
が
難
し
く
、
ナ
イ
タ
ー
大

会
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
で
き
な
い
状

態
で
す
が
、
日
中
に
行
わ
れ
る
大
会

に
は
出
場
を
し
て
、
そ
れ
な
り
の
成

績
は
収
め
て
お
り
、
そ
の
後
に
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
紙

面
を
お
か
り
し
ま
し
て
、
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

村の人口と世帯
4月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,207戸 (+II)

人口総数 I I, 476人(+20) 

男 5,779人・女 5,697人

(3 月中の動き）

出生 3 人・死亡

転入 93人・転出

10人

66人

やまラソフド音5

代表石EB清美

3月の救急車出動回数

●交通事故

●急

そ
.. 
の
計

病
他

5 件

14 件

5 件

24 件

.9.c 

.' 
.. ヽ

中 士也 （
敬
称
略
）

心
お
め
で
だ
心
し

し

氏
名
父
母
名
性
別
区
闘
さ

わ
か
な
だ

江
森
和
果
菜
丘
佐
只
女
谷
％
＜

て

佐
藤
静
哉
紅
厨
疇
男
上
江
黒
％
出

し

森
戸
あ
か
り
紅
汀
女
南
大
島
％
申こ

米
あ
く
や
み
米
（
敬
称
略
）
閑の

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
琵
出

関
根
サ
ク
7
9
秀
一
南
大
島
％
届

野
木
村
庄
一
6
9
崇
上
江
黒
％
は

島
田
増
蔵
7
1
武
大
輪
％
汚
し

新
井
た
か

7
6
喜
一
郎
江
口
％
な

れさ

真
下
ウ
メ
7
1
秀
男
矢
島
％

篠
木
志
ん

8
8
正
治
大
佐
貫
％
望

折
原
隆
雄
9
1
常
二
大
佐
貫
％
希
を

栗
原
ア
サ
9
1
利
夫
南
大
島
％
載

内
田
幸
子
6
8
喜
作
新
里
％
掲※
 

石
村
ノ
ブ
8
4
賓
大
佐
貫
漏

o
o
o
o
n
"
"
u
o
o
n
"
"
u
o
,
.
1
 .. ̂~
1
。
゜
ー
。
。
n
"
~
,
＇
ー
・
゜
ー
。
°
n
"
"
u
o
o
o
o

一
編
集
微
記
一

o
o
o
o
n
"
~
0
0
ー
。
。
＾
＂
＂
＂
u
o
o
^

.. ̂
 
.. =
・
°
ー
。
。
＾
＂
＂
＂
5
O
n
"
"
u
o
o
!
°
o
o
o

色
と
り
ど
り
の
花
が
次
々
に
咲
き
初
め
、
い

よ
い
よ
春
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
を
迎

え
、
各
職
場
で
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
広
報
め
い
わ
で
は
、
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
の
た
め
、
4
月
号
か

ら
表
紙
と
裏
表
紙
を
2
色
刷
り
に
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
愛
読
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
®

広
報
の
仕
事
に
つ
い
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
1

年
、

月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
毎
日
が
充

実
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
る

の
で
す
が
？
（
本
当
は
：
·
…
）

今
月
の
広
報
か
ら
紙
面
を
少
し
変
え
た
の
で

す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
◎

も
う
、
あ
れ
か
ら

1

年
で
す
ね
。
役
場
に
入

っ
て
す
ぐ
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
広
報
へ
来

て
、
忙
し
い
日
々
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
も
う
少
し
落
ち
着
い
て
計
画
性

の
あ
る
日
々
を
送
り
た
い
で
す
。
仕
事
の
面
で

も
、
自
分
自
身
が
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑭

平成 9 年 4 月 10 日（杓 (22) 
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平成B年度
村の財政状況を

お知らせします
（億円） 0 

I 
5
,
 

0
,
 

ー

ー5 
14億7,180万1 干円

15億 134万5干円 (102.0%)

9億 20万円

10億2,660万6干円 (114.0%)

6億9,165万4干円

3億5,795万5干円 (51.8%)

2億8,280万円

1億3,800万円 (48.8%)

2億5,621 万5干円

2億 570万7干円 (80.3%)

2億1,377万2干円

2億1,377万2干円 (100.0%)

2億 560万9干円

1億3.974万8干円 (68.0%)

4億6,820万7干円

4億 630万1干円 (86.8%)

10 

：い］収入割合 88.8%

：：口百5万8千円［二］
芦ユ:3万4千円こJ
※その他……国庫支出金、地方譲

与税、自動車取得税交付金、使用

料及び手数料、分担金及び負担金、

財産収入、利子割交付金、・交通安

全対策特別交付金、寄付金

5
 

11億 760万7千円

7億2,289万2干円 (65.3%) 教育 費

8億1,806万6干円

5億1,194万4干円 (62.6%)
総務 費

: 支出割合 68.4%

□::~:5万8千円
ロごげ?8万3千円
※その他…••消防費、議会費

商工費、諸支出金、予備費

6億3,018万5干円 1 
5億8,062万7干円 (92.1%) 民生費
6億2,064万2干円

2億6,154万4干円 (42.1%) 土木費

4億4,636万6干円

2億3,046万9干円 (51.6%)

：：：：言塁：ここ員衛
：：］言言三二］公
ご言ここここ］そ

農林水産業費

の

/ 

:
|
_
|
 

費
費
他

生
債

一般

会計

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
村
条
例
第
三

十
五
号
）
に
基
つ
き
、
村
の
財
政
状
況

が
と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
令
回
は
、
平
成
八
年
度
（
平
成

九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）
の
予
算
執

行
状
況
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
出
納
整
理
期
閻
が
五
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
決

算
額
と
異
な
り
ま
す
。
平
成
八
年
度
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
村
道

整
備
事
業
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、

文
化
振
興
事
業
な
と
、
各
分
野
の
事
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
だ
。

出
納
整
理
期
間

出
納
整
理
期
間
と
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
、
会
計
年
度
終
了
（
三

月
三
十
一
日
）
後
、
翌
年
度
の
四
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
ニ
ヵ
月

間
を
い
い
ま
す
。

平成 9 年 5 月 10 日（土） (2) 



村債(1昔入金）の残高（平成9年 ) 
3 月 31 日現在 村の財産状況 （平成 9 年 ) 

3 月 31 日現在

27億6, 191万8千円
土地 建物

①教育債．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 16億 833万6干円

②土木債 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 5億8,959万9干円

®農林水産業債…..…………• 2億6,077万4干円

④民生債 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1憾2,613万5干円

＠その他........................... 1億7,707万4干円

18万785m2 3万883m2

（減税補てん債、保健センター建設事業債等） 基金 現金（預金）

※村債の一部は、地方交付税として国より後年度

まで算入されます。

28億9,571 万5干円 10億9,506万1干円

®前月号(P.4) の村債現在高は、村有財産の土地・

建物面積との比較のため道路分等は含まれません。 心◎＠
住民の税等の負担状況（平成9 年 3 月 31 日現在）

一般会計 国民健康保険特別会計

税 目 調定額（A) 人口 (B)
対人口割

戸数（ C)
対戸数割

(A)/(B) (A)/(C) 
国民健康保険税（A)

千円 人 円 戸 円

村民税 183,671 16,005 57,272 被保険者数 (B)
663,762 57,839 206,973 

固定資産税 835,407 
11,476 

72,796 
3,207 

260,495 対加入者負担A/B

軽自動車税 15,269 1,331 4,761 加入世帯数（ C)

A ロ 計 1,514,438 131,966 472,229 
対世帯数負担A/C

※ 2 段書きの上段は、法人分のみ

（平成 9 年 3 月 31 日現在）

こ
老人保健

国民健康保険

予算現額
歳

（千円）
収入済額

（千円）

706,773 636,659 

573,908 583,553 

結水人口

結水栓数

普及率

入

予算に対する

収入割合（％）

90.1 

101. 7 

11, 401人
3,509栓

99.35% 

歳 出

支出済額 予算に対する

（千円） 支出割合（％）

622,367 88.1 

481,403 83.9 

（平成 9 年 3 月 31 日現在） 固定資産の状況

区 分
予算額 収入・支出済額 予算に対する

（千円） （千円） 執行率（％）

収入 193,027 194,113 100.6 
収益的収支

支出 153,961 122,668 79.7 

収入 200,000 200,000 100.0 
資本的収支

支出 384,301 356,953 92.9 

※資本的収支において不足する 156,953千円は過年度損益勘定留保資金67,788千

円、建設改良積立金72,000千円、減債積立金6,115千円、過年度分消費税資本

的収支調整額7,118千円及び当年度分消費税資本的収支調整額3,932千円で補

てんします。

(3) 平成 9 年 5 月 10 日(±)

区 分

土 地

建 物

構 築 物

機械及び装置

車両及び運搬具

工具器具及び備品

合 計

266,151千円

3,717人

71,604円

1,543戸

172,489円

（単位：円）

帳簿価格

56,273,163 

203,646,449 

834,261,186 

323,687,912 

42,415 

796,034 

1,418,707,159 



地
方
公
共
団
体
（
県
・
市
町
村
等
）

が
、
請
負
等
の
契
約
を
行
う
と
き
に
、

一
般
競
争
入
札
等
を
建
前
と
す
る
契
約

方
法
の
特
例
的
な
契
約
方
法
で
す
。

◇
こ
の
契
約
方
法
は

0
競
争
に
付
す
る
行
政
事
務
の
省
力
化

0
特
定
の
資
産
、
信
用
、
能
力
等
の
あ

る
業
者
を
選
定
す
る
等
の
利
点
も
あ

り
ま
す
が
、
当
然
欠
点
も
あ
り
ま
す

の
で
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
同
施
行

令
第
一
六
七
条
の
二
に
随
意
契
約
で

き
る
要
件
が
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す

る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

◇
随
意
契
約
で
き
る
要
件
と
は

①
そ
の
予
定
価
格
が
、
一
定
価
格
〔
工

事
ま
た
は
製
造
の
請
負
百
三
十
万

円
、
財
産
の
買
入
れ
（
売
払
い
）
八

に

契
約
は
地
方
自
治
法

基
づ

い

十
万
円
（
三
十
万
円
）
、
物
件
の
借

入
れ
（
貸
付
け
）
四
十
万
円
（
三
十

万
円
）
、
そ
の
他
五
十
万
円
〕
を
越

え
て
い
な
い
も
の

⑫
不
動
産
の
買
入
れ
ま
た
は
、
借
入
れ

物
品
の
製
造
、
修
理
、
加
工
等
で
そ

の
性
質
ま
た
は
目
的
が
、
競
争
入
札

に
適
し
な
い
契
約

®
緊
急
の
必
要
に
よ
り
競
争
入
札
に
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

＠
競
争
入
札
に
付
す
る
こ
と
が
不
利
と

認
め
ら
れ
る
と
き

⑮
時
価
に
比
し
て
著
し
く
有
利
な
価
格

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

見
込
み
の
と
き

⑮
競
争
入
札
に
付
し
、
入
札
者
が
無
い

と
き
、
ま
た
は
再
度
の
入
札
に
付

て

執

一
了,1 

随
意 誇

り
と

愛
着
の
も
て
る

ふ
る
さ
と
つ

村
で
は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
村
民
だ
れ
も
が
豊
か
さ
と
生
き
が

い
を
感
じ
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

目
指
し
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
村
政
の
執
行
に
当
だ

つ
て
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
村
政
に
関
す
る
ご
意
見
等
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
だ
の
で
、
説
明
し
だ
い
と
思
い
ま
す
。

し
、
落
札
者
が
無
い
と
き

⑦
落
札
者
が
契
約
を
締
結
し
な
い
と
き

以
上
七
つ
の
要
件
の
一
っ
に
該
当
す
る

場
合
は
、
随
意
契
約
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
村
で
実

施
し
て
い
る
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
執
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

随
意
契
約
、
入
札
等
に
つ
い
て
は
、

村
の
建
設
工
事
入
札
審
査
会
（
メ
ン
バ

ー
は
、
全
課
局
長
）
に
諮
問
し
、
答
申

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
県
の
調
査

で
は
、
県
全
体
で
五
千
十
五
件
、
邑
楽

郡
四
百
十
三
件
、
郡
内
平
均
八
十
三
件

で
、
本
村
は
そ
の
五
分
の
一
の
十
六
件

で
、
む
し
ろ
少
な
い
方
で
あ
り
ま
す
。

く
り
を

全
国
的
に
は
、
施
設
不
足
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
本
村
の
入
所
待
ち
の

か
た
は
、
現
在
一
人
で
す
。
こ
の
か
た

も
、
平
成
九
年
度
に
板
倉
町
に
建
設
さ

れ
る
施
設
で
解
消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
に
入
所
待
ち
の
か
た
が
出
て
も
、

平
成
十
年
に
は
、
館
林
市
内
に
建
設
さ

れ
ま
す
の
で
、
や
は
り
、
入
所
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
圏
域
内

（
太
田
市
、
東
部
、
館
林
市
、
邑
楽
）
に

建
設
さ
れ
れ
は
、
原
則
と
し
て
入
所
判

定
さ
れ
た
古
い
順
の
中
か
ら
入
所
の
必

要
の
あ
る
度
合
い
の
高
い
か
た
か
ら
入

所
で
き
ま
す
の
で
、
村
内
に
無
い
か
ら

と
い
っ
て
心
配
す
る
必
要
は
無
い
わ
け

で
す
。

邑
楽
町
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
建
設

用
地
は
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
建
設

し
た
い
社
会
福
祉
法
人
が
用
意
す
る
と

い
う
こ
と
で
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
一
般
的
に
は
、
建
設
す
る
社
会

福
祉
法
人
が
自
ら
用
地
を
手
当
し
、
建

設
し
て
い
ま
す
。
平
成
九
年
度
に
板
倉

町
に
建
設
す
る
法
人
も
自
ら
用
地
を
確

保
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
は
、

県
の
策
定
し
た
新
整
備
指
針
に
基
づ
い

て
計
画
さ
れ
ま
す
。
平
成
十
一
年
度
が
、

邑
楽
郡
内
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
無
い

の
が
本
村
と
邑
楽
町
で
す
。
本
村
も
建

設
の
推
進
に
努
力
し
た
の
で
す
が
、
県

の
調
査
に
よ
り
、
入
所
を
必
要
と
す
る

老
人
数
な
ど
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
結

果
、
邑
楽
町
に
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し

た
。
次
回
に
邑
楽
郡
に
順
番
が
き
た
と

き
は
、
郡
内
に
無
い
の
が
本
村
だ
け
で

す
の
で
、
本
村
に
建
設
希
望
法
人
が
あ

れ
ば
採
択
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
は

県
の
新
整
備
指
針
に
基
づ
い
て
計
画

予

平成 9 年 5 月 10 日（士） (4) 



村
で
は
、
毎
月
1

日
ま
で
に
提
出
さ

れ
た
事
前
協
議
書
の
内
容
が
、
関
係
法

令
等
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、

ま
た
、
開
発
に
伴
い
住
環
境
や
営
農
環

境
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
か

事事

務前

の協

流議

れと

開
発
事
業
の
計
画
が

あ
る
方
は
余
裕
を

も
っ
て
手
続
き
を
／
．

意
見
書
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

提
出
期
限
後
、
約
2
0
日
の
日
数
を
要
し

ま
す
の
で
、
開
発
事
業
の
計
画
が
あ
る

か
た
は
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
も
っ
て

事
前
協
議
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

な
お
、
事
前
協
議
書
は
、
役
場
都
市

開
発
課

(
T
E
L

⑭
3
1
1
1

内
線
3
7
1
)

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事前協議書提出

（意見書交付

申請書添付）

依頼

私
た
ち
が
住
宅
や
新
た
に
事
業
を
始

め
よ
う
と
工
場
や
事
業
所
等
を
建
て
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
国
の
法
令
等
に
規

定
す
る
許
可
申
請
手
続
き
の
ほ
か
、
こ

れ
ら
が
村
の
土
地
開
発
事
業
指
導
要
綱

に
定
め
ら
れ
た
事
業
（
土
地
開
発
事
業
）

に
該
当
す
る
と
き
は
事
前
協
議
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
と

営
農
環
境
等
と
が
総
合
的
に
調
和
の
と

れ
た
開
発
行
為
と
な
る
よ
う
行
う
も
の

で
す
。 土

地
開
発
事
業
と

事
前
協
議

な
ど
を
毎
月
1
5
日
前
後
に
開
催
す
る
土

地
利
用
対
策
委
員
会
で
審
査
・
検
討
を

行
い
、
2
日
1
3

日
後
に
意
見
書
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
郡
内

の
ほ
と
ん
ど
の
町
で
も
、
提
出
期
限
か

ら

1
5日
後
に
土
地
利
用
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
会
終
了
後
、

2

日
ー

3

日
で

意
見
書
を
交
付
し
て
お
り
、
事
前
協
議

に
約
2
0日
の
日
数
を
要
し
て
い
ま
す
。

土地開発事業の事務の流れ

村の事前協議

意見書交付申請書

事前協議書

毎月 1 日

委員会審査

余
裕
を
も
つ
て
手
続
き
を
I
.

ほ
と
ん
と
の
町
と
同
じ
で
す

事
前
協
議
の
期
間
は
郡
内

毎月 15 日前後
毎月 16 日～ 20 日

出提書
＿
申
請
代
理
人

宰
月

至
＂申

※毎月 1 日までに提出された事前協議書にかかる意見書の交付は同月の18 日前後になります。

み
収
集
袋
ガ

可
燃
ご
み
の
収
集
袋
と
し
て
紙
袋

を
今
ま
で
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

ビ
ニ
ー
ル
製
の
半
透
明
袋
に
切
り
替

え
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
可
燃
性
廃

棄
物
（
燃
え
る
ご
み
）
の
中
へ
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
等
不
燃
物
（
燃
え
な

い
ご
み
）
の
混
入
が
な
く
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
焼
却
炉
の
保
護
並
び
に

分
別
収
集
に
よ
る
資
源
化
の
徹
底
を

図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

◇
材
質
ビ
ニ
ー
ル
製
半
透
明

◇
大
き
さ
横
5
0
c
m
（
折
り
込
み
時

3
6
c
m
)
X
縦
8
0
c
m

※
現
在
の
紙
袋
と
同
じ
大
き
さ

◇
形
状
レ
ジ
袋
タ
イ
プ

◇
価
格
一
枚
3
5
円
（
現
在
4
0
円
）

た
だ
し
、
2
0
枚
入
り
袋
詰
と
な
り

ま
す
の
で
、
販
売
価
格
は
7
0
0
円
と

な
り
ま
す
。

◇
切
り
替
え
時
期
現
在
あ
る
紙
袋

が
終
了
次
第
（
5
月
ご
ろ
）
自
動

的
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
手
持
ち
の
紙
袋
は
こ
れ

ま
で
同
様
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
村
指
定
の
ご
み
袋

ビ
一

｛
つ
ま
で
の
ご
み
袋

⇒ 
明和村指定

可燃ごみ収集袋

◎朝和村

新
し
い
こ
み
袋

イ
ラ
ス
ト
の
だ
め
、
実
物
）

：
と
多
少
異
な
り
ま
す

一
ー
ル
製
半
透
明
に

ご

(5) 平成 9 年 5 月 10 日（士）



特集
第2回 私たちの下水道

◇◇下寧遍のしく己◇◇
使っ

三I,I f I I ｰ 6/ d 6/ d 

下水道のしくみ

豪

マンホール管きょ除害施設
（下水管） 最初沈殿池エアレーションタンワ

汚水をゆるやかこ活性汚泥という泥を加えて
流して、小さなゴ空気を吹きこみ、汚泥中の
ミや泥を沈める。 有機物を分解して沈みやす

くする。

最終沈殿池
分解して沈みや
可くなつだ有機

物を沈めて、処
理しだ水と汚泥
に分ける。 ) 

ー
／

., 

家庭・工場等戸>~り三］⇒

下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
の
施
設
は
、
大
き
く
「
排
水

設
備
」
、
「
ポ
ン
プ
場
」
、
「
下
水
処
理
場
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
下
水
は
、
い
く
つ

も
の
施
設
を
通
っ
て
き
れ
い
な
水
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

・
排
水
施
設

各
家
庭
の
台
所
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な

ど
か
ら
出
さ
れ
る
汚
水
を
排
除
す
る
た

め
に
、
汚
水
ま
す
ま
で
の
設
備
で
、
土

地
の
所
有
者
や
使
用
者
・
占
有
者
が
設

置
し
ま
す
。

・
公
共
汚
水
ま
す

公
共
汚
水
ま
す
は
、
各
家
庭
の
汚
水

や
工
場
の
排
水
な
ど
を
集
め
、
本
管
に

接
続
し
流
し
込
む
も
の
で
す
。

・
下
水
道
管

下
水
道
区
域
内
の
ほ
と
ん
ど
の
公
道

の
下
に
埋
設
さ
れ
、
個
々
の
汚
水
ま
す

を
通
じ
て
集
ま
っ
た
下
水
を
処
理
場
ま

で
運
ぶ
管
で
す
。
下
水
の
量
に
よ
り
幹

線
と
枝
線
に
分
け
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

・
マ
ン
ホ
ー
ル

道
路
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
下
水
管
に

は
、
清
掃
や
修
理
な
ど
の
維
持
管
理
の

た
め
の
出
入
口
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ポ
ン
プ
場

下
水
は
自
然
流
下
で
集
め
ら
れ
る
た

め
、
こ
う
配
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
滞
水

す
る
の
で
、
流
れ
て
き
た
汚
水
を
く
み

上
げ
て
圧
送
す
る
施
設
で
す
。

・
終
末
処
理
場

終
末
処
理
場
は
、
下
水
道
の
心
臓
部

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
汚
水
を
物
理

合
流
式
と
は
、
汚
水
と
雨
水
を
一
緒

に
集
め
て
終
末
処
理
場
で
処
理
す
る
方

法
で
す
。

分
流
式
と
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々

に
分
け
て
排
除
す
る
方
法
で
す
。
汚
水

は
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処
理

し
、
雨
水
は
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
放
流

し
ま
す
。下

水
の
処
理
方
式

活
性
汚
泥
と
呼
ば
れ
る
微
生
物
を
下

水
の
中
に
混
ぜ
、
空
気
を
吹
き
込
ん
で

微
生
物
に
摂
取
さ
せ
、
汚
水
を
浄
化
す

る
「
標
準
活
性
汚
泥
法
」
が
最
も
実
績

の
あ
る
方
法
で
す
。
な
お
、
小
規
模
な

町
村
等
で
は
、
処
理
場
の
構
造
を
コ
ン

パ
ク
ト
化
し
た
「
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
法
」
が
主
流
で
す
。

た水がきれいになるまで

公共汚水ます ⇒`⇒ 

下
水
の
排
除
方
式

終末処理場
汚泥処理設備

的
・
化
学
的
に
処
理
し
て
、
き
れ
い
で

安
全
な
水
に
浄
化
し
て
放
流
し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
を
処
理
し
た
後
に
発
生

す
る
汚
泥
は
、
汚
泥
処
理
施
設
の
中
で

処
理
さ
れ
ま
す
。
図
の
よ
う
に
処
理
場

は
、
多
く
の
施
設
が
同
一
敷
地
内
に
設

け
ら
れ
る
た
め
、
広
い
敷
地
を
必
要
と

し
ま
す
。

⇒三

平成 9 年 5 月 10 日（士） (6) 



明和村の下水道事業の概要
村では、今後下水道事業を推進するため、平成 7 年度から調査を行っております。

国で進めている、第 8 次下水道整備 5 ヵ年計画（平成 8 年～平成12年まで）内に事業が着手できるよう、更

に調査を進めていますが、今回は、下水道事業の整備方針の概要をお知らせします。

下水道事業は、国の補助制度で次のような種類があります。

業事卜

釦
ン
記

業
ラ
施

事
業
。
フ
理

道
事
一
処

水
水
ィ
尿

業
下
排
テ
し

事
共
落
二
域

道
公
集
ュ
地

水
（
業
ミ
（

下
農
コ

... 1
2

3

 1
 

業事道水下

（建設省） ］明和村で
（農林水産省） 考えている事業

（厚生省）

明和村の下水道整備イメージ図

□□ 鱈化区域 《□□）公共下水道整備区域應□信）農業集落排水事業整備区域

下水道事業には、多額の事業費を必要とするため、国の補助制度を最大限利用し、効率的に、より早く整備

できるよう考えています。

下水道の普及率について（処理区域人口／行政人口 X100) 

全国値 5 4. 0 % 

群馬県 3 1. 6 % 

市部 4 5. 4 % 

郡部 9. 4 % 

全国の町村下水道事業の状況 （平成 7 年度末）

全国の町村数 2, 5 6 8 

事業実施市町村 1, 2 9 2 (5 0 %) 

供用町村 6 9 5 (2 7 %) 

未着手町村数 1, 2 7 6 (5 0 %) 

(7) 平成 9 年 5 月 10 日（土）

※次回は「下水道の種類.J 9こついて掲載し

ます。

役場都市開発課

TEL84-3111 内線354



なぐパィプ役
を 刀

口
廂 介 し ま す

会長▽大矢入大須川梅中新南田江千上下斗
計 II 区佐ヶ 大 津江江合

II 小長貫島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田
日田会区区区区区区区区区区区区区区区区
比木長
野正 II
弘蜜石清金松落塩立西小島日蜜小江二橋

清•井村水子本合谷川郡田田比井久森十本
松 木野保里
本奎一正竹芳明幾 喜正親 奎喜幸 武
二雄夫雄雄祐雄賓男弘司清二美三功雄
芳雄

雄▽ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 副再再新再新新新新再再再再新新新再
▽会―------- --------

区

長

地域のリーダー、行政とのパイプ
役としてご活躍、ご協力いだだく各

行政区の区長さんをはじめ、各種役

員さんが決まりましだのでご紹介し

ます。

それぞれの分野でご活躍いだだき

ます。よろしくお願いします。（面巽

等が行われだ役員さんを紹介します。）

〔文中敬称略〕

衛
生
部
長

斗
合
田
区

下
江
黒
区

上
江
黒
区

千
津
井
区

江
口
区

田
島
区

南
大
島
区

南
大
島
区

新
里
区

新
里
区

中
谷
区

中
谷
区

梅
原
区

川
俣
区

須
賀
区

大
輪
区

入
ヶ
谷
区

矢
島
区

大
佐
貫
区

神川大森新近増新長和栗砂
谷島泉尻井藤田井谷田原賀

洋川
高秀仁ー和周茂
幸行清一孝郎吉吉満男清清

折田須斎荒福風石石関野帆蓮高今松川小橋
原日藤藤川田間川村口村足見瀬成本崎林本
正六

常幸順太篤一敏文哲 文圭冨俊幸 太政正
二太一郎範次夫夫男久雄二治雄一昇郎介男

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

副
区
長

新新再再新新新新新再新再 （
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

（
新
）

（
再
）

（
再
）

金
子
利
男補充

補
充

田
口
範
雄 武征末ー四初好一美和 秋

弘男雄男好郎雄弘一雄勇一市勇清善

新

大
輪
）
新

再再再新新新再再再新新新新再新再

衛
生
副
部
長

松
本
敏
雄
（
大
輪
）

提
箸
劫
美
（
入
ヶ
谷
）

秋
野
秀
雄
（
矢
島
）

早
川
己
吉
（
大
佐
貫
）

▽
衛
生
協
力
会
長
1
1
新
井
孝

▽
副
会
長
1
1
和
田
茂
男
・
提
箸
劫
美

金玉金田加落吉坂谷坂北荒野渡柴田
子井子口藤合永上津上島井本邊崎村

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

（
須
賀
）

（
大
輪
）

（
入
ヶ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

交
通
指
導
員

結
婚
相
談
員

（
入
ヶ
谷
）

再再再新

小
松
原

責
さ
ん

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に

子
と
も
会
育
成
会
長

• II ▽篠山金齋山小始岩真東矢今高菌小阿
山阿子木田子藤本田澤崎田 澤成橋部林部
田部ど日 英 登
ー政も出一 榮賀ニー幸輝 秀美紀幸 政
成男会夫成正作市郎幸市男充雄雄幸彦彰男

“天反又天扇呵祠承玩面目丘手エ下年
会体佐ヶ 大 津江江合
長連貫島谷輪賀俣原谷里島島口井黒黒田

II 絡._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,._,

篇儡
輝会新新新新新新新新新新新新新新新再
男長

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
こ
の
ほ
ど

開
か
れ
、
委
員
の
横
塚
弥
一
さ
ん
の

退
職
に
伴
い
、
後
任
に
小
松
原
賓
さ

ん
が
補
欠
と
な
り
、
残
任
期
間
が
任

期
と
決
ま
り
ま
し
た
。

平成 9 年 5 月 10 日（土） (8) 
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地 一
と

珊 行政 を
新 し ぃ 役 員さ

昇格団員に関口団長から辞令交付

0
本
部
▽
団
長
関
口
章
夫

▽
副
団
長
今
成
隆
、
島
田
高
志

0
第
一
分
団
▽
分
団
長
奥
澤
健
司

明
和
消
防
団

四
月
六
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
消
防
団
辞
令
交
付
式
が

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
二
十
八
人
の
新
団
員
と
十
二
人
の
昇
格

団
員
に
関
口
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
だ
。
な
お
、
団
の

構
成
は
次
の
と
あ
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
副
分
団
長
鈴
木
公
明

▽
第
一
班
班
長
佐
々
木
秀
之
▽
団

員
多
田
賢
司
、
多
田
克
己
、
丸
山
裕

広
、
中
村
克
己
、
川
辺
博
、
飯
島
淳
、

木
村
康
弘
、
阿
部
浩
之
、
小
暮
宜
男
、

佐
々
木
茂
美
、
牛
久
保
正
和
、
小
久
保

英
明
、
牛
久
保
嘉
教

▽
第
二
班
班
長
関
口
武
▽
団
員

新
井
師
夫
、
田
部
井
猛
、
渋
谷
功
、
新

井
正
彦
、
山
岸
信
行
、
荒
井
克
明
、
奈

良
吉
伯
、
奥
澤
延
行
、
野
中
忠
之
、
清

水
武
、
大
川
博
司
、
深
野
一
己
、
峯
崎

宏
之

0
第
二
分
団
▽
分
団
長
山
形
和
良

▽
副
分
団
長
須
永
利
之

▽
第
一
班
班
長
栗
原
正
幸
▽
団
員

唐
沢
浩
一
、
帆
足
勝
美
、
本
島
春
彦
、

内
山
恵
司
、
島
田
重
男
、
蓮
見
和
正
、

小
松
原
豊
久
、
栗
原
淳
、
小
松
原
賢
一
、

森
尻
博
、
松
本
久
、
小
池
靖
志
、
帆
足

洋
一

▽
第
二
班
班
長
吉
永
知
博
▽
団
員

浅
見
修
、
西
郡
孝
夫
、
山
野
井
幸
男
、

松
岡
勇
悦
、
西
野
彰
一
、
加
藤
浩
士
、

恩
田
浩
行
、
石
村
和
彦
、
田
中
克
明
、

田
部
井
洋
、
小
平
征
史
、
吉
永
政
幸
、

和
田
隆
幸

新
だ
に
2
8人
が
消
防
団
員
に

市村正男さん

村
体
育
協
会
長
に

市
村
正
男
さ
ん

野
本
哲
男

唖
第
三
分
団
▽
分
団
長

▽
副
分
団
長
篠
木
英
治

▽
第
一
班
班
長
原
口
崇
▽
団
員

松
本
敏
幸
、
斉
藤
剛
直
、
島
田
忠
幸
、

渡
辺
千
拾
、
田
口
博
文
、
戸
ヶ
崎
良
幸
、

藤
野
浩
之
、
石
崎
忠
美
、
丸
山
高
広
、

野
本
一
浩
、
村
田
薙
彦
、
村
田
浩
志
、

大
牧
博

▽
第
二
班
班
長
大
津
恵
一
▽
団
員

大
津
郁
雄
、
石
村
一
久
、
須
藤
久
雄
、

篠
木
加
仁
、
泉
田
俊
雄
、
秋
野
一
正
、

蓮
見
朋
治
、
田
口
明
利
、
園
田
繁
、
鯉

沼
利
行
、
鯉
沼
崇
、
大
沢
幸
一
、
泉
田

秋
夫村

体
育
協
会
理
事
会
（
兼
総
会
）

が
4
月

2
6
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
同
協
会
の
会
長
に
市
村
正
男
さ

ん
（
新
里
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
村
さ
ん
は
、
恩
田
義
雄
前
会
長

の
後
任
と
し
て
、
今
年
の
4
月
1

日

付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
に
は
、
武
井
英
夫

さ
ん
、
鯉
沼
哲
雄
さ
ん
、
鈴
木
勝
夫

さ
ん
の
3
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
消
防
隊

卍
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

▽
隊
長
金
子
茂
子
▽
副
隊
長

橋
三
重
子
根
岸
丈
子
▽
書
記

永
栄
子
▽
会
計
関
根
静
江

0
地
区
隊
長

▽
斗
合
田
佐
藤
ひ
さ
子
▽
下
江
黒

小
林
由
江
▽
上
江
黒
関
根
静
江

▽
千
津
井
山
岸
美
知
子
▽
江
口

木
村
好
江
▽
田
島
北
島
き
よ
子

▽
南
大
島
小
松
原
久
美
子
▽
新
里

堀
日
美
知
子
▽
中
谷
芹
沢
美
保
子

▽
梅
原
吉
永
栄
子
▽
川
俣
須
藤

光
江
▽
須
賀
堀
日
光
子
▽
大
輪

斉
藤
久
美
子
▽
入
ヶ
谷
金
子
一
枝

▽
矢
島
山
田
恭
子
▽
大
佐
貫
栗

原
ス
ミ
子

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
や
要
望
な
ど
を
広
く
聴
く
た

め
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
平
成
九
年
度
は
、
本
村
か
ら

次
の
二
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お

気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
敬
称
略
）

吉
永
裕
身
子
（
梅
原
）6
闘
2
9
2
5

砂
賀
久
美
子
（
斗
合
田
）6⑬
5
1
3
3

県
政
へ
の
意
見
は

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

士古
口向

(9) 平成 9 年 5 月 10 日(±)



故・野木村庄一さん

（上江黒）

大塚雅勇さん

（大佐貫）

◎
教
育
長
1
1

昭
和
6
3
年
4
月1
平
成
8

年
3
月

(
8年
）

永
年
に
わ
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
あ
い
て
、
村

政
発
展
に
寄
与
さ
れ
だ
か
だ
を
表
彰
す
る

r

平
成
九
年

度
村
政
功
労
者
表
彰
式
L

が
四
月
三
十
日
、
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

合
回
受
賞
さ
れ
だ
か
だ
が
だ
は
、
故
•
野
木
村
庄
＿

さ
ん
、
大
塚
雅
勇
さ
ん
、
奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん
、
田
中

実
さ
ん
の
四
人
で
す
。
い
す
れ
も
、
村
政
発
展
に
ご
尽

力
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

r
vt
i
<
i
i
i
i
i
i
i
i
i
,
^
 

-

i

 
一
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
i

-

i

 

で
ー
：
！
！
！
！
ー
！
！
！
！
！
ー
~
し

故
•
野
木
村
庄
＿
さ
ん

大
塚
雅
勇
さ
ん

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
1
1

昭
和
5
9
年

4
月

1

昭
和
6
3
年
4
月
(
4
年
）

◎
監
査
委
員
1
1

昭
和
6
1
年
5
月1
現
在

(
1
0年1
1
ヵ
月
）

故. 

◎
統
計
調
査
協
力
員
1
1

昭
和
2
8
年
4
月

ー
昭
和
3
6
年
3
月
(
8年
）

◎
矢
島
区
長
1
1

平
成
2
年
4
月
1

平
成

4
年
3
月

(
2年
）

◎
交
通
対
策
協
議
会
委
員
1
1

昭
和
5
2
年

4
月

1

現
在

(
2
0年）

◎
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
監
督
と

し
て
、
県
選
抜
少
年
軟
式
野
球
大
会

優
勝
に
導
き
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

お
よ
び
本
村
の
名
声
を
高
め
た
功
績

勲
五
等
双
光
旭

H

章

故
・
野
木
村
庄
一
さ
ん
（
上
江
黒

．
享
年
6
9
歳
）
に
、
こ
の
た
び
従
五

位
勲
五
等
双
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

野
木
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年

か
ら
昭
和
六
十
三
年
ま
で
の
三
十
七

年
間
に
明
和
村
や
板
倉
町
、
館
林
市

内
の
小
学
校
教
諭
、
館
林
市
立
第
二

小
学
校
教
頭
、
同
第
九
小
学
校
校
長

を
歴
任
し
、
永
年
に
わ
た
り
教
育
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
明

和
村
教
育
長
に
就
任
以
来
、
二
期
八

年
間
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
と
教

育
全
般
に
わ
た
り
教
育
の
充
実
、
施

設
の
整
備
等
に
尽
く
さ
れ
、
教
育
文

化
の
向
上
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

野
木
村
庄
一
さ
ん
に

奈良原昭三郎さん

（矢島）

平成9年度

村

月
＾
因
巨
裕
コ

政
功
労
者

田中実さん

（矢島）

奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん

田
中
実
さ
ん

平成 9 年 5 月 10 日（土） (IO) 



明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
任

期
満
了
（
7
月
2
2
日
）
に
伴
う
村
長

選
挙
の
日
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま

し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、

村
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で

す
。
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し

ょ
う
。な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
め

い
わ
6
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投
票
日
は

7
月
6

日
⑭

村
長
選
挙

鯉沼哲雄さん

平
成
九
年
四
月
一
日
付
け
で
、
鯉
沼

哲
雄
さ
ん
（
大
佐
貰
）
が
総
務
庁
長
官

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

こ
。t
 皆さ

ん
が
、
日
ご
ろ
、
国
道
・
国
税

・
登
記
・
郵
便
な
ど
の
国
の
業
務
、
地

方
公
共
団
体
が
国
か
ら
委
任
や
補
助
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
、
国
民
年
金
•
生

◇
立
候
補
で
き
る
人

・
年
齢
満
2
5
歳
以
上
の
日
本
国
民

◇
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日
時
6
月
1
2
日
巾

午
後
1
時
3
0分

・
場
所
役
場
第
3

会
議
室

◇
立
候
補
の
届
け
出

・
日
時
7
月
1
日
閲
（
告
示

H
)

午
前
8

時
3
0
分1
午
後
5
時

・
場
所
役
場
第
3
会
議
室

鯉
沼
哲

雄
さ
ん

行
政
相
談
委

員
に

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民

間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

群
馬
県
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

-
H
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と

と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
は
、
村
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か

大
佐
貫
2
9
5
|
1

6
闘
2
4
7
3

活
保
護
・
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
業
務
、

特
殊
法
人
(
J
R

や
N
T
T

な
ど
）
の

業
務
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
困
っ
た
、
な

ん
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
悩
ん

で
い
る
こ
と
や
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
よ
う
な
苦
情
・
要
望
・
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
相
談
は
、
毎
月
役
場
で
の
定
例

相
談
の
ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

◇
連
絡
先

相
談
所
開
設
の
日
時
・
場
所
は
次
の

南
大
島
浄
水
場
が
完
成

5
月
8
日
か
ら
給
水
開
始

第
四
次
拡
張
事
業
に
よ
り
、
三
ヵ

年
の
継
続
で
建
設
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
南
大
島
浄
水
場
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
五
月
八
日
か
ら
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
。

給
水
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
上
江
黒
ニ
ヵ
所
・
南
大
島
・
新
里

・
中
谷
・
大
佐
貫
の
計
六
ヵ
所
で
、

既
設
管
と
接
続
し
て
お
り
ま
す
が
、

管
網
整
備
に
よ
り
給
水
区
域
を
拡
大

し
、
一
層
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

な
お
、
九
月
か
ら
は
、
東
部
地
域

供
給
事
業
に
よ
り
、
供
給
を
受
け
た

水
も
合
わ
せ
て
給
水
さ
れ
ま
す
。

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
三
人
の
人

権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。
（
敬
称
略
）

0
瀬
下
昭
一
（
新
里

C
闘
3
6
1
8
)

〇
柿
沼
昭
博
（
江
日

6
闘
2
1
8
1
)

〇
梅
澤
義
雄
（
須
賀

6
闘
3
4
0
9
)

相
談
所
を
開
設

と
お
り
で
す
。

◇
日
時

6
月
1
6日
⑪

午
後
3
時

◇
場
所
役
場
会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

午
前
1
0
時1

(11) 平成 9 年 5 月 10 日(±)



平成 9 年 5 月 10 日（土） (12) 



f
母
息
愈
愈
母
母
母
息
息
息
母
母
心
母
息
母

5
 

勝偏初
会
ゞ
大
‘
‘
求

ヵフ
王
予

ラ
里
年少

ク球
友才

§
母
愈
屯
Q
愈
母
母
愈
愈
Q
母
愈
心
と
愈
母
心
母
愈
息
愈
＿

イ
ラ
ン
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
に
日

本
を
代
表
し
て
出
場
す
る
館
林
商
工
高

3

年
の
酒

”
井
孝
悟
選
手
お
よ
び
、
J

O
C

カ
ッ
プ
1
9
9
7

＾
年
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

＂
人
g

6
 

]
や
出
場
す
る
館
林
商
工
高
と
明
中
の
選
手

6

人
が
4

月
1
8
日
、
関
係
者
と
と
も
に
役
場
を
訪
問
し
、
斎

日
藤
村
長
か
ら
壮
行
金
が
贈
ら
れ
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

1

月
-
.
J

o
cに
出
場
す
る
選
手
は
、
次
の
か
た
が
た
で

す
。
（
敬
称
略
）

一
高工

一
▽
酒
井
孝
悟
（
館
林
商
工
高

3

年
・
千
津
井
）
▽

商

一
木
松
本
憲
法
（
同

3

年
・
大
輪
）
▽
坂
本
潤
一
（
同

【
木

3

年
・
千
代
田
町
）
▽
武
藤
亮
平
（
同
2
年
・
千

館

一
代
田
町
）
▽
小
沼
栄
二
（
同
2
年
・
太
田
市
）
▽

吉
田
育
代
（
明
中
3

年
女
子
・
梅
原
）

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

母
愈
屯
愈
多
屯
Q
愈
多
息
母
愈
母
愈
Q
母
と
愈
母
愈
屯
愈

(13) 平成 9 年 5 月 10 日（土）



小 児 の 生 活習慣病

（小児成人病）について

生活習慣病（小児成人病）アンケート結果（％）

1 あなたは小児の生活習慣病（小児成人病）という言葉を聞

いたことがありますか？

あ る 76.3 な し、 23.7 無回答

2 あなたのお子様は魚より肉を好みますか？

は し、 40.4 しヽしヽえ 58.9 無回答 0.7 

3 あなたのお子様は野菜をよく食べますか？

は し、 52.5 いいえ 46.8 無回答 0.7 

4 あなたのお子様はインスタント食品やハンバーガーなど

のファーストフードが好きですか？

は し、 78.0 しヽしヽえ 21.3 無回答 0.7 

5 スナック菓子やチョコレートが好きですか？

は し、 95.0 しヽいえ 5.0 無回答

6 牛乳やお茶よりジュースが好きですか？

は し、 58.4 いいえ 42.6 無回答

7 やわらかい食品を好みますか？

は し、 44.7 いいえヽ 53.9 無回答 1.4 

8 家の中でばかり遊んでいて運動不足だと思いますか？

は し、 22.0 いしヽえ 78.0 無回答 I, 和洋女子大学の 5 歳児成人病検診の結果、 4 人に 1 人が
成人病予備軍という結果が出たそうですが、健診の必要
性はあると思いますか？

は し、 77.3 いいえ 22.7 無回答

10 動脈硬化指数やコレステロール、中性脂肪を調べるのに
採血が必要ですが、 もしお子様が健診を受けるとしたら
採血を希望しますか？

す る 75.2 しない 24.1 無回答 0.7 

近
年
、
交
通
機
関
や
家
電
製
品
の
発

達
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
等
の
普
及
に
伴
い
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
の
運
動
不
足
・
動
物
性
食
品

や
油
脂
類
摂
取
の
増
加
で
、
子
ど
も
た

ち
に
も
肥
満
や
糖
尿
病
・
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
（
成

人
病
）
予
備
軍
は
全
国
的
に
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
生
活
習
慣
病
に
早
く
か
か

っ
て
し
ま
う
の
は
乳
幼
児
期
か
ら
の
悪

い
食
習
慣
あ
る
い
は
運
動
嫌
い
な
ど
の

悪
い
生
活
習
慣
に
よ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
と

い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
乳
幼

児
の
こ
ろ
か
ら
味
の
濃
い
も
の
ば
か
り

食
べ
つ
け
て
い
る
と
、
そ
の
子
は
一
生

味
が
濃
く
な
い
と
「
お
い
し
い
」
と
感

じ
な
く
な
り
ま
す
し
、
軟
ら
か
い
食
事

ば
か
り
与
え
ら
れ
た
子
は
か
み
ご
た
え

の
あ
る
野
菜
や
食
品
が
苦
手
に
な
り
、

野
菜
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
意
味
で
乳
幼
児
期
と
い
う
の
は
、
そ

の
人
の
一
生
を
支
配
す
る
大
切
な
時
期

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
食
事
の
傾
向

と
し
て
乳
類
、
野
菜
、
果
物
、
豆
類
の

食
べ
方
が
少
な
く
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く

質
（
獣
肉
顆
）
が
多
く
食
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
習
慣
面
で
み
る
と
、
肥
満
度

の
高
い
子
ど
も
た
ち
で
は
、
お
や
つ
の

量
ィ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
摂
取
頻
度
、

牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
、
し
好
飲
料
の
量
に

原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
研

究
結
果
が
で
て
お
り
、
ま
す
ま
す
生
活

に
近
づ
い
て
い
る

習
慣
病
（
成
人
病
）

現
状
で
す
。

平
成
9
年
1

月
、
明
和
村
立
保
育
園

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
（
小
児
成
人
病
）

の
調
査
を
し
ま
し
た
（
左
表
）
と
こ
ろ
、

や
は
り
食
生
活
の
傾
向
は
全
国
と
同
様

に
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
な
ど
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
ス
ナ

ッ
ク
菓
子
、
ジ
ュ
ー
ス
等
の
好
き
な
子

ど
も
た
ち
が
多
く
、
野
菜
嫌
い
や
、
軟

ら
か
い
食
品
を
好
む
子
ど
も
た
ち
も
多

い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
も
含

め
、
今
年
度
か
ら

5

歳
児
を
対
象
に
生

活
習
慣
病
（
小
児
成
人
病
）
の
早
期
発

見
・
予
防
す
る
た
め
に
、
「
す
く
す
く
5

歳
児
健
康
診
査
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

\e300も® . 
世
界
中
で
日
本
ほ
ど
、
各
国
の
料
理

が
楽
し
め
る
国
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
食
事
も
、
和
・
洋
・
中
華
を
う

ま
く
取
り
入
れ
た
雑
食
と
い
え
ま
す
。

和
食
塩
分
は
多
い
が
食
物
繊
維

と
植
物
性
油
脂
が
多
く
低
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
華
食
植
物
性
油
脂
を
多

用
し
て
い
る
た
め
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
排
せ
つ
す
る
働
き
が
あ
る
、
洋

食
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
だ
が
塩
分

が
低
く
、
子
ど
も
の
発
育
に
大
切
な
た

ん
ぱ
く
質
が
多
い
。

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所

を
生
か
し
な
が
ら
、
1

回
ご
と
の
食
事

を
考
え
て
、
食
品
数
を

1

日

3
0品
目
、

週
1
0
0
品
目
以
上
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

、
つ

「
取
り
過

六
幼
児
期
か
ら
減
塩
で

女
動
物
性
脂
肪
と
糖
分
の

，
ぎ
」
に
注
意

女
食
物
繊
維
で
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を

整
え
よ
う

生
活
習
慣
病
か

子
と
も
を
守
る
食
事

和
・
洋
・
中
華
0
,す
す
め

ら

平成 9 年 5 月 10 日（士） (14) 



村
体
育
協
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
各
種
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
、
貢

献
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す
。
〔
敬
称
略
〕

唸
競
技
優
秀
者
（
団
体
）

▽
小
松
原
脩
吾
（
南
大
島
）
第
2
0
回

群
馬
県
小
学
校
総
合
体
育
大
会
男
子
1
0
0

昇
第
1
位
ほ
か
▽
吉
田
育
代
（
梅
原
）

第
1
0
回
全
日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
オ
ー

フ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
6
5

キ
ロ
級
優
勝
▽
久
保
口
優
喜
（
南
大
島
）

第
2
3
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
走
幅
跳
第
8
位
▽
瀬
下
恵
子

（
新
里
）
関
東
高
等
学
校
選
抜
競
漕
大
会

優
勝
ほ
か
▽
酒
井
孝
悟
（
千
津
井
）

平
成
8
年
度
関
東
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
7
4
キ
ロ
級
第
3

表

彰

内l玉EJヴ
ｧE]tt]EJ 

彎 社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

弘

位
▽
荒
木
友
教
（
大
輪
）
第
1
9
回
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳

競
技
大
会
第
5
位
▽
坂
上
桂
一
（
中

谷
）
第
5
1
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

成
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
6
2
キ
ロ
級
第

5
位
▽
明
和
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

第
2
2
回
群
馬
県
選
抜
少
年
軟
式
野
球
大

会
優
勝

嘉
功
労
賞

▽
恩
田
義
雄
（
梅
原
）
昭
和
6
0
年
よ

り
平
成
8
年
ま
で
1
2
年
間
、
村
体
育
協

会
長
と
し
て
社
会
体
育
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

▽
故
・
奈
良
原
勝
治
（
千
津
井
）
本

会
副
会
長
と
し
て
、
社
会
体
育
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

唸
感
謝
状

▽
谷
津
好
一
（
新
里
）
野
球
協
会
長

と
し
て
、
体
育
協
会
常
任
理
事
を
昭
和

6
0
年
よ
り
平
成
8
年
ま
で
1
2
年
間
務
め

ま
し
た
。

姦
特
別
賞

▽
川
合
達
夫
（
南
大
島
）
ア
ト
ラ
ン

タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。
第
5
1
回
国
民

体
育
大
会
秋
季
大
会
成
年
男
子
フ
リ
ー

1
0
0
キ
ロ
級
優
勝

年
間
ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン
表
彰

3
0
0
.
3
5
キ
ロ

ス
イ
ム
マ
ラ
ソ
ン
は
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、

年
間
の
泳
い
だ
距
離
を
利
用
す
る
た
び

に
自
己
申
告
し
、
そ
の
距
離
を
認
定
す

る
も
の
で
す
。
平
成
8
年
度
は
、
次
の

か
た
が
た
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
）

◇
男
子
の
部

1
位
吉
田

◇
期
日
6
月
1
8
月
昼
1
0
回

◇
場
所
武
道
館

◇
募
集
人
員
2
0
人

太
極
拳
教
室

◇
日
時
6
月
1
日
⑪
午
前
9
時

1

◇
会
場
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
資
格
村
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
5
月
1
1
日
⑪
か
ら
2
2
日

困
（
月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
、
明
和

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま

す
。

◇
期
日
6
月
1
8
月
夜
1
0
回

◇
会
場
ゴ
ル
フ
練
習
場
（
館
林
市
）

◇
対
象
村
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
費
用
1
,
2
9
0
円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
5
月
1
5
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

コ
ル
フ
教

第
4

回
水
泳
記
録
大
会

2
位
山
田
雅
万

3
位
田
沼
猛

◇
女
子
の
部

1
位
川
村
ナ
ツ
子

2
位
松
島
敬
子

3
位
島
田
実
子

3
0
5
.
9
0

キ

2
1
4
.
5
0

キ

1
5
2
.
2
0

キ

2
6
8
.
5
0
キ
ロ

2
1
7
.
1
5
キ
ロ

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
6
月

海
洋
セ
ン
タ
ー
無
料
開
放

6
月
1
5日
日
3

周
年
記
念

渋沢ろくさん

優
勝
渋
沢
ろ
く

準
優
勝
野
本
み
ね
子

三
位
川
村
ナ
ツ
子

第

6

回
ク
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
会
交
流
大
会

〔
敬
称
略
〕

優
勝
リ
リ
ー
ズ

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第

1
2
回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
—
ル
大
会

河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦

◇
対
象
者
村
内
在
住
者

◇
費
用
4
0
0
円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
5
月
1
5
H
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

み
ん
な
で
き
れ
じ
に

きれいな村に

1
5
日
に
開
館
3
周
年
を
迎
え
、
利
用
者

が
年
間
目
標
者
数
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
施
設
が
B
&
G

財
団
か
ら
村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
開
館
3

周
年
（
無
償
譲
渡
）
を
記
念
し
て
6
月

1
5
日
⑪
に
無
料
開
放
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

4
月
2
0
日
⑪
に
、2
1
6
人
も
の
人
が
集

ま
り
、
利
根
川
の
河
川
敷
で
「
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。
燃
え
る
ゴ

ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
ビ
ン
の
3
種
類

に
分
け
て
収
集
し
た
結
果
、
山
ず
み
の

袋
が
い
く
つ
も
で
き
、
思
っ
た
以
上
に

多
く
の
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

河
川
敷
だ
け
で
な
く
、
村
全
体
が
き

れ
い
に
な
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

(15) 平成 9 年 5 月 10 日(±)



今
は
昔
話
と
な
っ
た
須
賀
の
沼
に
つ

い
て
「
群
馬
県
邑
楽
郡
町
村
誌
材
料

明
治
二
十
二
年
」
「
邑
楽
郡
誌
大
正
六

年
」
や
地
元
の
人
た
ち
の
記
憶
な
ど
を

参
考
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
沼
は
文
政
六
、
七
年
(
-
八
二

三
i
二
四
）
の
再
度
に
わ
た
っ
た
洪
水

の
時
に
、
当
時
の
須
賀
村
の
字
大
輪
村

境
の
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
で
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
須
賀
、
大
輪
の
二
つ
の
村
の

人
た
ち
は
、
互
い
の
行
き
米
に
大
変
な

不
便
さ
を
感
じ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

明
治
の
時
代
と
な
り
、
須
賀
村
と
大

輪
村
で
は
そ
の
不
便
さ
を
解
決
す
る
た

め
に
相
談
し
、
明
治
十
年
の
秋
か
ら
エ

事
を
開
始
、
翌
十
一
年
の
春
に
こ
の
沼

を
横
断
し
て
新
し
い
道
路
を
造
っ
た
の

で
、
沼
は
南
と
北
の
二
つ
の
沼
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
沼
の
広
さ
は
南
の
沼
が

No.21 
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五
千
百
坪
、
北
の
沼
は
四
千
五
百
八
十

五
坪
で
、
地
元
で
は
西
池
、
北
池
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
北
池
は
大
正
―
―
一
年
に
、
西
池

は
昭
和
三
年
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
の
記
念
と
し
て
、
北
池
は
「
墾

田
碑
」
が
須
賀
の
天
満
宮
の
東
に
、
西

池
は
「
開
田
碑
」
が
須
賀
の
弁
天
様
の

そ
ば
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
く
し

て
文
政
の
洪
水
に
よ
り
出
現
し
た
沼
は

百
年
余
り
の
歳
月
を
経
た
昭
和
の
初
期

に
そ
の
姿
を
消
し
、
さ
ら
に
七
十
年
の

歳
月
を
数
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
沼
を
し
の
ぶ
思
い
出
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
記
し
て
み
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
大
膳
堀
」
と
い
う
名
前

を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
須
賀
の
沼
の
水
を
須
賀
か
ら
大

佐
貫
‘
中
谷
、
新
里
、
田
島
方
面
へ
の

灌
漑
用
水
に
利
用
し
た
堀
で
、
こ
の
堀

を
開
い
た
代
官
山
本
大
膳
雅
直
の
名
か

ら
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
す
。

須
賀
の
弁
天
様
に
つ
い
て
は
、
西
池

の
工
事
が
始
ま
っ
た
時
、
人
夫
の
中
で

け
が
を
す
る
者
が
続
出
し
た
の
で
、
こ

れ
は
池
の
神
の
弁
天
様
の
怒
り
に
ふ
れ

開 田 碑

- -/‘ 

須賀の弁天様

た
の
で
あ
ろ
う
と
そ
の
怒
り
を
静
め
、

工
事
の
安
全
を
願
い
祭
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
工
事
は
順
調
に
進
行
、
完
成

し
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
め
い
わ
む
か
し
ば
な
し
」
の

題
材
と
も
な
っ
た
大
輪
の
宝
光
寺
（
江

戸
時
代
洪
水
に
よ
り
流
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
）
の
あ
と
と
い
わ
れ
る
不
動
様

ど
う
も
り
・
・
・
・

の
堂
守
の
と
み
坊
主
と
須
賀
沼
の
主
と

の
話
、
埋
め
立
て
工
事
の
終
り
こ
ろ
、

池
か
ら
捕
れ
た
え
た
い
の
知
れ
な
い
魚
？
、

「
池
っ
端
」
の
屋
号
の
残
る
家
（
田
口
和

晴
氏
宅
）
な
ど
、
若
い
こ
ろ
の
記
憶
を

持
た
れ
る
か
た
が
た
に
と
っ
て
、
西
池

の
あ
っ
た
辺
り
の
移
り
変
わ
り
に
は
感

慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

記

〔
転
出
〕

▽
高
際
靖
浩
（
館
林
消
防
署
出
張

明
和
分
署
職

人
事
異
動

員

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長
川
島
博
行
さ
ん
）
は
、
結
成
2
5

村
に
版
画
寄
附

野
木
村
節
さ
ん

上
江
黒
の
野
木
村
節
さ
ん
（
前
教

育
長
の
故
•
野
木
村
庄
一
さ
ん
の
妻
）

は
3
0
万
円
を
一
般
寄
附
金
と
し
て
3

月
2
8
日
、
村
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
図
書

購
入
等
教
育
文
化
の
向
上
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

4

月

1

日
付
（
敬
称
略
）

村
に
3
0万
円
寄
附

シルクスクリーン版画

周
年
を
記
念
し
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
開
館
1
周
年
に
あ
た
り

4
月
1
9
日
、
村
に
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
版
画
（
小
暮
真
望
作
「
遥
か
な
る

湿
原
」
尾
瀬
ヶ
原
）
を
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。
村
で
は
、
同
館
の
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
、
芸
術
文
化
の
向
上
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所
）
▽
松
本
光
正
（
板
倉
分
署
）
▽
森

徹
（
板
倉
分
署
）
▽
山
本
勝
則
（
邑
楽

分
署
）

〔
転
入
〕

▽
新
井
芳
雄
（
板
倉
分
署
）
▽
坂
上

造
一
一
（
館
林
消
防
署
）
▽
吉
田
博
作

（
館
林
消
防
署
）
▽
増
田
攻
（
板
倉
分

署
）
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l 役場経済課 合(84)3111
通商産業省では、平成 9 年 6 月 1

日現在で商業統計調査（卸売・小売

業）を実施します。

調査結果は、国や都道府県、市区

町村における商業の育成、流通機構

の近代化などの施策を進めるうえで

の重要な基礎資料として多方面で利

用されるだけでなく、個々の商店が

経営指針を作る際にも役立っていま

す。

調査に当たっては、群馬県知事か

ら任命された商業統計調査員が商店

を直接訪問し、調査票を配布して必

要な事項を記入していただき、回収

するという方法で行います。

提出された調査票は、統計法によ

り厳密に秘密が守られ、統計作成の

目的以外には一切使用いたしません

ので、正確な報告にご協力ください。

］役場建設課 合(84)3111 こ
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は、

◇上江黒団地 1 戸

家賃…月額 2 万 3 千円

◇須賀団地 1 戸

家賃…月額 1 万 6 千円

◇新田団地 8 戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

緑化

. ］ふるさと産業文化館合(84)5555
◇日時 7 月 19 日（士） 開場：午後 6

時開演：午後 6 時30分

◇会場 明和村ふるさと産業文化館

◇出演団体東京交響楽団

◇入場料全自由席1,500円（当日券

1,700円）

◇チケット発売開始 5 月 25 日（日）午

前 8 時30分からふるさと産業文化

館窓口で販売します。

◇演奏曲目 シューベルト：イタリ

ア風序曲第 1 番二長調D.590

チャイコフスキー：ヴァイオリン

協奏曲二長調作品35、交響曲第 4

l 県緑化センター 合(88)7188
◇日時 5 月 25 日（日）午前 10時～正午

◇場所群馬県緑化センター（邑楽

町）

◇テーマ垣根のいろいろ

◇講師群馬県造園技能士会会長

渡辺政雄先生

◇募集人員 50人

◇その他 参加費無料、雨天決行

◇申し込み 県緑化センターへ

文化庁移動芸術祭
オーケストラ公演

番へ短調作品36

勤労者生活資金，
貸付のご案内＇

l 役場経済課 穴(84)3111 -
村では、今年度から勤労者のかた

を対象に生活に必要な資金の融資を

行うことになりました。

◇対象者同一事業所に 1 年以上継

続して勤務し、かつ、 1 年以上村

内に居住し、村税を完納している

勤労者

◇資金の使途 本人または同一の生

計を営む家族が必要とする資金で、

医療費、冠婚葬祭費、教育費、耐

久消費財購入費など

◇融資限度額 1 世帯100万円以内

◇申し込み群馬銀行明和支店、館

林信用金庫明和支店、群馬県労働

金庫館林支店のいずれかにお申し

込みください。

※詳しくは、役場経済課商工係また

は申し込み先の金融機関へ

牡館林邑楽歯科医師会

ff(62)5952 

◇日時 6 月 15 日（日） 午前10時～午

後 2 時

◇場所 アゼリアモール（館林アピ

タ 1 階）

◇内容無料相談コーナー、フッ索

塗布、歯型とり・石こう人形作り、

風船など

村の無料法律相談
◇日時＝ 6 月 10 日（火）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受付＝ 6 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳児健診···:::-'=で：：：．．．．•．. :. •.... : : : :.9：臣・．． ‘·.. :. •・．．．．：•. : :5; ：吝．．．．．．．．．．i.．•.．．．．： ：：．：1; 苓．．．．．．．．·•.. :. •. • •• : :: 

◇日時＝ 6 月 12 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年6 月、 11 月、 9年2月生

健康相談
◇日 時＝ 6 月 3 日伏）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
...... :.. •. • ｷ:: :ｷｷ :. • • • •.. :..  ｷ : ::: •... :. ｷ.. .. :: •:· •....... : • :.... 

人権・行政•心配ごと相談
◇日時＝ 6 月 16 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
...... : :•...... •.......... ; •....................::g: ｷ • • ｷ •. • :..........g :.:....... •. :._...... 

交通事故相談
.. ｷ ::: :.`•. ｷ...  ｷ :: : :. • •.. •.. :..  • •:：：勺.. •• : : -ｷ 

◇日時＝ 6 月 19 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 6 月 19 日（木

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
• •.....[ ;.'. •...•. • :... •. ·溶：：：．．．．．• : ｷ....... • •. ｷ. ; :: •...••. •..... 

今月の納税
::ぷ翠：：．.·..・｀ : •.．．．．．こ翁：．：ど．．．．．• ; ・●、．．．．．．宕：：ら：．．’．....•• ; :ｷ... :••：哀忍：：．．．．．：． : •.... ::ｷ:: 

◇固定資産税

◇納期限＝ 6 月 2 日（月）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 5 月 30 日（鉗

(17) 平成 9 年 5 月 10 日（士）



廊援します‘児童手当’

役場福祉課（老人福祉センター内）

合(84)4926

児童手当は、国、県、村と事業主

が費用を持ち合い、児童を養育する

人に児童手当を支給することにより、

家庭生活の安定と、次代を担う児童

の健全な育成および資質の向上を目

的としています。

◇児童手当を受けられる人

児童手当は、 3 歳未満の児童を

養育している人で、 3 歳の誕生月

まで支給されます。

なお、自分の子でなくてもその

児童を監護し、一定の生計関係が

あれば受給できる場合もあります。

ただし、前年の所得が一定額以

上の場合は支給されません。

◇支結額

0 1~ 2 番目の児童…月額5,000円

03 番目以降の児童・・ 1 人月額10,000

円

なお、 2 月、 6 月、 10月にそれ

ぞれ前月までの児童手当が支給さ

れます。

◇申請方法

印かんと振込先を明示のうえ、

役場福祉課へ申請してください。

◇いろいろな届け出

養育する児童が増えた場合（出

生等）、 3 歳未満の児童が少なくな

った場合、特例給付受給者の人で

会社を退職して厚生年金等の資格

がなくなったとき

◇前回だめでも今回該当になるかも

今までに所得制限により非該当

になっていた人で、前年の所得が

減少したり、扶養親族の増加等に

より該当すると思われる場合は、

前記のとおり申請手続きをしてく

ださい。なお、 5 月中に申請手続

きをすると 6 月分より支給となり

ます。

お題は「道」

平成10年の歌会始のお題およ

び詠進歌の詠進要領が決まりま

した。

※詳しくは、役場企画課広報係

合 (84)3111へ

自動車税は 6 月 2 日

までに納めましよう

l 館林財務事務所 合(72)4461 こ
自動車をお持ちの皆さん、自動車

税は、毎年 4 月 1 日現在、陸運支局

に登録されている自動車の所有者に

納めていただく県税です。

お近くの金融機関、郵便局、財務

事務所の窓口で、 6 月 2 日（月）までに

納めてく・ださい。

なお、身体などに障害のあるかた

が所有している自動車については、

その障害の程度により、自動車税が

減免される場合がありますので、館

林財務事務所に相談のうえ、 5 月 26

日（月）までに申請してください。

館林厚生病院

歯科衛生士・保田募集

l 館林厚生病院 合 (72)3140 こ
◇職種人員歯科衛生士・保母……

若干人

◇応募資格 日本国籍のあるかたで

昭和47年 4 月 2 B 以降に生まれた

かた

◇願書締切平成 9 年 5 月末日

◇提出書類履歴書、歯科衛生士・

保母（免許の写し）

◇試験作文・面接試験（試験日は

後日応募者に通知）

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

群馬票調理
試験説明

［館林保健所
合(72)3230

平成 9 年度調理師試験が 8 月に実

施されます。受験を希望されるかた

は、説明会に出席してください。

◇日時 5 月 20 日閲 第 1 回午前10

時 第 2 回午後 2 時（どちらか一

方に出席してください。代理のか

たも可）

◇会場館林保健所大会議室

◇対象調理業務に 2 年以上従事し
た人

◇内容 （ 1）願書用紙配布 (2)調理師

読本・試験問題集販売および講習

会の申し込み（合計10,000円程

度） （3）願書提出における諸注意

など

ふるってこ応募ください
成人式実行委員募集

教育委員会生涯学習課

合(84)4491

村では次のとおり成人式を予定し

ています。つきましては成人者によ

る自主運営を推進するため、成人者

を対象に成人式実行委員を募集して

います。よりよい成人式にするため

ご協力ください。

◇期日 9 月 23 日（秋分の日）

◇会場ふるさと産業文化館

◇該当者昭和52年 4 月 2 日から昭

和53年 4 月 1 日の間に生まれた者

で、本村在住者および明和村出身

者

◇廊募期限 6 月 15 日（日）

◇廊募先 明和村教育委員会（生涯

学習課社会教育係）へ

のりめん

村道等法面への除草薬

散布はやめましょう

［役場建設課 合(84)3111
村では、道路、水路等の法面を保

護するために、法面の維持管理は除

草薬を散布せずに、草刈り等でお願

いします。

道路等法面図（例）

田／家道路急ァ＼ 田
&''%  

河川愛護

モニター

利根川上流工事事務所川俣出張所

合0485(63)1992

建設省では、河川をやさしく見守

ってくださる河川愛護モニターを募

集します。

◇応募資格村内に在住し、利根川

付近に住む20歳以上のかた

◇期間平成 9 年 7 月 1 日～平成10

年 6 月 30 日

◇対象河川利根川

◇謝礼実費程度

◇問い合わせ利根川上流工事事務

所川俣出張所へ

平成 9 年 5 月 10 日（士） (18) 



し尿くみ取り料金が

6月 1 日から改定されます

l 館林衛生施設組合合(72)1624 -
現在のし尿くみ取り料金は、平成

2 年 6 月に定められたものですが、

その後の収集経費の値上がり、およ

び消費税法の改正に伴い、 6 月 1 日

から次のとおり料金を改定すること

になりましたので、ご理解とご協力

をお願いいたします。

◇改定料金 18 リットルにつき 150円

（従前は130円）

◇購入済みの「券」の取り扱い

すでに購入したくみ取り券が 6 月

1 日以降に持ち越された場合は、

改定料金との差額をお支払いくだ

さい。

※し尿くみ取り料金の支払いは、最

寄りの「くみ取り券取扱所」から事

前に購入してお支払いください。

5 月 21 日から 31 日まで

家内労働旬間です

「渡そうもらおう 手から手へ

つなぐ信頼家内労働手帳」

※詳しくは、最寄りの労働基準

監督署または群馬労働基準局賃

金課合027(231)4517ヘ

親子ふれあいウォーク

ラリー参加者募集

l 東京電力（株館林営業所 こ
合 (72)4340

◇日時 6 月 1 日（日） 午前10時～午

後 3 時午前 9 時30分集合

◇場所館林市つつじが岡公園

◇内容 ゲームを楽しみながらのウ

ォークとウルトラクイズ

◇費用 無料（昼食は各自用意）

◇申し込み 電話で東京電力へ

群馬票職員・隈警

察官採用試験

群馬県人事委員会事務局

合027(223)1111

〔上級試験（行政、技術系）〕

◇資格昭和43年 4 月 2 日から昭和

51年 4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期間 5 月 19 日（月）から 30 日（金）

◇願書配布場所館林財務事務所合

(72) 4461 ほか

〔警察官A、婦人警察官A試験〕

◇資格昭和42年 4 月 2 日から昭和

51年 4 月 1 日までに生まれた人

◇受付期間 5 月 12 日（月）から 6 月 13

日倫

◇願書配布場所館林警察署合（75)

0110、明和駐在所ff (84)2200ほか

※詳しくは、群馬県人事委員会事務

局へ

求人説明

事業主の皆様

l ハローワーク館林穴（75)8609. 二
平成10年 3 月新規学校卒業者の採

用を予定している事業主のかたがた

を対象に「求人説明会」を、次のと

おり開催しますのでご出席ください。

◇日時 6 月 9 日（月）午後 1 時30分～

◇会場館林市文化会館

※詳しいことは、ハローワーク館林

求人係へ

「工業統計調査」

ポスター募集

l 県庁統計課 合027(223)1111
◇応募資格特に制限ありません。

◇作品内容製造業を営む事業所が

「工業統計調査」に対する理解を深

め、協力が得られる作品で、未発

表のもの。

◇規格等 日本工業規格A2 版縦長

4 色以内で写真は使用できません。

図案には、「工業統計調査」「通商

産業省」「都道府県」「市区町村」「平

成 9 年12 月 31 日」の文字を必ず入

れ、作品の裏面に住所、氏名、電

話番号等を記人してください。

◇応募期閻 6 月 2 日（月）まで

◇応募先 役場経済課、県庁統計課

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言
千代田 赤文i 人板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 冒
る限..._,

真中医院 川田（耳）医院 増田医院 慶友病院 館林地区と 竹越医院
場り 厚
ムがに 吾口療介、 生

5 月 18 日
合 (72) 1630 合 (72)3314 合 (72) 1387 合 (72)6000 合 (84)3137 病

同じです。
召悶 院

日 r 

まは 合

浜野病院 川村医院 田内医院 岡田医院 館林地区と 館林地区と >; (72) 

5 月 25 日 3 
合 (88)5678 合 (72) 1337 合(72)3855 合 (72)3163 同じです。 同じです。 で l I 

当 胃 9 4 

゜しで ‘--/ 

土井クリニック 川田（耳）医院 大塚医院 最上医院 館林地区と 館林地区と てで が
6 月 1 日 かす 担

合 (72)8841 合 (72)3314 合 (72)0176 合 (74)3763 同じです。 同じです。 ら、 0 当

番
受 し
吾ロ今ク ま
し す

落合医院 小倉医院 神尾医院 新橋病院 井上医院 小西医院 て ゜6 月 8 日
ff(72)3160 合 (72)0606 ff (75) 1288 合 (75)3011 合 (82) 1131 合 (86)2261

< ^ 口だ

医
さ
し‘ 外
゜根岸医院 大神医院 ゆたか医院 川島脳外科 増田医院 館林地区と 科

6 月 15 日
合(72)3262 合 (62)2200 fi'(73)7308 合 (75)5511 合 (82)2255 喜同じです。
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介
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山
下
ふ
て

ふ
き
み
そ

蕗
味
噌
ゃ
共
有
の
過
去
ぬ
く
め
合

む

山
下
富
治

け
い
ち
つ

啓
蟄
や
温
水
プ
ー
ル
の
サ
ウ
ナ
混

高
橋
三
重
子

風
香
る
熟
知
の
文
字
の
便
リ
来
る

こ
ひ
な

膝
の
嬰
が
リ
ス
ム
で
覚
え
雛
の
歌

松
本
夜
詩
夫

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

夜
桜
や
ぼ
ん
ぽ
i
J
て
知
る
街
の
顔

俣、1建掃さん
ぉ•L•えて

' / 

江
原

さ
\) 

山
肌
の
あ
ら
わ
に
迫
る
花
の
窟

と
に
か
く
み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
、
い

い
汗
を
流
し
た
後
の
一
杯
は
、
な
ん

と
も
い
え
ま
せ
ん
。

人
生
8
0
歳
代
を
迎
え
、
い
つ
ま
で

も
健
康
で
明
る
＜
体
力
に
見
合
っ
た

プ
レ
ー
を
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
「
年
を
重
ね
た
だ
け
で
は
人
は
老

い
な
い
、
何
も
し
な
く
な
っ
た
と
き

老
い
て
い
く
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
は
、
皆
様
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ふ

野
沢
芳
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
愛
し
、
そ
し
て

楽
し
む
仲
間
で
平
成
4
年
8
月
に
結

成
さ
れ
た
実
年
の
チ
ー
ム
で
す
。
明

和
村
に
住
ん
で
い
る
人
、
勤
務
し
て

い
る
5
0
歳
以
上
の
男
子
な
ら
、
だ
れ

で
も
歓
迎
で
す
。
現
在
、
登
録
メ
ン

バ
ー
は
2
2
人
で
明
和
村
の
、
ほ
ぼ
全

地
区
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
」
に

加
盟
登
録
し
て
い
ま
す
の
で
、
「
全
日

本
実
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
、

群
馬
県
予
選
会
」
「
邑
楽
郡
実
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
等
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
戦
績
は
そ
れ
な
り
で
す
が
、

春
惹
や
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
濃
く
い
れ

ょ
L
ぎ
も
ち
ま

達
餅
眼
ナ
衷
に
あ
る
利
根
の
景

明
和
徘
句
会

明累Dハつース

代表

文
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教室で小学生が紙飛行機作りに挑戦



懇談会
声を村政に•-:. *.... * 

I 

村政の現況を述べる斎藤村長

9
｛
良
目
屑
＊
“
鰺
t
,
-

村
政
懇
談
会
が
各
地
区
で
開
催
さ
れ
、
総
勢
5
5
2

人
の

ご
参
加
を
い
だ
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

村
長
か
ら
村
政
の
現
況
、
そ
し
て
各
課
か
ら
会
年
度
の
主

な
事
業
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
者
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
・
ご
質
問
を
い
だ
だ
き
ま
し
だ
。
今
回
は
そ
の
様
子
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
村
長
あ
い
さ
つ
と
各
課
説
明
の
重
複
す
る
部
分
や

ご
質
問
の
内
容
が
似
て
い
る
も
の
は
省
略
し
て
あ
り
ま
す
。

村
の
財
政
状
況

自
治
体
が
事
業
展
開
す
る
に
は
借
金

（
起
債
）
を
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
後
か
ら

転
入
し
て
き
た
人
に
も
平
等
に
使
っ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
負
担
も
し
て
も
ら

う
の
が
公
平
で
平
等
だ
か
ら
で
す
。

村
の
今
年
度
末
の
借
金
の
残
高
は
、

約
2
7億
3
0
0
万
円
。
こ
れ
は
県
下

(
7
0

市
町
村
）
で
、
下
か
ら
数
え
て
1
3
番
目
、

ま
た
一
人
当
た
り
の
借
金
で
み
る
と
県

平
均
の
3
3
万
円
に
対
し
て
、
本
村
は
2
4

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
基
金

（
積
立
金
）
も
約
2
8億9
、
0
0
0
万
円

あ
り
健
全
財
政
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
の
借
金
に
つ
い
て
は

交
付
税
措
置
が
あ
り
、
返
済
金
額
の
補

助
も
あ
り
ま
す
。
税
収
面
に
つ
い
て
も
、

昨
年
よ
り
稼
動
し
始
め
た
企
業
も
あ
り

順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
財
政
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

、
。
し

今
か
ら
9
7
年
前
の
明
治
3
3
年
2
月
、

本
村
の
川
俣
地
内
で
最
初
の
公
害
闘
争

と
思
わ
れ
る
大
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
苦

し
む
農
民
が
、
度
重
な
る
鉱
毒
の
大
洪

水
の
被
害
に
耐
え
か
ね
て
、
そ
の
鉱
業

停
止
と
渡
良
瀬
川
の
堤
防
工
事
の
請
願

を
政
府
に
訴
え
る
た
め
、
上
京
す
る
際

に
起
こ
っ
た
農
民
と
そ
れ
を
阻
止
し
よ

う
と
す
る
警
察
官
と
の
衝
突
事
件
で
し

こ
。t
 この

事
件
に
つ
い
て
、
多
く
の
か
た

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
川
俣
事
件
講
演

会
を
平
成
1
0
年
2
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
事
件
を
考
え
、
現
代

川
俣
事
件

空
歴
i
口
回
は
否
丘
廷3
9

の
環
境
問
題
に
対
す
る
住
民
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス
を

4
月
か
ら
廃
止
し
ま
し
て
、
公
共
施
設

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
な
ど
）
送
迎
バ

ス
を
月
曜
日
と
年
末
年
始
を
除
き
、
毎

日
運
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

新
生
産
調
整

新
食
糧
法
が
施
行
さ
れ
て
2
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
米
余
り
の
状
況
の
中
、

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
心
を
痛
め
る
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
県
か

ら
受
け
た
転
作
配
分
面
積
2
1
8
.
6

が
い
の
完
全
実
施
は
、
国
・
県
の
補
助
を

受
け
て
農
業
甚
盤
整
備
事
業
等
を
行
っ

て
い
く
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

転
作
目
標
面
積
の
達
成
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

現
時
点
で
は
ま
だ
事
業
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
区
画
整
理
・
下
水
道
・
道

路
・
公
園
・
緑
地
の
各
種
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
将
来
、
魅
力
あ
る
市
街
地

の
形
成
、
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
、

駅
周
辺
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
・
緑
地
は
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
・
憩
い
の
場
と
し
て
、
安
ら

ぎ
と
潤
い
を
も
た
ら
し
、
一
方
、
災
害

時
に
は
避
難
場
所
に
も
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 都

市
計
画

公
共
施
設
送
迎
バ
ス

少
子
化
の
傾
向
に
よ
り
、
本
村
の
入

園
希
望
者
は
東
保
育
園
1
8
人
、
東
幼
稚

園
1
1
人
と
少
な
く
、
保
護
者
の
ご
理
解

を
い
た
だ
い
て
休
園
し
、
中
央
保
育
園

•
中
央
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
は
西
保
育
園
・
西
幼
稚

園
も
含
め
て
保
育
園
と
幼
稚
園
の
統
廃

合
を
行
い
、
運
営
の
効
率
化
や
共
働
き

夫
婦
の
増
え
る
な
か
延
長
保
育
を
は
じ

め
、
充
実
し
た
幼
児
教
育
を
行
い
、
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
保
育
園
と

東
幼
稚
園
の
休
園

昨
年
は
西
小
学
校
に
導
入
し
ま
し
た

か
、
今
年
も
国
の
補
助
事
業
を
利
用
し

て
東
小
学
校
に
導
入
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
す
で
に
2
人
で
1
台
の
割

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
追

加
し
て
1
人
1
台
の
割
で
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
情
報
化
に

対
応
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業

中
学
2
1
3
年
生
を
対
象
に
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ

ド
ニ
ー
市
近
郊
に
1
0
人
程
度
の
派
遣
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
国
際
化
社
会
に
対

応
し
た
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
事
業

平成 9 年 6 月 10 日伏） (2) 



口
企
画
課

昨
年
は
死
亡
事
故
が
減
っ
て
、
本
村

で
の
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
代
わ
り
に
交
差
点
で
の
物
損

事
故
が
増
え
ま
し
た
。
交
差
点
で
は
、

止
ま
っ
て
確
か
め
る
気
持
ち
で
通
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
4
月
か
ら
消
防
本
部
の

通
信
指
令
室
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
、

地
番
に
よ
る
場
所
の
検
索
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
火
災
等
の
通

報
は
1
1
9
番
で
必
ず
地
番
も
言
っ
て

く
だ
さ
い
。

今
年
度
よ
り
固
定
資
産
税
の
課
税
の

根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
明
細
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
資
産
の
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

利
用
し
、
月
末
に
は
預
金
残
高
の
ご
確

認
も
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
納
涼
祭
は
、
8
月
3
日
⑪
に

実
施
し
ま
す
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
か

た
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
と
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

で
、
村
内
外
の
で
き
ご
と
や
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
。
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は

口
税
務
課

口
総
務
課

火
災
等
の
緊
急
放
送
の
ほ
か
に
、
自
主

番
組
も
制
作
し
て
い
ま
す
の
で
、
3

チ

ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
て
お
聞
き
く
だ
さ

、
。
し

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
医
療

費
の
増
加
に
伴
い
毎
年
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
病
気
の
早
期

発
見
早
期
治
療
を
図
る
た
め
人
間
ド
ッ

ク
の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
助
成

金
は
2
万
円
で
す
。

老
人
保
健
に
つ
い
て
も
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
大
幅
に
増
え
て
い
る
た
め
、

患
者
一
人
当
た
り
の
負
担
金
に
つ
い
て
、

国
で
9
月
に
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す

と
、
将
米
満
額
の
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。今

年
度
は
社
会
福
祉
大
会
を
実
施
し
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
者
の
顕
彰
・

老
人
扶
養
模
範
家
庭
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

的
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
軽
度
の
ボ
ケ

の
か
た
、
歩
く
の
が
思
わ
し
く
な
い
か

た
が
利
用
で
き
ま
す
。
1
日
5
0
0
円

で
昼
食
と
お
や
つ
が
出
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
か
た
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
施
設
が

満
所
に
な
る
ま
で
は
地
元
の
人
が
優
先

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
福
祉
事
務

所
で
の
受
付
順
に
な
り
、
原
則
的
に
古

い
順
で
入
所
と
な
り
ま
す
。

□
福
祉
課

□
住
民
課

口
建
設
課

口
猥
境
保
健
課

ご
み
処
理
は
館
林
市
の
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量

化
の
た
め
ド
ラ
ム
缶
・
簡
易
ブ
ロ
ッ
ク

・
ワ
ン
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
•
生
ご
み
処
理

容
器
の
普
及
推
進
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
い
て
ご
み
の
減
量
化
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
は
今
ま
で
の
紙
の
袋
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
製
の
半
透
明
に
替
え
て
、
値
段

も
1

枚
4
0
円
か
ら
3
5
円
と
少
し
安
く
な

り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
金
属
類

と
同
じ
日
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
、
雨
水
浸
透

桝
設
置
者
に
補
助
し
て
い
ま
す
。
補
助

額
は
、
1
基
2
万
円
で
1
世
帯
4
基
ま

で
で
す
。

口
経
済
課

転
作
配
分
面
積
の
完
全
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。
未
達
成
の
場
合
、
今
後
国

•
県
の
補
助
事
業
の
採
択
が
難
し
く
な

り
、
土
地
改
良
・
道
路
水
路
等
の
整
備

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
部
広
域
水
道
が
9
月
か
ら
一
部
給

水
開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
千
代
田

町
地
内
で
利
根
川
の
水
を
取
水
し
、
ろ

過
さ
れ
た
水
を
南
大
島
浄
水
場
で
い
っ

た
ん
受
け
、
各
家
庭
に
配
る
も
の
で
す
。

受
け
た
水
を
配
る
の
に
配
水
管
網
整

備
事
業
と
し
て
、
災
害
に
強
い
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
の
布
設
整
備
を
し
て
い
ま

す
。ま

た
、

老
朽
化
し
て
き
た
上
江
黒
第

2
水
源
の
高
架
水
槽
を
撤
去
し
、
防
災

上
安
全
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
タ
ン
ク
に
替

え
て
い
き
ま
す
。

4
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
水
道
料
金
も
そ
の
分
引
き
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。

口
都
市
開
発
課

2
月
1
日
お
よ
び
4
月
1
日
発
行
の

広
報
め
い
わ
特
集
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
国
道
1
2
2
号
線
と
市
街
化
区
域

を
囲
む
形
の
4
本
の
都
市
計
画
道
路
が

5
月
2
日
、
村
の
都
市
計
画
審
議
会
で

満
場
一
致
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
県
へ
村

の
意
見
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
村
に
は
公
園
・
緑
地
の
面

積
が
少
な
い
こ
と
や
東
部
地
区
に
公
園

が
な
い
こ
と
か
ら
、
東
部
地
区
へ
の
公

園
・
緑
地
の
計
画
調
査
を
進
め
ま
す
。

口
教
育
委
員
会
（
教
育
長
）

教
育
行
政
の
方
針
と
し
て
、
国
・
県

の
教
育
行
政
、
村
の
伝
統
教
育
を
踏
ま

え
な
が
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
行
政

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
生
涯
学
習
社
会
の
構

築
、
学
校
教
育
の
改
善
充
実
、
社
会
教

育
の
推
進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
文

化
の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
六
つ

の
重
点
施
策
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
今

年
度
よ
り
教
育
委
員
会
内
部
を
機
構
改

革
し
、
学
校
教
育
課
と
生
涯
学
習
課
の

二
つ
の
課
に
分
け
、
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

.̀. -r ----•一

学校給食センター調理室

口
教
育
委
員
会

高
齢
化
・
国
際
化
・
情
報
化
に
対
応

し
た
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
4
月
か
ら
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
、
完
全
給
食
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
、
給

食
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、
幼
稚
園

児
を
含
め
小
・
中
学
生
の
健
康
づ
く
り

を
、
給
食
を
通
じ
て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

口
議
会
事
務
局

議
会
は
6
月
、
9
月
、
1
2
月
、
3
月

の
年
4
回
の
定
例
議
会
と
必
要
に
応
じ

て
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
議
会
だ
よ
り
を
年
4
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
議
会
は
公
開
の
原
則
を
と

っ
て
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
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須賀公民館で開かれた村政懇談会

総
務
課
関
係

問
現
在
、
国
と
地
方
で
5
0
0
兆
円

の
借
金
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

国
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
膨
大
な
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
明
和
村
は
将

来
的
に
見
通
し
は
明
る
い
と
聞
き
ま
し

た
が
、
予
算
に
対
し
て
村
債
は
何
％
ま

で
が
許
容
範
囲
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
財
政
的
指
標
で
あ
り
ま
す
公
債
比

率
で
み
ま
す
と
、
1
5
％
を
超
え
る
と
要

注
意
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
の
平
均
は

1
2
％
で
明
和
村
は6
.
8

％
で
す
。
ま

た
財
政
力
指
数
も
0
.
6

と
い
う
こ
と

で
7
0
市
町
村
中
2
5
番
目
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
借
金
の
状
況
、
財
政
力
指
数
か

ら
見
て
も
健
全
財
政
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
現
在
、
各
都
道
府
県
で
は
情
報
公

開
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
明
和

村
で
も
開
か
れ
た
行
政
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
情
報
公
開
制
度
を
導
入
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

~
゜

、
つ
カ

答
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
触
れ
な
い
範
囲

内
で
、
県
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

公
開
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
止
ま
れ
の
標
識
の
設
置
を
申
請
し

ま
し
た
が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
つ
き
ま

せ
ん
が
ど
う
し
て
で
す
か
。

答
交
通
規
制
の
標
識
は
県
の
公
安
委

員
会
が
調
査
し
設
置
す
る
も
の
な
の
で
、

な
か
な
か
つ
け
て
も
ら
え
な
い
状
況
で

す
が
今
後
も
公
安
委
員
会
、
警
察
に
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

問
防
犯
灯
が
切
れ
た
場
合
は
、
ど
の

よ
う
な
関
係
に
お
願
い
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
。

答
総
務
課
で
業
者
に
依
頼
し
て
交
換

し
て
い
ま
す
が
、
1
灯
だ
け
の
場
合
は

す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

の
で
、
少
し
遅
れ
る
場
合
も
あ
る
か
と

社会体育館南側に設置した防災倉庫

思
い
ま
す
。
な
お
役
場
職
員
で
対
応
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
は
処
置
し
て
い
き

ま
す
。

問
防
災
に
つ
い
て
は
、
村
は
ど
の
程

度
の
用
意
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
食
糧
に
つ
い
て
は
賞
味
期
限
も
あ

る
の
で
一
気
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
3
日
分
の
食
糧
を
備
蓄
し

て
い
き
ま
す
。
水
に
つ
い
て
は
、
南
大

島
の
浄
水
場
に
緊
急
遮
断
弁
を
設
け
て

災
害
時
で
も
1
,
5
0
0
ト
ン
の
飲
料

水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
、
防
災
倉
庫
を
東
部
、
西

部
地
区
に
設
置
す
べ
く
予
算
化
し
て
い

ま
す
。企

画
課
関
係

問
板
倉
町
で
は
オ
フ
ト
ー
ク
の
代
金

が
ず
っ
と
町
負
担
で
、
個
人
負
担
が
な

い
よ
う
で
す
が
、
明
和
村
で
は
3
年
の

期
限
を
過
ぎ
て
1
年
間
だ
け
延
長
と
な

っ
て
い
ま
す
が
板
倉
町
の
よ
う
に
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

答
オ
フ
ト
ー
ク
運
営
委
員
会
で
は
、

引
き
続
き
3
年
間
、
使
用
料
無
料
と
い

う
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
が
、
議
会
か

ら
1
年
だ
け
延
長
し
て
、
そ
の
間
に
オ

フ
ト
ー
ク
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
は

と
い
う
こ
と
で
そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

問
町
制
施
行
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
分
か
り
ま
し
た
が
、
今
後
そ
の
結
果

に
対
し
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
約
6
5
％
の
賛
成
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
議
会
と
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
具
体
的
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。

住
民
課
関
係

問
国
保
・
老
人
保
健
の
医
療
費
の
伸

び
が
著
し
い
よ
う
で
す
が
、
国
保
税
の

増
税
に
つ
な
が
る
の
で
す
か
。

答
今
年
度
に
つ
い
て
は

1

億
l

千
万

円
程
基
金
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
で
す
。

福
祉
課
関
係

問
公
共
施
設
送
迎
バ
ス
が
村
内
を
走

っ
て
い
ま
す
が
、
乗
っ
て
い
る
人
を
ほ

と
ん
ど
見
な
い
の
で
、
無
駄
で
は
な
い

で
す
か
。

答
公
共
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
1
日
当

た
り
の
平
均
利
用
者
が
平
成
6

年
は
1
6

人
、
平
成
7
年
は
2
0
人
、
平
成
8
年
は

2
5
人
と
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
お

年
寄
り
が
新
年
会
、
忘
年
会
な
ど
を
開

く
た
め
に
集
団
で
乗
っ
て
く
れ
て
、
利

用
者
か
ら
大
変
あ
り
が
た
い
と
い
う
声

も
聞
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
福
祉
の
た

め
に
は
無
駄
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
各

種
行
事
の
時
に
は
、
非
常
に
有
効
に
利

用
で
き
る
点
も
あ
り
ま
す
。

問
保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
を
す

る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
い
つ
ご
ろ
に
な

り
ま
す
か
。

答
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
1
0
年
に
建
築
し
、
1
1
年
か
ら
入
園
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
建
設
委
員
会
等
で
検
討

を
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
保
健
課
関
係

問
町
制
施
行
を
す
る
場
合
、
ご
み
処

理
の
施
設
等
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
で

す
か
。

答
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
ど

う
い
う
事
態
が
起
き
て
も
、
そ
れ
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
館
林
市
へ
委
託
す
る
の
が
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

公共施設送迎バスを利用するお年寄り

平成 9 年 6 月 10 日閲 (4) 



問
ご
み
処
理
問
題
は
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。
ま
た
、
バ
ク
テ
リ
ア
を
利
用

し
た
ご
み
処
理
機
が
出
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
村
が
補
助
し
普
及
さ
せ
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
出
て
き
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
値
段
が
高
い
の
で
も
う
少

し
、
格
安
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
高
速
道
路
の
東
側
に
あ
る

1

企
業

が
ご
み
焼
却
場
を
建
設
し
、
活
発
化
し

て
い
ま
す
が
、
排
煙
の
中
に
有
害
物
質

は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

答
煤
塵
、
硫
黄
酸
化
物
、
窒
索
酸
化

物
、
塩
化
水
素
の
濃
度
の
4
項
目
に
つ

い
て
年
2
回
測
定
し
て
い
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
基
準
を
満
た
し
て
お
り
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定

地
に
粗
大
ご
み
を
処
分
し
ま
し
た
が
、

場
所
が
場
所
だ
け
に
、
村
は
環
境
問
題

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答
経
費
の
面
を
考
え
て
、
法
的
に
み

て
問
題
な
い
と
考
え
て
行
っ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
不
注
意
だ
っ
た
と
反
省

し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

経
済
課
関
係

問
毎
年
道
路
わ
き
の
側
溝
の
堀
ざ
ら

い
を
し
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
さ
ら
っ
た

泥
も
雨
が
降
る
と
ま
た
堀
に
流
れ
て
し

ま
う
の
で
、
こ
の
捨
て
場
は
あ
り
ま
す

、
。
カ

邑楽用水路改修工事に伴い整備した村道

答
現
在
は
、
処
分
す
る
場
所
を
用
意

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
土
地
を
村
で

確
保
す
べ
き
か
、
業
者
に
委
託
処
理
し

て
も
ら
う
べ
き
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
邑
楽
用
水
路
わ
き
の
道
路
を
拡
幅

す
る
計
画
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
場
外

等
の
交
通
量
が
増
え
、
危
険
で
は
な
い

で
す
か
。

答
水
路
改
修
の
際
に
拡
幅
し
な
い
と
、

今
後
い
つ
で
き
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
機
会
に
併
せ
て
梅
原
か
ら

千
津
井
の
間
で
拡
幅
す
る
計
画
で
す
。

問
明
和
工
業
団
地
の
東
は
、
道
路
は

狭
い
し
、
土
地
は
不
整
形
で
、
用
水
も

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
状
態
な
の
で
、

将
来
的
に
は
大
輪
東
の
よ
う
な
土
地
改

良
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
地
権
者
の
か
た
が
た
の
意
向
と
皆

さ
ん
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
工
業
団

地
に
す
る
か
土
地
改
良
に
す
る
か
両
面

を
考
え
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

►

第
2

浄
水
場
（
上
江
黒
）

建
設
課
関
係

問
未
舗
装
の
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、

道
路
が
狭
い
か
ら
で
き
な
い
の
か
ど
う

か
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

答
村
の
基
準
を
少
し
ず
つ
緩
和
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た

ん
舗
装
化
す
る
と
そ
の
後
広
が
る
見
通

し
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
か
た
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
道
路
と
畑
の
間
に

U

字
溝
が
埋
け

ら
れ
ま
し
た
が
、
出
入
り
の
時
不
便
な

ふ
た

の
で
、
全
部
蓋
を
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

答
出
入
り
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
蓋

は
設
置
し
ま
す
が
、
ま
だ
素
堀
の
所
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
全
部
蓋
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
水
道
の
水
の
出
が
悪
い
が
ど
う
し

て
で
す
か
。

答
昔
の
簡
易
水
道
の
ま
ま
の
所
が
あ

り
、
管
が
細
く
水
の
出
が
悪
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
幹
線
的
な
も
の
か
ら
で
す
が

徐
々
に
配
水
管
網
の
整
備
を
し
て
い
き

ま
す
。

問
現
在
の
村
全
体
の
水
道
の
供
給
量

に
対
す
る
、
9
月
か
ら
県
よ
り
買
い
入

れ
る
水
道
量
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
で

す
か
。

答

1

日
当
た
り
4
7
0
ト
ン
受
け
入

れ
ま
す
が
、
年
々
増
や
し
て
平
成
2
0
年

に
は
3
,
7
6
2
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
村
全
体
の
使
用
量
に
対
し
、

約
4
3
％
を
利
根
川
の
水
で
供
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

都
市
開
発
課
関
係

問
下
水
道
計
画
に
つ
い
て
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
国
の
方
で
は
平
成

8

年
か
ら
1
2
年

ま
で
の
第
八
次
5
ヶ
年
計
画
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
1
2
年
度
ま
で
に
明

和
村
の
下
水
道
事
業
が
着
手
で
き
る
よ

う
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問
1
2
2
号
線
が
矢
島
地
内
を
通
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
説
明
会
で
は
1
0

年
後
、
1
5
年
後
に
事
業
化
さ
れ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
と
お
り
解
釈
し
て

よ
い
の
で
す
か
。
ま
た
測
量
等
が
早
く

な
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
す
か
。

答
昭
和
橋
に
つ
い
て
は
埼
玉
県
が
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
0
年
に
は
事

業
化
が
で
き
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
村
と
し
て
は
、
そ
の
取
付
道
路
と

し
て
西
小
学
校
の
交
差
点
ま
で
に
つ
い

て
橋
と
一
緒
に
事
業
化
し
て
く
れ
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

\ 
-999・一ｷ 

衛生的な学校給食センターで作ら

れた給食を準備する児童

よ
り
北
の
1
2
2
号
線
は
年
月
が
か
か

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
測
量
等
は
事
業
化

に
な
っ
て
か
ら
な
の
で
か
な
り
先
に
な

り
ま
す
。

教
育
委
員
会
関
係

問
通
学
路
が
改
良
さ
れ
た
ら
ダ
ン
プ

や
大
型
車
が
入
っ
て
き
て
、
児
童
が
危

険
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
と
か
通
学
路
の
標
識
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

答
通
学
路
と
い
う
こ
と
を
表
示
す
る

の
は
村
の
方
で
で
き
ま
す
の
で
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
型

車
進
入
禁
止
の
規
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

県
の
公
安
委
員
会
と
も
相
談
し
て
交
通

安
全
の
配
慮
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

0
|
1
5

7
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

、
。
カ答

日
常
点
検
項
目
を
増
や
し
た
り
、

消
毒
の
徹
底
等
で
衛
生
面
の
管
理
体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

方
式
を
採
用
す
る
な
ど
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。
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た、

ホールでの催しに耳を傾ける満員の観客

本
村
の
産
業
・
文
化
振
興
の
拠
点
と

し
て
昨
年
開
館
し
た
「
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
」
が
、
こ
の
6
月
で
1

周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
は
、
本
村
第

3
次
総
合
計
画
の
テ
ー
マ
の
主
旨
に
添

い
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し

て
平
成
3
年
度
に
策
定
し
た
、
ふ
る
さ

と
の
広
場
整
備
事
業
の
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

村
民
待
望
の
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
研

修
施
設
を
備
え
た
複
合
施
設
、
総
合
文

化
施
設
（
生
涯
学
習
施
設
）
と
し
て
昨

年
6
月
に
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
、
多
数
の
か
た
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

5
月
3
1
日
現
在
で
図
書
館
が
4
1
,

4
5
7
人
、
ホ
ー
ル
・
研
修
施
設
が
2

4
,
5
7
3
人
、
合
わ
せ
て
延
べ
6
6
,

0
3
0
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
村
民
一
人
当
り
換
算
し
ま
す
と
、

約
6
回
ご
利
用
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
蔵
書
数
も
開
館
当

初
は
、
2
2
,
0
0
.
0
冊
で
あ
っ
た
も

の
が
、
今
で
は
、
ビ
デ
オ
や
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
を
含
め
2
9
,
3
0
0
冊
を

数
え
る
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
近
く
に
は
「
海
洋
セ
ン
タ

ー
」
、
多
目
的
利
用
の
「
ふ
る
さ
と
の
広

利 用 犬ーク 況 （平成 9 年 5 月 31 日現在）

利用回数 利用人数 開館日数
累 計 累 計 H.8.6.2開館

ホール 77回 15,933人

研修室 1 135回 6,532人

307 日

研修室 2 87回 2,108人

計 299回 24,573人

雫l
9

g
円
上
i

場
」
、
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
、
「
軽
ス
ポ
ー

ツ
場
」
な
ど
を
有
し
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
は
、
ふ
る
さ
と
公
園
の
中
核
施

設
と
し
て
、
ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
心

の
安
ら
ぎ
、
豊
か
さ
を
感
じ
る
オ
ア
シ

ス
と
し
て
、
文
化
の
発
信
基
地
と
し
て

機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

今
後
一
層
、
村
民
の
皆
様
と
共
に
文

化
の
香
る
ま
ち
、
明
和
に
ふ
さ
わ
し
い

学
習
環
境
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

村
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ

う
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
米
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
開
館
以
来
、
5
月
3
1
日
ま
で

の
利
用
状
況
、
平
成
8
年
度
実
施
事
業

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
8
年
度
実
施
事
業

▽
こ
け
ら
落
と
し
事
業
「
ふ
る
さ
と
歌

謡
シ
ョ
ー
」
竜
鉄
也
外
6
名
に
よ
る
シ

ョ
ー
6
月
2
日
▽
夏
休
み
親
子
映

画
会
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
「
忍
た
ま
乱

太
郎
」
8
月
3
1
日
▽
村
民
文
化
大
学

講
師
内
海
好
江
演
題
「
泣
い
て
、

笑
っ
て
、
女
の
人
生
」
1
0
月
3
日

▽
村
民
文
化
大
学
講
師
高
橋
竹
与

演
題
「
高
橋
竹
与
の
世
界
」
1
1
月
1
3
日

▽
村
民
文
化
大
学
講
師
橋
幸
夫

演
題
「
お
母
さ
ん
は
宇
宙
人
」
1
1
月
2
9

日
▽
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
「
寄
席
芸

能
」
橘
家
円
蔵
、
林
家
木
久
蔵
外
5

名
1
2
月
8
日
▽
ク
リ
ス
マ
ス
企
画 ］一·ーし．｝←，' ^ 

ふるさと産業文化館

◇
使
用
手
続
き

・
使
用
日
の
6
ヵ
月
前
か
ら
7
日
前
ま

で
に
使
用
承
認
申
請
書
を
提
出
す
る
。

◇
開
館
時
間

・
午
前
9
時
1

午
後
1
0
時

◇
休
館
日

•
月
曜
日
、
年
末
年
始
、
臨
時
休
館
日

◇
使
用
料

・
ホ
ー
ル
有
料

・
研
修
室
減
免
規
定
あ
り
（
詳
し
く

は
産
業
文
化
館
窓
口
ま
で
）

催
し
物
渭
醗

◇
文
化
庁
移
動
芸
術
祭
巡
回
公
演
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
公
演
●
7
月
1
9
日
由
午

後
6
時
3
0
分
開
演
●
チ
ケ
ッ
ト
発

売
中
●
全
席
自
由
1
5
0
0
円

発
売
所
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
窓

ロ
（
電
話
で
の
予
約
は
受
付
い
た
し

ま
せ
ん
。
）

◇
村
民
文
化
大
学

1
0
月
3
日
よ
り
3
回
を
予
定

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
は
、
広
報
紙
、
オ

フ
ト
ー
ク
、
屋
外
放
送
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

利
用
案
内

宮
沢
賢
治
・
生
誕

1
0
0
年
記
念
作
品
映
画

「
賢
治
の
ト
ラ
ン
ク
」
1
2
月
2
4
日
▽
宝

く
じ
文
化
公
演
シ
リ
ー
ズ
「
平
成
8
年

度
群
響
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
平

成
9
年
2
月

9
日
▽

N
H
K

公
開
録

画
ふ
る
さ
と
愉
快
亭
「
小
朝
が
参
り

ま
し
た
」
春
風
亭
小
朝
外
5
名
3
月

6
日
▽
親
子
映
画
会
原
作
岸
川

悦
子
「
5
等
に
な
り
た
い
」
3
月
2
0
日

平成 9 年 6 月 10 日閲 (6) 



多くの皆さんが利用している図書館

と
か
く

私
だ
ち
待
望
の
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

し
て
、
早
1

周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
昨
年
7
月
1
7日
の
開
館
以
来

5

月
3
1
日
ま
で
の
開
館
日
数
は2
4
9

日
を
数
え
ま
し
だ
。

そ
し
て
、
中
央
公
民
館
図
書
室
の1

年
間
の
利
用
者
3
,
7
2
5

人
を
、
開

館
3
3日
目
に
し
て
突
破
す
る
こ
と
が
で

き
、
合
日
ま
で
に
約
4
1
,
5
0
0

人

も
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
だ
だ
い
て
い

ま
す
。

図
書
館
と
い
え
ば
、

『
学
生

や
本
好
き
の
人
だ
ち
だ
け
が
利
用
す
る

施
設
』
と
、
固
い
イ
メ
ー
ジ
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
休
日
に
は
家
族
連
れ
で
、

ま
だ
ベ
ビ
—
カ
ー
を
押
し
て
、
時
に
は

あ
孫
さ
ん
の
手
を
引
い
て
、
と
い
う
よ

う
に
幅
広
い
村
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽

に
利
用
で
き
る
施
設
と
な
つ
て
い
ま
す
。

と
う
ぞ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

2
2
,
0
0
0
冊
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
小
さ
な
図
書
館
も
、
1

周
年
を
迎
え

る
今
、
蔵
書
数
（
ビ
デ
オ
を
含
む
）
を

約
2
9
,
3
0
0
冊
に
ま
で
増
や
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
も
約
7
,
0
0
0

冊
の
図
書
（
ビ
デ
オ
を
含
む
）
の
購
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

登
録
者
数

平
成
9
年
5
月
3
1
日
現
在
の
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
登
録
者
は
、
2
,
3
3
9

人
で
す
。
貸
出
冊
数
は
、
視
聴
覚
資
料

（
ビ
デ
オ
）
を
含
め
て
3
2
,
0
3
9
冊

に
の
ほ
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
一
人

当
た
り
約
1
4
冊
利
用
し
た
計
算
に
な
り

蔵
書
数

立
つ
図
書

館

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
っ
て
な
あ
に
？

図
書
館
は
、
貸
し
出
し
や
返
却
だ
け

を
行
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
必
要
と
し
て

い
る
資
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
「
学
校
で
詩
の
勉
強

を
し
た
の
で
、
教
科
書
に
出
て
く
る
作

家
の
本
を
探
し
て
」
と
か
、
「
ハ
ー
ブ
を

栽
培
し
て
み
た
い
の
で
す
が
、
何
か
参

考
に
な
る
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な
ど
、

日
々
の
生
活
の
中
で
の
様
々
な
調
べ
ご

と
の
相
談
に
対
し
て
、
回
答
し
た
り
資

料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

雑
誌
も
登
場

今
年
度
は
1
0
冊
程
で
す
が
、
ク
ロ
ワ

ッ
サ
ン
や
趣
味
の
園
芸
な
ど
、
女
性
向

け
の
雑
誌
を
そ
ろ
え
て
み
ま
し
た
。
貸

し
出
し
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
館

内
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
く
つ

ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

リ
ク
エ
ス
ト
・

予
約
も
で
き
ま
す

こ
ん
な
本
が
読
み
た
い
…
探
し
て
い

る
本
が
図
書
館
に
な
か
っ
た
り
、
新
刊

本
を
読
み
た
い
場
合
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ビ
デ
オ
は
、

貸
し
出
し
中
の
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

利
用
案
内

図書館貸出冊数状況

開館日数 一般書 J1 日し 里土 事戸

249 日 10,596 12,730 

ビデオ 計 1 日平均

8,713 32,039冊 129冊

\—) ~ 日
日1731 

月
月7

5

 

年
年
8

9

 

成
成
平
平

／
ー
＼

役

l

ヵ
月
余
り
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
待
ち
に
待
っ
て
い
る
夏
休
み
。
ふ
だ

ん
は
習
い
事
や
塾
通
い
で
、
読
書
と
疎

遠
の
子
ど
も
た
ち
も
、
4
0
日
の
長
期
休

暇
は
、
本
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

そ
こ
で
図
書
館
で
は
、
今
年
度
の
課

題
図
書
、
群
馬
県
の
す
い
せ
ん
図
書
、

そ
の
他
、
司
書
が
す
す
め
る
ぜ
ひ
読
ん

で
ほ
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
調
べ
学

習
に
つ
い
て
も
、
資
料
を
そ
ろ
え
て
、

子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◇
開
館
時
間

・
午
前
1
0
時
ー
午
後
6
時

◇
休
館
日

•
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
日
や
休
日
の
時

は
そ
の
翌
日
）

・
館
内
整
理
日
（
通
常
は
末
日
）

•
特
別
整
理
期
間
（
春
と
秋
）

◇
貸
し
出
し

•
本
：
·
一
人
3
冊
ま
で
(
1
4
日
以
内
）

・
ビ
デ
オ
…
一
人
2
点
ま
で
(
7
H
以

内
）
計
5
点
ま
で

図
書
館
は
、
本
と
の
出
会
い
、
人
と

の
出
会
い
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
新
し

い
世
界
が
生
ま
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、

心
豊
か
な
暮
ら
し
に

ま
す
。

夏
休
み
に
向
け
て

図書館利用状況（ご：口:：閲悶～）
¥ 累 計 1 日平均 開館日数

図書館利用者数 41,457人 166人

貸 出 人数 15,289人 61人 249 日

図書利用
2,339人

カード登録者数

予
約
す
れ
ば
優
先
的
に
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
他
、
図
書
館
に
対
す

る
要
望
な
ど
も
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ

、
。
し

す
ば
ら
し
い
感
動
を
求
め
て
…
…

『
図
書
館
へ
行
こ
う
I
.
』

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
職
員
一
同
、

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

心
か

(7) 平成 9 年 6 月 10 日（灼



村 長 選 挙

投票日はフ月6日日

みんな忙た畢が

I _I~'-- 1-; i 7

月

6
日
日

午
前
7
時
1

午
後
6
時

表
l

の
「
各
区
域
の
投
票
所
」

で
投
票
（
村
内
7
ヵ
所
）

※
投
票
に
は
、
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
も
し
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
入
場
券
を
な
く
し
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

明
和
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。
（
昭
和
5
2年
7
月
7
日

◇
場
所

◇
日
時
投

票

◇
不
在
者
投
票

印
か
ん

投
票
は
、
投
票
日
に
そ
れ
ぞ
れ
投
票

所
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
投
票

日
に
仕
事
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
投
票

所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間
7
月

1

日
囮
i
7
月
5
日
由

▽
時
間
午
前

8

時
3
0
分
ー
午
後
5
時

▽
場
所
役
場
総
務
課
内

▽
持
参
す
る
も
の
入
場
券
、

◇
病
院
で
不
在
者
投
票

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
病
院

な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
病
院
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
院
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
場
合

7
月
6

日
⑭
は
r

村
長
選
挙
L

の
投
票
日
で
す
。

令
回
の
選
挙
は
、
任
期
満
了

(
7月
2
2日
）
に
伴
う
も
の

で
、
私
だ
ち
に
と
つ
て
最
も
身
近
な
、
村
の
方
向
を
決
め
る

重
要
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
な
だ

の
大
切
な
＿
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
9

年
3

月
3
0
日
以
前
に
転
入
届
を
出
し
、
引
き

続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
人
）

各区域の投票所（表 1) 選挙人名簿登録者数（平成8.10.7現在）

第 第 第 第 第 第 第

[ 7 6 5 4 3 2 1 , 醤筐 , < 百巳 , 且百
入 儡 ヽ [ 覧 上 斗
ケ 江 嘉谷

贋
の

農
里..、ヽ 投

羹 鳳 の

] 非 ] 晶の

贋 票

貫裔 晶 黒

の 江 の

塁 ロ 晶 区
の

悶瓜 域の

晶
大 明

<; 
明 下

佐
和 和

江西 東 投

貫 小 小 里"、
学 学 票

東 校 校 集

体
セ 体 所光 ン 荷

コf 夕 育

寺 館 設 I 館 所

地区名
有権者数

男 女 計

斗合 田 147 151 298 

下 江黒 133 124 257 

上江黒 193 205 398 

千津井 244 249 493 

江 口 228 251 479 

田 島 227 220 447 

南大 島 442 478 920 

新 里 582 584 1,166 

中 クロ 461 425 886 

梅 原 368 367 735 

JI I 俣 147 158 305 

須 智—`‘ 196 207 403 

大 輪 353 359 712 

入 ケ 父ロ 50 48 98 

矢 島 261 265 526 

大佐貰 339 244 583 

合計 4,371 4,335 8,706 

◇
郵
便
で
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

郵
便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
会

（
開
票
）

選
挙
会
（
開
票
）
は
、
7
月
6
H

⑪

午
後
7
時
か
ら
役
場
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

6

闘
3
1
1
1

へ
歪
問
い
合
わ
せ
＄
に
さ
い
。

平成 9 年 6 月 10 日伏） (8) 



村指定のこ｀み袋

村
内
の
ご
み
は
、
館
林
市
に
焼
却
処

理
を
委
託
し
て
処
分
し
て
お
り
ま
す
が
、

館
林
市
で
は
、
平
成
9

年
度
、
1
0年
度

に
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
的
改
良
工
事

を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、

7

月

か
ら

1
0月
ま
で
の

4

が
月
間
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常
は
2
つ
の

炉
で
1
6時
間
運
転
を
し
て
い
ま
す
が
、

工
事
期
間
中
は
、
1

つ
の
炉
で
2
4
時
間

運
転
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
処

理
し
き
れ
な
い
ご
み
が
大
量
に
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
館
林
市

か
ら
村
に
対
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
、
よ
り
一
層
努
力
す
る
よ
う
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
次

の
こ
と
を
実
践
さ
れ
、
減
量
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

村
全
体
と
し
て
み
ま
す
と
、
不
燃
物
の

混
入
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
缶
・
ビ
ン

等
は
、
毎
月
行
っ
て
い
る
危
険
物
収
集

時
に
出
し
て
、
可
燃
物
収
集
時
に
は
絶

対
に
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

分
別
排
出
の
徹
底

生
こ
み
の
自
家
処
理

村
で
は
、
生
ご
み
処
理
槽

•
E
M
菌

利
用
の
生
ご
み
処
理
容
器
・
簡
易
焼
却

炉
に
つ
い
て
、
半
額
負
担
を
し
て
斡
旋

普
及
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
家

庭
で
の
自
家
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ

、
。

し

買
物
袋
（
カ
コ
）
を

持
参
し
て
お
つ
か
い

買
物
袋
（
カ
ゴ
）
を
持
っ
て
出
か
け

る
こ
と
に
よ
り
、
過
剰
な
包
装
紙
や
レ

ジ
袋
等
の
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
み
と
な
る
物
は
、
家
庭
に
持

ち
込
ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

台
所
か
ら
出
る
こ
み
の

水
切
り
を
よ
く
す
る

夏
場
は
、
特
に
生
ご
み
の
水
分
が
多

く
な
る
時
季
で
す
。
水
を
多
く
含
ん
だ

ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
と

焼
却
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
よ

く
水
を
切
っ
て
か
ら
袋
に
詰
め
て
く
だ

さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
の
減
量
に

県
の
都
市
計
画
地
方
審
議
会

都
市
計
画
決
定
告
示

村
の
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
道
路
原
案
を
可
決

村
都
市
計
画
審
議
会

本
年
の
2

月
よ
り
地
元
説
明
会
に

入
っ
た
、
明
和
村
の
都
市
計
画
道
路

が
4

月
の
縦
覧
手
続
き
を
終
了
し
、

5

月
2

日
に
行
わ
れ
た
都
市
計
画
審

議
会
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
都
市
計
画
道
路
の

計
画
の
妥
当
性
、
ま
た
縦
覧
で
提
出

さ
れ
た
「
知
事
あ
て
意
見
書
」
(
4件

7
名
）
の
内
容
・
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
、
審
議
か
行
わ
れ
計
画
案
は
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
、
村
長
あ
て
答
申

書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
都
市
計
画
道
路
は
、
知
事

が
決
め
る
案
件
の
た
め
、
今
後
は
次

の
流
れ
の
と
お
り
事
務
処
理
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

(9) 平成 9 年 6 月 10 日（灼
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式辞を述べる斎藤村長

明
和
村
上
水
道
南
大
島
浄
水
場
の
竣

工
式
が
五
月
八
日
、
村
内
外
の
関
係
者

七
十
人
ほ
ど
を
迎
え
、
同
浄
水
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
館
林
地
域
保
健
所
長
を
は

じ
め
村
か
ら
村
長
、
村
議
会
議
長
、
議

員
、
区
長
、
土
地
提
供
者
、
施
工
業
者

な
ど
が
出
席
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

斎
藤
村
長
は
式
辞
で
「
今
後
と
も
住

み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
安
定
供

給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
期
的
展
望

に
立
っ
た
整
備
計
画
を
策
定
し
、
鋭
意

施
設
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
設
計
・
施
工
業
者

や
土
地
提
供
者
な
ど
ご
尽
カ
・
ご
協
力

い
た
だ
い
た
か
た
が
た
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

ビ
·
1
,
7
,
1
'
7
,
1

J

'
1

J

'
4
_
J

'
1

J

`
1

J

`
1
4
,
1

J

'
1

J

`
,
1

J

1
4

、

1
4
E
.

一一

・
村
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
者

.. r'
L
'

卜
，
し
＇

r

し
＇

r
L
‘
r

し
r
r
L
r
r
'
r
r
4

（
敬
称
略
）

▽
浦
野
慎
▽
小
野
順
市
▽
本
澤
春

雄
▽
石
井
痔
夫
▽
本
澤
長
治
▽
本
澤
竹

次
郎
▽
増
尾
恥
哉
▽
小
野
知
宥
▽
蓮
見

む
つ
子
▽
野
村
マ
ツ
▽
石
井
清
▽
石

井
仁
市
▽
帆
足
ト
ミ
子
▽
矢
澤
カ
ン
▽

栗
原
牛
一
▽
関
口
忠
▽
須
永
康
博

◎
地
権
者

名
称
明
和
村
上
水
道
南
大
島
浄
水
場

所
在
地
南
大
島
6
2
0
|
,
1

南
大
島
浄
水
場
の
完
成
に
よ
り
、
本

村
で
は
五
番
目
の
浄
水
場
と
な
り
、
五

月
八
日
か
ら
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
浄
水
場
は
、
現
在
地
下
水
を
水
源
と

し
て
い
ま
す
が
、
県
が
千
代
田
町
に
建

設
し
て
い
る
東
部
広
域
水
道
が
稼
働
す

る
今
年
九
月
か
ら
は
、
同
水
道
か
ら
供

給
を
受
け
た
利
根
川
表
流
水
も
併
せ
て

給
水
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
概
要

5
月
B
日
か
ら

給
水
開
始

南
大
島
浄
水
場
が
完
成

◎
設
計
者
・
工
事
関
係
者

▽
昧
協
和
設
計
事
務
所
▽
荒
井
建
設

昧
▽
神
鋼
パ
ン
テ
ッ
ク
昧
▽
椋
安
部
エ

業
所
▽
水
道
機
工
椋
▽
横
河
電
機
掬
▽

ク
シ
ダ
工
業
昧

上
水
の
安
定
供
給
を
目
指
し
て

竣起総送
事水

工工業方
費式

施
設
能
力

主
要
設
備

敷
地
面
積

構
築
物

4
,
6
4
9

而

急
速
ろ
過
池
（
R
C

造
り

解
放
型
3

池
式
）

P
C

配
水
池
、
管
理
棟

塩
索
反
応
池
設
備
、
急
速

ろ
過
池
設
備
、
動
力
制
御

設
備
、
薬
品
注
入
設
備
、

電
気
計
装
設
備

ろ
過
器

2
7
5
0
m

／
日

P
C

配
水
池

V
I
I
1
5
0
0
m
 

ポ
ン
プ
圧
送
方
式

7
億
5
,
7
6
6
万
8

千
円

平
成
6
年
1
1
月1
7日

平
成
9
年
3

月

1
4日

式終了後、施設を見学する出席者

「
豊
か
さ
と
生
き
が
い
を
感
じ
、

誇
り
と
愛
着
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
第
四
次
明
和
村

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
南
大
島
浄
水

場
の
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
め
い
で
た
＜
竣
工
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
と

と
も
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
上
水
道
は
昭
和
三

十
六
年
に
広
域
簡
易
水
道
と
し
て
給

水
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
以
降
人

口
の
増
加
や
生
活
様
式
の
多
様
化
に

よ
り
増
加
す
る
給
水
量
に
対
応
す
る

明
和
村
長
斎
藤

竣
工
に
あ
だ
り

憲

た
め
、
順
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
水

の
安
定
供
給
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
な
お
今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
平
成
六
年
度
か
ら
三

ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て
、
第
四
次
拡

張
事
業
に
よ
る
南
大
島
浄
水
場
を
建

設
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
浄
水

場
は
地
下
水
を
水
源
と
す
る
施
設
と

県
が
建
設
し
た
東
部
広
域
水
道
の
受

水
施
設
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ

浄
水
場
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
適
正
な
る
水
需
用
の
把
握

に
努
め
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
当
施
設
の
建
設
に
あ
た
り
、

温
か
い
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平成 9 年 6 月 10 日伏） (I 0) 



農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ
明
和
村
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
は
、
7
月
1
9
日
告
示
、

7
月
2
4
日
投
票
で
す
。
立
候
補
届
出
の

受
理
は
7
月
1
9
日
（
午
前
8
時
3
0
分
か

ら
午
後
5
時
ま
で
）
、
村
選
挙
管
理
委
員

会
（
役
場
内
）
で
行
い
ま
す
。

本
村
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
の
定
数
は
1
5
人
で
す
。
な
お
、
農

業
委
員
の
選
挙
は
、
通
常
の
選
挙
と
違

っ
て
農
業
に
関
す
る
一
定
の
要
件
を
満

た
す
人
（
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

7
月
1
9日
告
示

委
員
選
挙簿

に
登
載
さ
れ
た
人
）
の
み
が
選
挙
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
立
候
補
予
定
者
等
の
打
合
せ
会
を
7

月
8
日
閲
午
後
1

時
3
0
分
か
ら
役
場
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

農
業
委
員
選
挙
の
有
権
者
数
は
、
平

成
9
年
3
月
3
1
日
現
在
で
2
,
6
4
1

人
（
男
1
,
4
2
9
人
・
女
1
,
2
1

2
人
）

※
詳
し
く
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

6

闘
3
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

•
7
月
2
4日
投
票

農
業

農休日は 7 月 4·5·6 日です

今年の農休日は、 7 月 4 日~. 5 日（士）． 6 日（日）です。

また、農作業標準労賃は次のとおりです。この料金は、

ほ場条件、地域間でそれぞれ格差があると思いますので、

標準として利用してください。

詳しくは、農業委員会（役場内）合(84) 3 1 1 1 へお問

い合わせください。

合年の 「農作業標準労賃」

平成 10 年度採用

村職員募集

役場では、平成10年度採用の職員募集を次

のとおり予定しています。

◇採用人員若干名

◇職種一般事務職員および土木事務専門職

員

◇一次試験県町村会が行う統一試験

◇試験日 9 月 21 日（日）

◇試験場所 県立前橋女子高等学校（前橋市

紅雲町 2-19-1)

◇問い合わせ役場総務課合(84) 3 1 1 1 

※詳しいことは、 7 月号の広報紙でお知らせし

ます。

区分 作業種 目 単 位 標準額
育 苗 1 箱 700円（種子代含む）

耕 起 10アール当り 6,000 （トラクター）

水 代 力‘ き

” 6,500 （トラクター）

機 械 II 20,000 
田植え

（苗持ち）

稲 機 械
（苗別） ” 8,000 

)(lj （りコンパイン取) り

” 18,000 
作

脱 殺 ” 12,000 

業 セ（刈 l) 取り・脱殺ッ・乾燥・モミすり）ト ” 30,000 

乾燥・調整のみ 1 俵当り (60kg) 1,600 

調整のみ（モミすり） ” 700 

耕 起 10アール当り 7,000 （トラクター）

麦 施肥（耕播起・種肥料（・種ド子代リはル別） 播） ” 4,500 

作 覆 土

” 2,800 （トラクター）

業
メJj （りコンパイ取ン） り

” 15,000 

セ （刈り取 I) かツら乾燥 調整）
卜

" 26,000 

足ヵ 農 繁 期 巫ヵ 賃 1 日当り
男 8,000
女 7,000

賃
農繁期以外の労賃 6,000 ” 

夏の県民交通安全運動

レティース交通安全週閻

◇スローガン：

◇期

「あなたが主役．／交通安全」

間： 7月 10 日（木）～ 16 日（水）

◇運動の重点

0うっかり、ぼんやり運転の防止

0若者の交通事故防止

0シートベルト着用の徹底

／谷主役！

和べさ：ぶぶ：やぶ
l マナーアップぐんま l

今
年
も
8
月
3

日
⑪
、
午
後
3

時

か
ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
納
涼
祭
を

行
い
ま
す
。

み
こ
し
と
ぎ
ょ

例
年
行
っ
て
い
る
お
神
輿
渡
御
、

郷
土
芸
能
な
ど
の
ほ
か
、
毎
年
恒
例

の
花
火
の
打
ち
上
げ
や
チ
ビ
ッ
コ
広

場
を
設
け
て
参
加
型
ゲ
ー
ム
、
金
魚

す
く
い
な
ど
多
数
催
し
物
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
．

夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

B

月

納

涼

祭

3

日
日

(11) 平成 9 年 6 月 10 日伏）



特集
第5回 私たちの下 9k 遍

•• 下宣攣の雷攣 •• 

下水道法上の下水道 類似施設：建築基準法上のし尿浄化槽

道ゾ
一下

道

7共

水

公
道

下共
全

k

公

7

呆
下
,1 

）
境
共環
公

の

定
定

義（
特
特

狭

□
し

道
道

r‘r 
L

-

7

7

 

下
下
共
域
公
流

ー農村漁村集落排水施設

ーコミュニティプラント

〔地域し尿処理施設〕

（農林水産省）

（厚生省）

都市下水路

ー単独コミュニティプラント

〔集合式合併浄化槽〕

一家庭用戸別合併処理浄化槽（一部に厚生省）

一般に下水道と呼ばれ、同様な「はたらき」をしている処理施設には上記のようなものがあります。

基本となる下水道法で位置づけられているものは、左側の 3 種類であり、類似種類として建築基準法上で扱われる「し

尿浄化槽等」の施設は右側に掲げたものがあります。

現在、広い意味での下水道整備の主流は公共下水道であり、近年急増したものが農業集落排水事業等があります。

戸別合併処理浄化槽については、公共下水等の集合処理が未決定あるいは適さない地区で実施されます。

区 分 公共（流域）下水道 農村漁村集落排水施設 合併処理浄化槽

所 竿巳 建 設 省 農林水産省 厚 生 省

都市の健全な発達及び公 農業菓落における用排水 下水道未整備地域におけ

衆衛生の向上に寄与し、 の水質保全、農村生活環 る雑排水による公共用水

事業の目的 併せて公共用水域の水質 境の改善を図り、併せて 域の汚濁等の生活環境の

の保全に資する。 公共用水域の水質保全に 改善を図る。

資する。

設置主体 地方公共団体 地方公共団体土地改良区 個 人 等

主として市街地を形成し 「農業振興地域の整備に関 下水道法の認可区域およ

対象地域 ている地域 する法律」に基づく農業 び農村漁村集落排水事業

振興地域 区域以外の区域

対象人口 特になし
原則として概ね1,000人程

度に相当する規模

役
場
都
市
開
発
課

6
闘
3
1
1
1

内
線
3
5
4

※
次
回
は
、
「
下
水
道
の
財
源
」
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道

個
々
の
市
町
村
内
の
下
水
を
排
除
し

処
理
す
る
も
の
で
、
自
ら
処
理
場
を
設

置
管
理
す
る
も
の
を
単
独
公
共
下
水
道

と
い
い
、
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
も

の
を
流
域
関
連
公
共
下
水
道
と
い
い
ま

す
。（

明
和
村
の
場
合
単
独
公
共
下
水
道
）

◆
流
域
下
水
道

二
つ
以
上
の
市
町
村
に
ま
た
か
る
下

水
を
広
域
的
に
処
理
す
る
も
の
で
、
幹

線
管
渠
・
終
末
処
理
場
の
事
業
お
よ
び

管
理
は
都
道
府
県
が
行
い
ま
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
施
設

農
家
集
落
等
に
お
け
る
生
活
環
境
を

改
善
す
る
た
め
に
実
施
す
る
排
水
処
理

施
設
で
、
原
則
と
し
て
計
画
人
口
千
人

以
下
の
小
規
模
集
落
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽

下
水
道
等
の
集
合
処
理
に
よ
る
整
備

が
不
経
済
と
な
る
地
域
や
当
面
整
備
が

見
込
ま
れ
な
い
地
域
に
お
い
て
、
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
は
、
浸
水
の
防
除
•
生
活
環

境
の
改
善
・
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

を
目
的
と
し
、
面
的
に
整
備
す
る
碁
盤

的
な
公
共
施
設
で
す
。
一
方
、
農
業
集

落
排
水
施
設
・
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

生
活
環
境
の
改
善
を
主
た
る
目
的
と
し

下
水
道
と
役
割
•
特
徴
が
異
な
り
ま
す
。

平成 9 年 6 月 10 E:1（灼 (12) 



月

9
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

な
ど
約
2
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

3
4
人
の
出
演
者
は
、
マ
イ
ク
を
片
手
に
元
気
い
っ
ぱ

い
熱
唱
し
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
優
勝

1
1

藤
野
松
代
（
川
俣
）

◎
準
優
勝
1
1

折
原
昭
三
郎
（
大
佐
貫
）

◎
第
3

位
1
1

恩
田
悦
明
（
梅
原
）

◎
優
秀
賞
1
1

▽
吉
永
廣
次
（
梅
原
）
▽
遠
藤
正
美
（
梅

原
）
▽
中
島
フ
ミ
子
（
大
佐
貫
）

◎
特
別
賞
1
1

▽
川
崎
六
太
郎
（
上
江
黒
）
▽
奈
良
一
男

（
田
島
）
▽
矢
島
優
一
（
田
島
）
▽
坂
上
ケ
イ
ノ
（
中
谷
）

▽
多
田
啓
三
郎
（
上
江
黒
）
▽
今
成
幸
一
（
江
口
）

一一
折
原
昭
三
郎
さ
ん

一
勝
-
「
北
の
大
地
」

一
優
＿
準

一9

食
｀
＇
i

一
ー
；
ー
｀
t

？
＿
：
ゞ
ク

-

1

 一
勝
一
f
.
;
、

一
藤
野
松
代
さ
ん
＾
双
ー
、
〗
．

一
で
し
わ
る
洒
岬

一
会
0

位

一
大
熱
恩
田
悦
明
さ
ん

一
ヶ
が
名
鼻
「
瞼
の
田
」

一
オ
人

-
1
'、

シ
で
1
3

一
ラ
3
4

i
窒

一―
ヵ
l
I

一

もらのわr立J
身近な情報をお寄せください。

掲載写真は差し上げます。

役場企画課合84-3111

「―...—憂一憂一0

i 街中が花いっぱいに

l 虐街五雙〉村；灯言゜大：享贋危
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がん克服のカギは

定期検診と生活改善．I
40歳（女性の子宮がん・乳がんは30歳）になつだら

年 1 回は、検診を受けましよう。

子宮・乳・甲状腺がん検診日程

期日

受付

^iEl 工蕊

料金

7月2 日（水）

7月4 日（命

7月 9 日（水）

7月17 日（木）

7月22 日（火）

午後 1 時～2時

保健センター

子宮がん検診 400円

乳がん、甲状腺がん検診

100円

※歯の健康についてのミニ講話、歯科相

談（希望者）も合わせて行います。

①バランスのとれた栄養を

取る誓／：員［
④お酒はほどほ、に
咲し言デ

胃が ん 検診 日 程

期日・会場

8月6 日（水）西小学校

8月7日（木）保健センター

8月11 日（月）保健センター

8月12日（火凍小学校

受付

料金

午前6時30分～9時

500円

が
ん
が
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
の

座
を
占
め
た
の
は
一
九
八
一
年
。
ほ
と

ん
ど
の
が
ん
は
、
そ
の
後
も
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
た
ず
ら
に
が

ん
を
こ
わ
が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

が
ん
の
治
療
法
は
日
進
月
歩
。
最
近
で

は
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
な

ど
は
、
い
ず
れ
も
早
期
に
発
見
し
て
治

療
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
全
に
治
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
問
題
は
、
い
か
に
し

て
早
期
に
が
ん
を
見
つ
け
る
か
と
い
う

こ
と
。
そ
の
意
味
で
も
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
禁

煙
と
食
生
活
の
改
善
で
、
が
ん
の
か
な

り
の
部
分
が
予
防
で
き
る
こ
と
も
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
ふ
だ
ん

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
が
ん
の
原
因

を
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
、
7

月
に
子
宮
が
ん
検
診
．

乳
が
ん
・
甲
状
腺
が
ん
検
診
を
、
8

月

に
胃
が
ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
か
た
で
ま
だ
申
し
込
み
の
済

ん
で
い
な
い
か
た
は
、

6

月
中
に
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

• 

⑥食べものから適量のビタ

ミンと繊維質を取る

⑦塩辛いものは少なめに、

あまり熱いものはさまし

てから

⑨かびの生えたものに注意

⑲日光に当たりすぎない

ど芦三

②毎日、変化のある食生活

を

③食べすぎを避け、脂肪は

ひかえめに

⑤タバコは吸わないように

こ疇］
⑧焦げた部分は避ける

` ⑪適度にスポーツをする

霞ク

⑫からだを清潔に

が
ん
予
防

1
2
か
条

乳がんは、自己検診で発見できることもあります．I
．．｀祇·

:ｷ:. :,、

ア□ ぃ□□,,~
①鏡の前で両腕を下げたまま乳

房の形、表面のくぽみやひきつ

れ、乳頭のただれなどを調べる。

両腕を上げて同じように目で調

べる。

②肩の下に折ったタオルなどを

入れて乳房を平たくし、揃えた

3 ~ 4 本の指の腹でしこりなど

がないか調べる。

= 

③指でさわる範囲は乳房の突出

している部分だけではないので

注意。わきの下も忘れずに。

平成 9 年 6 月 1OH （灼 (14) 



薬
師
如
来
と
は
正
し
く
は
薬
師
瑠
璃

光
如
来
と
い
う
そ
う
で
す
。
災
難
や
苦

難
を
除
き
、
人
間
の
欲
望
で
あ
る
現
世

利
益
的
な
十
二
の
大
願
を
立
て
て
成
就

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
眼
病
に

は
御
利
益
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
皇
族
や

貴
族
か
ら
一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
幅
広

く
根
強
い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

本
村
に
も
い
く
つ
か
の
薬
師
堂
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
田
島
の
薬
師
様

の
今
昔
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

毎
月
七
日
の
午
後
（
以
前
は
夜
）
、

薬
師
堂
に
集
ま
っ
て
心
経
を
上
げ
て
お

り
ま
す
。
一
度
も
休
む
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
薬
師
講
の
中
か
ら
二
軒
一
組
と

し
少
々
の
茶
菓
子
を
用
意
し
て
当
番
を

務
め
ま
す
。
念
仏
会
は
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
正
座
し
、
リ
ー
ダ
ー
が
膝
の
前
の

No.22 

[ 薬師様とお祭 ー】

鉦
を
軽
く
た
た
き
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
と

り
ま
す
。
「
般
若
心
経
」
を
唱
え
ま
す

が
、
か
な
り
正
確
な
も
の
と
住
職
さ
ん

が
評
価
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

薬
師
講
の
加
入
者
は
戸
数
に
し
て
六

十
数
戸
、
念
仏
会
の
人
は
十
四
、
五
名

で
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。

例
大
祭
は
四
月
七
、
八
日
で
村
中
挙

げ
て
春
祭
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
で
は
七
日
に
最
も
近
い
土
、
ひ
と
か
さ

日
曜
日
に
行
い
ま
す
。
御
供
物
は
一
重

ね
の
も
ち
を
上
げ
ま
す
。
翌
日
世
話
人

が
程
良
く
切
っ
て
護
符
と
し
て
毎
戸
に

分
け
ま
す
。
ま
た
当
番
が
二
倍
の
四
人

に
な
り
、
各
々
大
き
な
ダ
ン
ゴ
を
一
重

箱
ず
つ
山
盛
り
一
杯
に
し
て
上
げ
ま

す
。
こ
れ
が
「
心
経
ダ
ン
ゴ
」
で
す
。

こ
の
ダ
ン
ゴ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
前
は
講
中
の
人
が
各
家
庭
で
お
供

田島の薬師様

つ

え
も
ち
を
掲
き
供
え
た
も
の
で
し
た
。

ひ
な
壇
に
似
た
棚
に
赤
い
布
を
敷
き
数

十
皿
も
の
お
供
え
が
並
べ
ら
れ
、
部
屋

の
ほ
と
ん
ど
が
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
程

で
、
大
変
豪
華
な
も
の
で
し
た
。

次
に
催
し
物
で
す
が
、
四
月
七
日
以

外
の
月
で
も
古
く
は
祭
文
・
浪
花
節
・

奇
術
・
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
等
、
そ
の
時
々
に

応
じ
て
芸
人
を
頼
ん
だ
よ
う
で
す
。
当

時
と
し
て
は
大
変
な
賑
わ
い
で
毎
月

二
、
三
軒
の
出
店
が
い
つ
も
並
ん
で
お

り
ま
し
た
。

ま
た
三
十
三
年
に
一
度
薬
師
堂
の
御

開
帳
が
行
わ
れ
、
普
段
で
は
拝
見
で
き

な
い
薬
師
様
を
公
開
し
ま
す
。
中
で
も

印
象
に
残
る
の
が
昭
和
三
年
の
時
で
し

ょ
う
。
こ
の
時
は
三
ヵ
所
ば
か
り
作
り

物
が
で
き
、
境
内
に
は
記
念
に
奉
納
し

た
門
柱
や
石
灯
籠
等
々
が
今
も
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。

薬
師
講
は
い
つ
頃
発
足

し
た
の
か
、
お
そ
ら
く
江

戸
時
代
で
は
な
い
か
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
が
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
師

講
も
念
仏
会
も
太
平
洋
戦

争
の
た
め
中
断
し
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
三
十
五
年

の
御
開
帳
を
前
に
熱
意
あ

る
か
た
が
た
に
よ
っ
て
再

び
復
活
し
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
薬
師
堂
の
瓦

の
紋
章
は
菊
の
紋
章
で

す
。（

文
化
財
保
護
調
査
委
員

已
）

—-—-n 

①
食
中
雲
菌
を
つ
け
な
い

食
中
雲
は
家
庭
で
も

発
生
し
て
い
ま
す
”
~

食
品
衛
生
推
進
員

家
庭
て
て
き
る
食
中
壽
予
防

皆
さ
ん
は
、
食
中
毒
と
い
う
と
飲

食
店
や
旅
館
な
ど
の
食
事
が
原
因
と

考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
と
こ
ろ
が
、

全
国
で
発
生
し
て
い
る
食
中
毒
の
う

ち
、
家
庭
の
食
事
を
原
因
と
す
る
食

中
毒
が
全
体
の
約
2
0
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

食
中
毒
に
は
、
「
0
|
1
5
7

」
や

「
サ
ル
モ
ネ
ラ
」
な
ど
の
細
菌
に
よ
る

食
中
毒
、
「
洗
剤
」
な
ど
が
誤
っ
て
食

品
に
混
入
し
起
こ
る
化
学
性
食
中
毒
、

「
毒
き
の
こ
」
に
よ
る
自
然
毒
食
中
毒

な
ど
が
あ
り
、
特
に
多
い
の
が

0
|

1
5
7

に
代
表
さ
れ
る
細
菌
に
よ
る

食
中
毒
で
す
。

細
菌
が
も
し
ま
な
板
な
ど
に
付
い

て
い
た
と
し
て
も
、
目
に
は
見
え
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
食
中
毒
の
予

防
法
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

族
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
す
ぐ
家
庭
で
の
食
事

作
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

゜

、
つ

食
中
畠
予
防
法

＠
食
中
君
菌
を
増
や
さ
な
い

・
早
め
に
食
べ
る
（
作
り
置
き
は
厳

禁
）

．
冷
蔵
1
0℃
以
下
・
冷
凍
マ
イ
ナ
ス

1
5℃
以
下

®
食
中
雲
菌
を
殺
す

・
中
心
ま
で
よ
く
加
熱
す
る

で
1

分
以
上
）

・
殺
菌
（
薬
剤
・
煮
沸
・
熱
湯
で
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
地
域
保
健

所
6
⑰
3
2
3
0

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

群
馬
県
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た

食
品
衛
生
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、

食
品
衛
生
推
進
員
を
知
事
が
委
嘱
し

て
い
ま
す
。
本
村
で
は
中
谷
の
島
田

高
男
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。 (

7
5
℃
 

・
食
品
や
器
具
類
を
良
く
洗
う

・
食
品
を
包
む ｀

簡
り
．
ぶ
心
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◇
期
日

7

月
2
0
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
7
月
9
日
困
ま
で
、
社

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
期
日
7
月
2
3
日
困
・
2
4
日
困
・
2
5

日
⑥
•
3
0
日
困•
3
1日
困
·
8

月
1

日
⑥

◇
時
問
午
後
2
時

1
3

時

◇
対
象
者
小
学
生

短夏

期休

水み

泳小

教学

室生

第
3
9回
村
民
野
球
大
会

内困EJ~
ゴEJ王EJ

皇
社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

◇
期
日
7
月
か
ら

8

月
ま
で
計
1
0回

◇
会
場
武
道
館

◇
講
師
館
林
・
邑
楽
剣
道
連
盟
の
先

生
ほ
か

◇
対
象
者
小
・
中
学
生
お
よ
び
一
般

男
女

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
参
加
費

4
0
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
8
日
困
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

剣

道

教

室

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

◇
会
場
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
募
集
期
間
6
月
2
2
日
⑪
i
7

月
6

、
、

日
日
9

,

'

 

◇
参
加
費

入
会
金
：
•
5
0
0

円

会
費
…
l
,
5
0
0

円

◇
申
し
込
み
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー

C

闘
5
5
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。

し◇
期
日
6
月
か
ら
3
月
ま
で
月
2
回

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員
5
0
人

◇
申
し
込
み
6
月

1
0日
図
か
ら
、
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、
。
し

全
日
本
J
レ
ス
リ
ン
グ

吉
田
育
代
さ
ん
優
勝

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
日

7

月
か
ら

1
1月
ま
で
計
1
0回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
者
6
0
歳
以
上
の
健
康
な
男
女

◇
募
集
人
数
3
0
人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費

4
0
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
8
日
困
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
、
ま
た

は
環
境
保
健
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

中
高
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室

◇
期
間
7
月
か
ら

1
2月
ま
で
計
1
0回

◇
会
場
社
会
体
育
館
ほ
か

◇
対
象
者
4
0
歳
以
上
6
0
歳
以
下
の
健

康
な
男
女
2
0
人

◇
参
加
費

4
0
0

円
（
保
険
料
）

◇
申
し
込
み
6
月
1
8
日
困
か
ら
、
参

加
費
を
添
え
て
社
会
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
一
般
男
子
の
部

優
勝
森
尻
昭
彦

準
優
勝
田
口
博
信

3
位
小
暮
喜
四
郎

4
位
金
子
弘

位
福
田
光
典

位
石
村
和
男

位
野
本
健
治

7
 
6
 
5
 

グ
ロ
ス
不
ッ
ト

.
6
 

5

0

 

8

7

 
.
4
 

7

1

 

8

7

 •8 

5

1

 

8

7

 •8 

9

1

 

7

7

 
.o 

8

2

 

7

7

 
.
2
 

7

2

 

7

7

 •2 

3

2

 

8

7

 

第
1
7
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
県
大

会
の
準
決
勝
・
決
勝
戦
が
5

月
4
日
、

県
営
敷
島
球
場
で
行
わ
れ
、
明
和
西
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
は
決
勝
戦
で
沼
田
北
小

リ
ト
ル
に
惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
明
和
西
は
、

8

月
2
2
日
か

ら
徳
島
県
鳴
門
市
で
行
わ
れ
る
大
鳴
門

橋
学
童
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

優
勝

J

O
C

カ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
5

月
5

日
、

川
崎
市
等
々
カ
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、

本
村
か
ら
出
場
し
た
明
中
3
年
の
吉
田

育
代
さ
ん
（
女
子
の
部
）
が
優
勝
し
ま

し
た
。吉

田
さ
ん
は
、
現
在
明
中
の
柔
道
・

レ
ス
リ
ン
グ
部
に
所
属
し
、
レ
ス
リ
ン

グ
は
昨
年
夏
か
ら
始
め
、
9
名
の
部
員

と
と
も
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

位
田
口
武

9
位
溝
尾
友
伸

1
0
位
荒
木
義
介

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
杉
田
み
や
子

準
優
勝
梅
澤
久
子

3
位
阿
部
利
江

◇
シ
ニ
ア
の
部

優
勝
始
澤
一
彦

準
優
勝
志
賀
弘

3
位
太
田
紀
義

千
津
井
ク
ラ
ブ

第

2
0
回
村
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
8

回
村
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
—
コ
ル
フ
大
会

優勝した森尻さん、杉田さん、始澤さん

西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
準
優
勝

全
日
本
学
童
野
球
票
大
会

.o 

7

1

 

7

7

 
.
4
 

3

1

 

9

7

 
.
6
 

2

1

 

9

7
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橋
本
産
業
株

キャンプに参加して

思い出をつくろう．”
教育委員会事務局合(84)4491

村教育委員会では、キャンプの参

加者を募集します。

◇期日 7 月 29 日閲、 30 日（水）

◇場所小平の里（大間々町）

◇対象小学校 4 • 5 • 6 年生
◇定員 25人（個人応募に限る）

◇受付 6 月 20 日⑥から教育委員会

事務局（中央公民館内）で随時受

け付けし、定員になり次第締め切

ります。応募者多数の場合は、初

参加者を優先させていただきます

のでご了承ください。

◇内容野外炊飯、ハイキング、キ

ャンプファイヤーなど

◇参加費 5,000円

※詳しくは、教育委員会事務局生涯

学習課へお問い合わせください。
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優勝した「千津井クラブ」
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口
館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田

板倉地区
明和地区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

小西医院 川田医院 橋田クリニック 小曽根医院 館林地区と 竹越医院
6 月 22 日

合 (86)2261 合 (72)3724 合 (72)0001 合 (72)7707 合 (84)3137同じです。

日
真中医院 川村医院 記念病院 慶友病院 わたらせクリニック 館林地区と

6 月 29 日
合 (72) 1630 合 (72) 1337 ．合 (72)3155 合 (72)6000 合 (77)2727 同じです。

当
浜野病院 川田医院 後藤（内）医院 礫川堂医院 館林地区と 館林地区と

7 月 6 日
合 (88)5678 合 (72)3724 合 (72)0134 合 (74)0184 同じです。 同じです。

番
土井クリニック 小倉医院 上野医院 永寿堂医院 井上医院 小西医院

7 月 13 日
合 (72)8841 合 (72)0606 合 (72)3330 ff(72)4469 合 (82) 1131 合 (86)2261

医
◎祝日は館林厚生病院〔ff(72)3I 40〕が担当します。（内科・外科・産婦人科のみ）

◎耳鼻科に限り診療時間は午後 1 時までです。

※変更になる場合がありますので確認してから受診してください。

(17) 平成 9 年 6 月 10 日（灼



田親

l 役場環境保健課 合(84)4686-
◇日時 7 月 18日面午後 1 時2的t~

7 月 30 日（水） 午前10時～

8 月 8 日倫午前10時～

◇場所保健センター

◇内容 妊娠中の摂生と衛生・妊娠

中の栄養と調理の工夫•お産を楽

にするトレーニング・赤ちゃんの

観察とおふろ・交流会等

※母親学級に参加して、お友達をつ

くりませんか．I

参加希望者は、保健センターヘお

申し込みください。

児童巡回

l 太田児童相談所 合(31)3721 -
児童相談所は、子どもたちの健や

かな成長と幸せを図るため、児童福

祉法に基づいて設けられた専門の相

談機関です。

◇日時 7 月 24 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所 明和村保健センター

◇内容 言葉・性格行動・心身的発

達の問題など

※相談は無料で、秘密は固く守られ

ます。

相談を希望されるかたは、 7 月 10

日（杓までに役場福祉課（老人福祉セ

ンター内）合 (84)4926へお申し込み

ください。

犬の「ふ如

あなたは始末していますか

「役場環境保健課 合(84)4686
ふるさとの広場周辺で犬を連れて

散歩するかたが多くなりました。散

歩中、道や畑などでした「ふん」を

片付けるためにビニール袋や、小さ

なシャベルを持ち、公共の場所や他

人の畑を汚さないようにしましょう。

犬の「ふん」は不衛生なだけでな

く、人の健康を害する寄生虫卵を含

んでいることがあります。人の健康

を守るためにも、「ふん」は必ず始末

しましょう。

また、犬はつないで飼いましょう。

l 役場福祉課 合(84)4926 -
◇日時 7 月 14 日（月） 午前11時～午

後 2 時受付

◇会場 明和村デイサービスセンタ

◇内容医学診断（肢体・視力）

義肢・補聴器修理

※詳しくは、役場福祉課ヘ

リウマチ講習

l 館林地域保健所 合(72)3230 ー
◇日時 7 月 8 日閲午後 2 時～ 5 時

◇場所館林地域保健所検診室

◇対象 リウマチ患者および家族

◇内容講演会、個別相談（希望者）

◇講師前橋赤十字病院磯武信先

生

◇申し込み 電話で館林地域保健所

ヘ

無料住宅相談会

（柏群馬建築士会館林支部

合(74)5483

経験豊富な建築士が皆様のご質問

にお答えいたします。

◇日時 7 月 13 日（日） 午前10時～午

後 4 時

◇場所館林市総合福祉センター

◇内容 リフォーム・新築・増改築

等や公庫法律（建築基準法）に関

するご質問、お年寄りにやさしい

住まい等のアドバイス

狩猟免許試験

l 東部林業事務所
合0277(52)7373

◇試験日時 7 月 18 日⑥ 午前 9 時

◇会場桐生合同庁舎

◇申し込み 受験期日の10 日前まで

に狩猟免許（更新）申請書、医師

の診断書、写真、手数料4,800円を

添えて東部林業事務所へお申し込

みください。

※詳しくは、東部林業事務所へ

村の無料法律相談
◇日時＝ 7 月 10 日（杓

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受付＝ 7 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。
........................................................................ • ｷ • ::: ::ｷ.. •. : .. • . ｷ •さ年・．． ... :.• • .. • ::: :. • •. •.. :. : . • •::: ::ｷ •.. ••.. ; : ` ... 
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◇日時＝ 7 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年7 月、 12 月、 9年3月生

健康相談
◇日 時＝ 7 月 1 日伏）・ 17 日（杓

午前9時30分～10時30分受付

◇場所＝保健センター
•• ｷｷ. :. •.........g :ｷ:....... :..... : : :·•... : ·•.. ｷ :: ｷ:ｷ.. ·.．・

人権・行政・心配ごと相談
◇日時＝ 7 月 15 日（灼

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
..........................:: ：：．．．．．．．．．．．．．．．．．．；裕： • ｷ • ｷ •:. :. •.... ::::·：；ざ···· • • ••. :. •....... 

交通事故相談
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◇日時＝ 7 月 17 日（杓

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 7 月 17 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
．．．・ふ．；．·:.-·· _.-: •.ー ．．．．．滋•·.•... • • . ••. : -.. • •... :ｷｷｷ ; : •. •...•• .. •ー : ... ．．．．努：：．．．．． .· • ; •......•.•... :. ..................................................................... 

今月，の納税
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◇村県民税、国民健康保険税、利根

加用水賦課金、国民年金保険料、

水道料金

◇納期限＝ 6 月 30 日（月）
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東毛わんばく教室

参加者募集
-

県立東毛少年自然の家

合0277(78)5666

◇期日 第 1 回・・ 7 月 12 日 (±)~13 日

（日） 第 2 回・・ 9 月 13 日 (±)~14 日（日）

いずれも 1 泊 2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家

◇対象県内の小学 3 年生～ 6 年生

（特殊教育諸学校も含む）で 2 回と

も参加できる人

◇募集人員 100人

◇募集期限 6 月 22 日（日）

◇内容 自然観察や野外炊事など
◇参加費各3,000円

◇申し込み はがきか FAXで住所

・氏名・学校・学年・性別・電話

番号・保護者名をお知らせくださ

い。 FAX 0277(78)7322 

※詳しくは、東毛少年自然の家へ

東毛林間・臨洒学校

をご利用ください

東毛広域市町村圏振興整備組合

ff(45)8181 

東毛広域市町村圏振興整備組合で

は、林間学校（赤城山）と臨海学校

（新潟県出雲崎）の施設を一般に貸し

出します。

◇利用期間

・林間学校＝ 7 月 26 日（士）～ 8 月 11 日

（月）、 8 月 17 B （日）～ 24 日（日）

・臨海学校＝ 8 月 13 日（水）～ 24 日（日）

◇利用できる人＝東毛広域圏内（館

林・邑楽地区等）に居住の人

◇利用料金 (1 泊） ＝小・中学生300

円、高校生500円、大学生・一般

1,000円

◇食事料金

•林間学校＝朝食430円、昼食500円、

夕食620円

・臨海学校＝朝食470円、昼食510円、

夕食640円

◇申し込み

・林間学校＝ 6 月 26 日（杓午前9時から

電話にて組合事務局で受け付けし

ます。

・臨海学校＝ハガキに利用したい期

間 (2 泊 3 日以内）を第 1 から第

3 希望と住所、氏名、宿泊人数、

電話番号を記入し、 7 月 7 日（月）ま

でに組合事務局（太田市浜町 2-

35) へお送りください。

※詳しくは、東毛広域市町村圏振興

整備組合事務局（太田市役所内）へ

l 館林厚生病院 合(72)3140
◇職種・人員 臨床検査技師若干名

◇応募資格 日本国籍のあるかたで、

昭和47年 4 月 2 日以降に生まれた

かた

◇願書締切 6 月 30 B （月）

◇提出書類 履歴書、臨床検査技師

免許の写し

◇試験作文・面接試験

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

老人大学学生募集

大利根学園

l 邑楽福祉事務所
合(73)2141

家庭内の介護や地域内の支え合い

に役立つ講座を中心に学習活動の一

助としての老人大学を開催します。

◇日程 9 月から週1回、約 3 ヵ月間
◇場所館林合同庁舎大会議室

◇内容介護講座、一般教養、健康

教育、趣味、園外学習等

◇対象 県内在住満60歳以上で通学

可能なかた

◇募集人員 30人

◇費用 無料（実習に要する経費ほ

か必要経費は本人負担）

◇申し込み役場福祉課窓口にある

申込用紙に記入し、 6 月 23 B （月）か

ら 7 月 22 日伏）までに同窓口へ提出

してください。

※詳しくは、邑楽福祉事務所へ

県営コルフ場
2月8月は季節料金を設定

l 県企業局施設課
合027(223)1111

◇期間夏季 (8 月 1 日～ 8 月 31 日）

の平日および冬季 (2 月 1 日～ 2 

月 28 日）の平日

◇季節料金上武、玉村、前橋、板

倉、新玉村…6,000円（通常料金は

7,000円） 新太田 (1 ラウンド）

…4,500円（通常料金は5,000円）

いずれも利用料（税込み）

◇申し込み 各ゴルフ場にて電話で
随時お受けします。

※定休日、特別な競技の開催日等は

予約できないことがありますので、

電話で確認のうえ、ご予約ください。

村営住

入居者募

l 役場建設課 合(84)3111 -
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇須賀団地 1 戸

家賃…月額 1 万 6 千円

◇新田団地 7 戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

税務職員

（税務大学校生）募集

l 館林税務署 合(72)4373 -
平成 9 年度国家公務員採用 III種試

験（税務）を次のとおり実施します。

◇受験資格昭和52年 4 月 2 日～昭

和55年 4 月 1 日生まれの人

◇申し込み館林税務署にある申込

用紙に記入し、 6 月 25 日（水）から 7

月 2 日（水）までに人事院関東事務局

〒100東京都千代田区大手町1-3-3

ヘ郵送してください。

※詳しくは、館林税務署総務課ヘ

館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部

合(72)3171

館林地区消防組合では、平成10年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格消防組合管内に住んで

いる大学卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和48年 4 月 2 日から

昭和51年 4 月 1 日までに生まれた

日本国籍を有するかた。

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

なお、短大・高校卒の募集は、

広報めいわ 8 月号でお知らせしま

す。

◇応募期問 6 月 16 日（月）～ 7 月 11 日

倫（土・日曜日を除く）

◇提出書類履歴書、学業成績証明

書、人物証明書

◇申し込み館林地区消防組合消防

本部総務課庶務係へ

c
 

(
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っ
開
発
成
リ
し
里
の
道
過
ぐ

り

野
本
み
ね
子

は
る
か
は
る
記
憶
を
怠
ひ
起
し
つ

奈
良
照
子

と
胡
の
陽
を
恋
ひ
て
庭
に
揺
れ
を

か
は

な
ぎ藉

倒
す
緑
の
茎
鈴
舶
の
白
点
て
ん

食中毒に:.‘用心 1‘
おあっきみたとぺ
' 乙‘‘r

泉
田

政
子

ト
の
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
格
好
よ
之

た
＜遅

a

し
き
足
に
た
ぐ

a

せ
ホ
ワ
イ

思
口

文
江

エ
サ
う
ば
い
あ
い

の
見
晴
ら
し
に
カ
モ
メ
は
群
れ
て

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
二
昏
の
デ
ッ
キ

ゴ
I
V 福
田
．
初
江

機
雲
の
果
て
は
く
続
く

す
い
せ
い

彗
星
の
長
き
尾
怠
い
仰
ぐ
空
飛
行

原
口
美
津
子

矢
島
・
入
ヶ
谷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
西
小
P
T
A

ス
ポ
ー
ツ
大
会

か
ら
発
足
し
、

2
0余
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
大
多
数
は

矢
島
、
入
ヶ
谷
に
在
住
し
、
家
庭
の

大
黒
柱
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
鍛

え
る
一
方
、
地
域
で
の
次
世
代
を
担

う
代
表
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
行
事
か
ら
幾

つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
区
長

さ
ん
や
議
員
さ
ん
を
招
待
し
て
の
新

年
懇
親
会
、
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ

の
団
体
参
加
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
は
大
型
バ
ス
で
の
家
族
旅
行
会
。

夏
に
は
子
ど
も
み
こ
し
と
夏
祭
り
へ

の
協
力
。
秋
に
は
運
動
会
の
選
手
派

遣
等
、
地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
新
た

に
家
族
で
遊
べ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
等
、
世
の
中
の
ス
ト
レ
ス
に
負

け
な
い
健
全
な
精
神
と
肉
体
を
作
り

な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
3
3名
と
大
所
帯

で
す
が
、

I
I

和
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
ス
ポ

ー
ツ
と
地
域
活
動
を
両
立
さ
せ
、
行

事
後
の
美
酒
を
楽
し
む
矢
島
・
入
ヶ

谷
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。

を
映
し
て
早
苗
待
つ
ば
か
り
は
り

か
い
だ

掻
き
上
け
し
峡
田
は
澄
み
て
山
桜

遠

富

士

文

芸

矢墨・入ヶ谷

1.) フドポー」とクラフ

金子清代表

呂
片
芯

千
¢

ドっぷゃ・バ；~- --.·•. --.·~· ~.~.-;..... ;-..~.;-•••や；～や~-...-•;・・ベダ，•t元たべ←ヽ●：tベ•••やベヽ{·^ ~’9べ～i` r ;• -T""•や=>--,:.~·や• 9令・云tーやや·"rj

}: 村の人口と世帯 5月の救急車出動回数 さ
~· 6月 1 日現在（対前月比）
｀：，世帯数 3,254戸(+ 15) ●交通事故 4 件令
t} 人口総数 I I, 531 人(+21) 

｀：・ 男 5,814人・女 5,717人 ●急病 9 件→：
ャ

j̀. (5 月中の動き） •その他 4 件ぅ
4卜 出生 3 人・死亡 2 人

:: 転入 43人・転出 2-3人 • 計 17 件 : 
杞．．；、心心心心．＾＇：一ー竺→9:~ →：～ヤ心や・←：；~人‘:9ー→9.1よ→、や心心•心..:;,~心~..,.:·= ~-:~.、しゃ・・たふ心·←ややや..,，：ーヘゃ滋

〇
あ
め
で
だ
0

柏
谷
黒
澤氏
美み

桃け西名
花ヵ、奈な

父
母
名
性
別

俊
明
美
奈
子

浩
司
佐
智
子

（
敬
称
略
）
゜

\ 
し

区
出
生
さ

月
日
だ

原
％
＜

て

谷
％
出
し

（
敬
称
略
）
呻

地
区
J
H
E
B
t
際

の

新
里
％
出

入
ヶ
谷
％
届ォ

_

0

'

.

,

 .. =
。
゜
ー
。
。

I
°
o
o

i
i

\ 

編
集
磁
記
一
か

"
"
u
o
り
~
0
0
0
0
0
0
.
9

.

.

.

.

.

 

'

0

0

0

0

 

しれ

中
央
公
民
館
の
昔
遊
び
教
室
が
、
今
年
た

度
か
ら
新
た
に
1
0回
計
画
で
始
ま
り
、
参
さ

加
し
た
小
学
生
は
紙
飛
行
機
作
り
に
挑
戦
望

し
ま
し
た
。
自
分
の
手
で
苦
労
し
な
が
ら
希

一
生
懸
命
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
は
、
大
切
な
を

載

宝
物
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
集
昌

団
で
遊
ぶ
機
会
の
少
な
い
最
近
の
子
供
た
※

ち
に
と
っ
て
は
、
集
団
遊
び
の
楽
し
さ
を

味
わ
い
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
貴
重
な
体

験
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
大
い
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
®

6
月
は
、
春
か
ら
夏
に
移
り
変
わ
る
季

節
、
そ
し
て
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
で
す

ね
。
今
月
の
広
報
紙
に
「
家
庭
で
で
き
る

食
中
毒
予
防
法
」
が
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。
私
も
食
事
を
作
る
際
十
分
気
を
付
け

て
、
不
衛
生
に
な
り
が
ち
な
梅
雨
時
無
事

に
過
ご
せ
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
⑥
い
よ
い
よ
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

ね
。
「
夏
」
と
い
う
と
海
や
山
へ
出
か
け

る
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
で
は
自
分
の
家
の
庭
に
植
物
咤
罹
ぃ

て
楽
し
む
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
」
が
流
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
村
で
も
、
地
区
ご
と

に
花
の
苗
を
配
っ
て
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
で
す
し
、
た

ま
に
は
家
で
草
花
の
世
話
を
し
て
過
ご
す

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
⑭

米
あ
く
や
み
米

氏
年
齢
世
帯
主

田
面

7
8
哲
人

金
子

9
1
洵
五

名節廣
蔵

女

中

女

梅 士也

平成 9 年 6 月 10 日閲 (20) 
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第 2 回村議会定例会

＼ゴ＾
-•-

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
事
業
収
益
（
公
有
地
取
得
事
業
収
益
）

・
・
・
一
千
円
▽
事
業
外
収
益
（
受
取
利

息
）
·
:
―
二
四
万
五
千
円

◇
支
出 平

成
九
年
度

村
土
地
開
発
公
社
予
算

報

告

第
二
回
村
議
会
定
例
会
は
、
六
月
十

一
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
土
地
開

発
公
社
予
算
の
報
告
、
公
共
施
設
建
設

基
金
条
例
の
一
部
改
正
な
と
十
件
（
村

長
提
出
八
件
、
議
員
提
出
二
件
）
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
だ
結
果
、
い
す
れ

も
原
案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
事
業
原
価
（
公
有
地
取
得
事
業
原
価
）

…
一
千
円
▽
販
売
費
お
よ
び
一
般
管

理
費
…
三
六
0
万
円
▽
事
業
外
費
用

（
支
払
利
息
）... 

一
千
円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
短
期
借
入
金
：
·
-
千
円

◇
支
出

▽
公
有
地
取
得
事
業
費
…
一
億
七
、
五

0
0

万
円
（
幼
稚
園
・
保
育
園
用
地
お

よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
用
地
）

▽
短
期
借
入
金
償
還
金
：
·
一
千
円
（
資

本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

不
足
す
る
額
一
億
七
、
五
0
0
万
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
し
ま
す
。
）

七
〇

村
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
公
有
地

の
管
理
を
実
施
し
、
公
有
地
取
得
事
業

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

◇
収
入

▽
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
）
．

平
成
八
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
・
決
算
報
告

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
基
金
を
追
加

公
共
施
設
建
設
基
金
に

議

案

平
成
八
年
度
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

万
九
、
三
一
七
円

◇
支
出

▽
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
：
·
二
四

一
万
六
、
二
0
八
円

平
成
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

六
号
）
第
二
条
の
繰
越
明
許
費
に
計
上

の
農
林
水
産
業
費
の
繰
り
越
し
で
、
水

田
営
農
活
性
化
排
水
対
策
特
別
事
業
負

担
金
と
し
て
五
0
七
万
五
千
円
を
平
成

九
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

村
税
条
例
の
一
部
改
正

平
成
九
年
度
の
固
定
資
産
税
の
評
価

替
え
に
伴
う
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
税
負
担
の
調
整
措
置
、
お
よ
び
県
と

市
町
村
間
で
個
人
住
民
税
お
よ
び
地
方

た
ば
こ
税
の
税
率
の
調
整
を
行
う
と
と

も
に
、
非
課
税
等
の
特
別
措
置
の
整
理

合
理
化
等
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
九
年
四
月
一
日

か
ら
で
す
が
、
第
五
十
三
条
の
四
の
改

正
規
定
等
は
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら

で
す
。

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (2) 



平成10年度

村
け剖

職
吋
員を 募
8月 1 日（金）～14日（木）

集

若
干
名

若
干
名

村
で
は
、
平
成
1
0年
4
月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
、

次
の
と
あ
り
行
い
ま
す
。
村
政
に
情
熱
の
あ
る
皆
さ
ん
、
あ

な
だ
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
廊
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
識
種
・
採
用
予
定
人
員

◇
一
般
行
政
職

◇
土
木
技
術
職

◎
受
験
資
格

◇
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法

の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
者

◇
一
般
行
政
職
…
昭
和
4
8
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

◇
土
木
技
術
職
…
昭
和
3
3
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
土
木
科
系
の
高
等
学

校
以
上
の
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
者

◎
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期
間

◇
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
申
込
先
…

申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
7
月

2
2
日
閲
か
ら
交
付
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
…
8
月
1
日
⑥
か
ら
1
4

日
困
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
時

間
は
、
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
、
8

月
1
4
日
困
ま
で
に
電
話
申
し
込
み

と
当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

◎
試
験

◇
第
1
次
試
験
（
初
級
試
験
）
…
公

務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
教
養
、

知
識
お
よ
び
能
力
に
つ
い
て
の
択

一
式
の
筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒

業
程
度
）
を
群
馬
県
町
村
会
に
委

託
し
て
行
い
ま
す
。

◇
第
2
次
試
験
：
・
ロ
述
試
験
、
作
文

試
験
、
身
体
検
査

◎
試
験
日
あ
よ
び
場
所

◇
第
1

次
試
験
…
9
月
2
1
日
⑪
、
県

立
前
橋
女
子
高
等
学
校
ま
た
は
県

立
医
療
短
期
大
学
（
前
橋
市
）

◇
第
2
次
試
験
…
1
0
月
下
旬
予
定
、

役
場
会
議
室
（
第
1
次
合
格
者
に

つ
い
て
の
み
行
い
ま
す
）

◎
合
格
者
の
発
表

◇
第
1

次
試
験
…
1
0
月
中
旬
予
定

◇
第
2
次
試
験
：
・
1
1
月
中
旬
予
定

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課

6
闘
3

1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、
。
し

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
八

平
成
九
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

村
公
共
施
設
建
設
基
金

条
例
の
一
部
改
正

郵
政
三
事
業
の
現
行

経
営
形
態
堅
持
に

関
す
る
意
見
書

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
限
度
額

を
五
二
万
円
か
ら
五
三
万
円
に
引
き
上

げ
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
後
の
限

度
額
も
五
二
万
円
か
ら
五
三
万
円
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
九
年
四
月
一
日

か
ら
で
す
。

県
の
福
祉
医
療
費
補
助
金
交
付
要
綱

の
改
正
に
伴
い
、
三
歳
の
誕
生
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
四
歳
の
誕
生
日
の

属
す
る
月
の
末
日
ま
で
の
者
で
、
入
院

す
る
幼
児
も
支
給
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
は
平
成
九
年
八
月
一
日

か
ら
で
す
。

村
公
共
施
設
建
設
基
金
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
建
設
基
金
を
追
加
し
ま
し

こ
。t
 福

祉
医
療
費
の
支
結
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

八
万
四
千
円
を
追
加
し
、
二
億
二
、
ニ

七
三
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
臨
時
職
員
の
賃
金
の
追
加

補
正
で
す
。

〔
支
出
〕
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◇
水
道
事
業
費
用
八
八
万
四
千
円
（
ニ

億
二
、
二
七
三
万
八
千
円
）

地
震
な
と
自
然
災
害
に

対
す
る
国
民
的
保
障
制
度

の
実
現
を
国
に
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
国
民
の
納
得
を
受
け
ら
れ

る
公
平
な
制
度
を
確
立
す
る
た
め
、
政

府
（
内
閣
総
理
大
臣
）
お
よ
び
国
会
の

下
に
審
議
会
を
設
置
し
、
地
震
、
津
波
、

風
水
害
、
噴
火
な
ど
自
然
災
害
被
害
者

の
住
宅
復
興
を
促
進
す
る
た
め
の
国
家

的
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
早
急
に
検
討
を
始
め
ら
れ
る
こ
と

を
強
く
要
望
す
る
。
（
抜
粋
）

政
府
並
び
に
国
会
は
、
郵
政
事
業
の

果
た
す
公
共
的
、
社
会
的
役
割
の
重
要

性
に
鑑
み
、
よ
り
一
層
の
合
理
化
と
時

代
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力
さ

れ
、
現
行
経
営
形
態
（
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
能
の
充
実
強
化
）
を
堅
持
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。
（
抜
粋
）

(3) 平成 9 年 7 月 10 日（木）



都市計画道路が

県都市計画地方審議会で承認

5

月
2

日
に
村
の
都
市
計
画
審

議
会
で
可
決
し
た
都
市
計
画
道
路

案
を
6

月
2
4日
、
知
事
案
と
し
て

票
の
都
市
計
画
地
方
審
議
会
に
諮

問
し
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。

合
後
は
、
建
設
大
臣
の
認
可
を

受
け
て
告
示
さ
れ
、
都
市
計
画
が

決
定
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
国
道
1

2
2

号
は
慢
性
的
な
渋
滞
状
況
で

あ
り
、
昭
和
橋
の
架
け
替
え
を
は

じ
め
に
、
早
期
の
事
業
化
が
図
れ

る
よ
う
県
等
へ
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

県
の
都
市
計
画
地
方
審
議
会

都
市
計
画
決
定
告
示

都
市
計
画
決
定
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
）

※
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
る
「
私

た
ち
の
下
水
道
」
は
今
回
お
休
み
し
、

次
号
で

I
I

下
水
道
の
財
源
1
1に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

役
場
都
市
開
発
課

C
闘
3
1
1
1

内
線
3
5
4

村
の
都
市
計
画
審
議
会

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (4) 
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可燃こみは村指定の収集袋で出してください

ごみ袋の取扱店

所 在 地 取 扱 店

斗 A ロ 田 橋 本 商 店

下 江黒 猫 豆 屋 商 店

上 江黒 ナンバースリー伊勢屋商店

江 ロ 岩 井 商 店

田 島 玉 井 酒 店

南大 島 ぎ ん だ な

南 大 島 9 角9 ヽヽ 忠

新 里 森尻商店（たばこ屋）

中 クロ ローソン川俣駅前店

梅 原 関 日 商 店

) I | 俣 東 商 店

須 賀 荒 JI I 商 店

大 輪 原 口 商 店

大 輪 連H 商 店

矢 島 チコマート明和店

村
で
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
を
月
曜

日
と
金
躍
日
に
週
2

回
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
持
ち
出
し
場
所
・
持
ち
出
し
時

間
が
守
ら
れ
な
い
た
め
に
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
等
に
ご
み
の
袋
が
残
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
残
っ
た
ご
み

袋
は
、
犬
や
カ
ラ
ス
等
に
よ
り
荒
ら
さ

れ
て
、
付
近
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
決
ま

り
を
｛
古
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
貴

重
な
資
源
で
す
か
ら
ご
み
と
し
て
出
さ

ず
に
集
団
回
収
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
分
け
れ
ば
資
源
・
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
分

別
排
出
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
涌

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
粗
大
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
2
回
く
ら
い
の
収
集
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
実
施
日
、
実
施
方
法
等
は
決
定

次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご
み
の
持
ち
出
し
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

K←ノ
j采

91 合を叫ろ<.,.る直". 19 

すへての困宍か． IE けや 99 1うの 99,t．と＂そ出しに人t：ちの

天 m lとついて 99 月1 を；2 ，，，•それそれの立 91 1こおい ·c n" 合ので

9じ 19 ¥9 19 lうのない明るい 91 名を出こうと 9・る

全凶的な通動です

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

7

月
1

日
か
ら
1

ヵ
月
間
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
法
務
省
な

ど
の
主
唱
で
全
国
一
斉
に
展
開
中
で

す
。こ

の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

刑
法
犯
の
約
4

割
を
占
め
て
い
る

強
調
月
間
で
す

の
が
1
4
1
1
9
歳
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

非
行
の
内
容
を
み
る
と
、
万
引
き
や

い
じ
め
な
ど
の
暴
力
事
件
の
ほ
か
、

最
近
で
は
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱

用
が
中
・
高
校
生
に
ま
で
ま
ん
延
す

る
な
ど
、
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
少
年
の
犯
罪
や
非
行
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の

か
た
が
た
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

•
ウ

t
"
 

9>

V

•C.’ ー
っ

＇
と
C

も
-
‘

て
t

＂
ら

ク
な
）

＠第47回 ‘l社会1を明る＜する運動”
主18：法務も

7

月
は

「ふれあいと

対話が築く

明るい社会」

(5) 平成 9 年 7 月 10 日（杓



夏の青少年健全育成運動

実施期間 7月15日（火）～8月31 日（日）

夏
は
青
少
年
に
と
っ
て
、
自
然
体
験

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
様
々

な
地
域
活
動
が
体
験
で
き
る
時
期
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
活
動
は
、
青
少
年
に

自
分
の
生
き
方
や
存
在
意
義
を
見
い
だ

さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
規
範
や
ル
ー

ル
等
を
実
際
の
体
験
を
通
じ
身
に
つ
け

さ
せ
る
な
ど
、
教
育
的
機
能
の
高
い
活

動
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
親
子
で

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
夏
は
学
校
や
職
場
が
夏
期
休

暇
に
入
り
、
そ
の
解
放
感
か
ら
非
行
や

思
わ
ぬ
事
故
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
に
代

表
さ
れ
る
性
犯
罪
に
少
女
が
巻
き
込
ま

れ
た
り
、
中
・
高
校
生
に
薬
物
乱
用
が

広
が
る
な
ど
以
前
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
非
行
・
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
非

行
や
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
「
声
か
け
運
動
」
を
積
極

的
に
行
う
な
ど
地
域
全
体
で
青
少
年
を

温
か
く
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健

康
で
、
意
欲
的
に
活
動
が
で
き
る
よ
う

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
「
夏
の
青
少
年
健
全
運
動
」
を
展

開
し
ま
し
ょ
う
。

0

自
然
体
験
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
様
々
な
地
域
活
動
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

0

地
域
の
お
祭
や
清
掃
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
家
族
、
子
ど
も
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

0

ご
存
じ
で
す
か
？
少
年
の
薬
物
乱
用

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
の
乱
用
は
、

人
間
の
心
身
を
む
し
ば
み
、
破
壊
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
凶
悪
な
二
次

犯
罪
を
引
き
起
こ
し
、
周
囲
の
人
々

の
生
活
を
破
壊
す
る
な
ど
大
き
な
社

会
問
題
と
な
る
も
の
で
す
。

0

青
少
年
が
誘
惑
に
負
け
な
い
た
く
ま

し
い
心
を
持
つ
よ
う
に
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
手
を
取
り
合
っ
て
青
少

年
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
青
少
年
を

見
守
ろ
う
！

様
々
な
地
域
活
動
に

親
子
で
参
加
し
よ
う
！

みんなで進めよう

少年の日・家庭の日運動

毎月第 1 土曜日は

「少年の日」

青少年を健全に育成するための実

践活動を行う日であり、青少年自身

が自分の行為に対する責任と自覚を

深める日でもあります。

桓月第 1 日曜日は

「家庭の巳」

家族の語らいや活動を通して、親

と子の触れ合いを感じ取る日であり、

家族かお互いを尊重し、信頼と愛情

で結ばれた明るい家庭づくりを心が

ける日でもあります。

小
学
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
等
を
対
象
に
教

育
相
談
事
業
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
内
容
い
じ
め
、
登
校
拒
否

等
に
か
か
わ
る
悩
み

◇
相
談
方
法

0

電
話
相
談

6
戸
い
い
0
1
2
0
|
8
4
5
6
6
5

月
ー
金
曜
日
、
午
前
8
時
3
0
分
i

午
後
5
時
（
時
間
外
は
留
守
番
電

話
が
受
付
）

相
談
員
村
教
育
委
員
会
武
井

淳
指
導
主
事

0

米
所
（
面
接
）
相
談

日
時
毎
月
第
2
•
第
4
水
曜
日

午
後
1
時
ー
3
時

場
所
中
央
公
民
館

相
談
員
砂
賀
柾
夫
相
談
員

申
し
込
み
事
前
に
専
用
電
話

(
7
7
い
い
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
費
用
い
ず
れ
の
相
談
も
無
料

※
相
談
は
学
校
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
実
施
し
、
家
庭
訪
問
相
談
も
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
こ
の
は
か
に
群
馬
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
い
じ
め
電
話
相
談
6

0
1
2
0
|
8
8
9
7
5
6
 

フダ
イ
ヤ
ル

館
林
市
子
ど
も
相
談
室
6
⑬
4
1
5

2
に
お
い
て
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ

｀
つ

青
少
年
の
悩
み
や
心
配
ご
と
は

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (6) 



村民文化大学9言ご
例年皆様より好評をいだだいております村民文化大学の日程と講師が決

まりましだ。

なお、チケットの発売に関する詳しいことは、広報めいわ8月号でお知

らせいだします。

10月 3 日金） 10月 15 日（水） 10月29 日（水）
演題「バレーボールに賭けだ 演題「21世紀子ともだち 演題「ケーシーの

わだしの青春」 からのメッセージ」 健康教室」

ケ

畠 /「\ I 屋 シ
裕 市 贔‘-

子 子 鴫J'さ さ

門ん ん

ん

昭和33年福井県生まれ。元ロサン 昭和39年静岡県生まれ。上野学園 昭和 9 年山形県生まれ。日本大学

ゼルスオリンピックバレーポール選 大学音楽部声楽科卒業後、ウィーン 医学部入学後、芸術学部に転部、卒

手。現筑波スポーツ科学研究所主任 国立音楽大学留学。現在「全国こど 業。昭和43年漫談家として寄席デビ

研究員、選手当時からさわやかな笑 も電話相談室」 (•TB S ラジオ）の電 ュー。現在はテレビ・ラジオ・舞台

顔とシャープな攻撃で人気を博す。 話のおねえさんとして活躍中。その ・映画とベテラン俳優兼コメディア

引退後、大学講師に奉職のかたわら、 他「あの街この街天気予報」「お天気 ンとして幅広く活躍中。

「関口宏のサンデーモーニング」 (T ネットワーク」 (TBS) 等出演中。

BS) 等テレビやラジオで活躍中。

寸項ス・ヒリーバンIIン
ふれあいコンサード

10 月 E3 日（木） :]: ：：：：：：30分
明和村ふるさと産業文化館

入場料全席自由 3,000円

出演者サーカス・ビリーバンバン

発売日 8月24日（日）午前8時30分からふるさと産業

文化館窓口で販売します。

(7) 平成 9 年 7 月 10 日（杓



い
よ
い
よ
夏
も
近
づ
き
、
今
年
も
祭

り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
村
で

は
、
8
月
3
日
⑪
午
後
3
時
の
花
火
を

合
図
に
9
時
ご
ろ
ま
で
納
涼
祭
を
開
催

し
ま
す
。
毎
年
、
お
み
こ
し
や
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ポ
ン
大
会
、
八
木
節
な
ど
楽
し
い

催
し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
新
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ

ナ
イ
ン

ー
と
9
ア
タ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
も
加
わ
り
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
納
涼
祭
で

す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
1
0
日

⑪
に
順
延
さ
れ
ま
す
。

「
ソ
イ
ヤ
I

．
ソ
イ
ヤ
I
.

」
と
威
勢
よ

く
担
ぎ
上
げ
ら
れ
る
「
み
こ
し
」
は
祭

り
の
華
。
年
々
盛
り
上
か
っ
て
く
る
「
納

涼
祭
」
で
、
あ
な
た
も
一
緒
に
「
み
こ

し
」
を
担
ぎ
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、
参
加
し
て

祭
り
を
肌
で
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
お
友
達
も

誘
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

9
み
こ
し
は
重
さ

7
0
0
k
g
の
商
工
会
青
年

部
に
よ
る
手
作
り
の
み
こ
し

9
祭
り
半
て
ん
、
み
こ
し
足
袋
は
実
行

委
員
会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

Q
参
加
す
る
か
た
は
、
役
場
企
画
課

C

闘
3
1
1
1
、
商
工
会
6
闘
3
1
3

0
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
募
集

お
み

当
日
参
加
し
た
人
を
対
象
に
、
豪
華

賞
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
か
、

午
後
6
時
4
5
分
か
ら
と
午
後
8
時
5
0
分

か
ら
の
2
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
抽
選
券
は
午
後
6
時
3
0
分
ま

で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

役
員
さ
ん
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
訪

問
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
う
ち
わ
、
豆
し

ぱ
り
を
配
布
し
ま
す
。
ご
賛
同
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

協
賛
金
は
何
口
で
も
結
構
で
す
。

ゥ
一
般
住
民
一
口
2
0
0
円

ウ
法
人
事
業
所
一
口
1
,
0
0
0

円

納
涼
祭

賛
の
お

願 ご

こ
し
の
抽
選

担
ぎ
手

2

回

開会

翌
a
肖
出
ー
侶
]

8
月
3
日
日
猛

• 9 l 

一

........ 
ヽ▲

（
第6
回
）

い協 催は
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お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ

親
和
会

花
火
打
ち
上
け

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
大
会

金
魚
す
く
い

八
木
節

フ
ラ
ダ
ン
ス

き
や
は
し
ご

木
遣
り
・
梯
子
乗
り

蔦
職
組
合
・
若
蔦
会

明
和
八
木
節
保
存
会

江
口
さ
さ
ら
保
存
会

お車は相乗りで

さ
さ
ら

踊
り
…
花
笠
音
頭
踊
り
…
社
明
音
頭

交
通
安
全
協
会
婦
人
部
更
生
保
護
婦
人
会

当日は、たくさんの人出が予想され、駐車場

も不足すると思われますので、お車を利用され

るかたは、なるべく相乗りでお越しください。

また、当日は交通規制も行われますので。ご

迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

ロニ］納涼祭駐車場
←—方通行

1111 駐車禁止 N
L
 

老
人
ワ
＿
フ
プ
連
絡
協
議
会

村
文
化
協
会
加
入
団
体
等

歌
と
踊
り

ヽ

民
踊

お
み
こ
し
出
陣

明
青
会
・
大
佐
貫

子
育
連
等

ーし淳

ー
ャ. 

和
太
鼓
・
子
と
も
和
太
鼓

明
和
太
鼓
稲
妻
会
等

令
り

i
'
今
つ
年
の
主
な
催
し
物
一

L
ー
，
§
9
§
9
ー
，
ー
，
§
9
§
9
ー
，
ー
，
ー

9
り
9
ー
＇
り
9
ー
'
|
'
ー
＇
ー
＇
り
ヽ
ー
'
‘
、
ー
＇
り

9
ー
；
ー

'
§
9
$
9

ー
，
ー
．
｀

9

吹
奏
楽
演
奏明

和
中
学
校
吹
奏
楽
部

ン ｀てら 区

ナイン

9アタックに君もテャレンジ．~I

～チビッ子広場～

9 アタックとは、サッカーやドッジボール、野球の 3 種類

のボールを使って、的を打ち抜いていくゲームです。一人分

の持ち球は 12球。腕に自信のある君、 9 アタックゲームにチ

ャレンジしてみよう。

(9) 平成 9 年 7 月 10 日（杓



B&G財団から

村に無償譲渡
目標達成の海洋センター

もらのわだし）
身近な情報をお寄せください。

掲載写真は差し上げます。

役場企画課合84-3111

東京海洋センターで行われた無償譲渡式

l. B&G
財
団
明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
無
償
譲
渡
式

が
6

月
1
2
日
、
同
財
団
東
京
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
同
セ
ン
タ
ー
の
施
設
等
が
本
村
に
無
償
で
譲
渡

さ
れ
ま
し
た
。

明
和
海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

6

年
6

月
1
5
日
の

竣
工
以
来
、
村
民
総
体
育
を
目
指
し
積
極
的
に
同
施

設
の
利
用
を
図
り
、
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育
成
と

地
域
住
民
の
健
康
増
進
の
基
盤
を
築
く
な
ど
3

年
間

の
自
主
運
営
の
結
果
、
利
用
者
数
が
年
間
平
均
約
7

8
,
8
7
0
人
と
目
標
者
数
6
2
,
0
0
0
人
を
大

幅
に
超
え
た
た
め
B
&
G

財
団
か
ら
村
に
無
償
で
譲

渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
約
8
0
,
0
0
0

人
が
利
用
し
、
全
国
で
4
2
0
ヵ
所
の
プ
ー
ル
施
設

が
あ
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
中
で
2
位
の
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
無
償
譲
渡
を
記
念
し
て
6

月
1
5
日
に
は
無

料
開
放
し
、
多
く
の
か
た
が
利
用
し
ま
し
た
。
今
後

も
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
大
い
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

-—-—— 

ー
！
ー
｀
り
i
i
i
i
i
ー
，
ー
，
ー
｀
し
・

9

り

9
l
'

ー
i
i
！
ー
，

l
1

ー
一一一一

楽
し
ん
だ
ミ
ニ
運
動
会
―

一

中
央
・
西
幼
稚
園
一

一

家
族
で
運
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
ミ
ニ
運
動
会
が
6

月
に
西
幼
稚
園
で
、

7

月
に
中
央
幼
稚
園
で
開
か
れ
、
大
玉
こ

ろ
が
し
、
デ
カ
パ
ン
リ
レ
ー
、
綱
引
き
な

ど
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
よ
り
も
こ
の
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
お
母
さ
ん

大
輪
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
原
口
角
次

郎
さ
ん
）
で
は
5

月
2
3
日
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
会

員
約
5
0人
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
近
、
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
が
増
え

て
い
る
た
め
、
館
林
警
察
署
交
通
課
の
丸

山
警
部
補
を
講
師
に
迎
え
、
「
自
分
の
身
を

守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
受
講
し
た
も
の
で
す
。

「
自
分
を
目
立
た
せ
る
た
め
ワ
ン
タ
ッ

チ
型
の
反
射
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
腕
に
巻
く

な
ど
し
て
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
説
明
。
村
か
ら
参
加
者
全
員
に
、

·
こ
の
バ
ン
ド
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

9
9
|

i
i
i
'
り

ー
；
｀
し
i
し
｀
り

1

し
｀
，
i
i
ー
·
！
し
i
し
・

1

ヽ
＇

9
,
‘

り

'
‘
9
`
‘
,
.
!
9
!
9

、
9

ヽ
し

1

し
＇

‘
l
!
9
1

ー
．
！

9

！

9

・
ヽ
し
！

9

，
し
！

9
9
.

、

9
.
`
‘
.
1

、

9
-一一一一

~ 
一一一t 一一一一

—­
一一一一一

~ 
一i 一一一p 一t 一一c

 一口一

反
射
リ
ス
ト
バ
ン
ド
で
交
通
事
故
防
止
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! 事業所で責重な体験 I 
中学 2 年生 143 人

▲大型つみきで遊ぶ中学生と幼稚園児

そば打ちで国際交流

6
月
1
日
、
児
童
館
で
商
工
会
青
年
部
主
催
の

「
そ
ば
打
ち
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
親
ぽ
く
と
交
流
と
い
う
こ
と
で
中
学
校

の
英
語
指
導
助
手
の
ガ
イ
さ
ん
も
呼
ば
れ
、
汗
を

か
き
な
か
ら
一
生
懸
命
そ
ば
を
打
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 指導

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
青
年
部
員
の
加
藤

友
司
さ
ん
で
、
本
職
は
大
工
で
す
。
そ
ば
打
ち
は

1
2
歳
の
こ
ろ
か
ら
始
め
、
今
で
は
二
男
も
一
緒
に

そ
ば
を
打
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ば
打
ち
は

「
こ
ね
る
」
の
が
一
番
難
し
い
と
加
藤
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

実
際
に
そ
ば
を
打
っ
た
ガ
イ
さ
ん
の
感
想
は
、

「
伸
ば
す
の
が
難
し
か
っ
た
。
そ
ば
は
大
好
き
だ

け
れ
ど
作
る
の
は
大
変
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水の怖さを実感
普通救命講習会

―—ュー――- s—~ダー←＇、て が : 
·～パ·ぶ一—,‘ `~ l~ I 
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特定疾患医療給付対象疾病

疾 、串l!;ヽ 名

1 ベーチェット病

2 多発性硬化症

3 重症筋無力症

4 全身性エリテマトーデス

5 スモン

6 再生不良性貧血

7 サルコイドーシス

8 筋萎縮性側索硬化症, 強皮症・皮膚筋炎および多発性筋炎
10 特発性血小板減少性紫斑病

11 結節性動脈周囲炎

12 潰瘍性大腸炎

13 大動脈炎症候群

14 ビュルガー病

15 天疱癒

16 脊髄小脳変性症

17 クローン病

18 難治性の肝炎のうち劇症肝炎

19 悪性関節リウマチ

20 パーキンソン病

21 アミロイドーシス

22 後縦靱帯骨化症

23 ハンチントン舞踏病

24 ウィリス動脈輪閉塞症

25 ウェゲナー肉芽腫症

26 特発性拡張型（うっ血型）心筋症
27 シャイ・ドレーガー症候群

28 表皮水疱症（接合部型および栄養障害型）

29 膿疱性乾癬

30 広範脊柱管狭窄症

31 原発性胆汁性肝硬変

32 重症急性膵炎

33 特発性大腿骨頭壊死症

34 混合性結合組織病

35 原発性免疫不全症候群

36 特発性間質性肺炎

37 網膜色索変性症

38 クロイッフェルト・ヤコブ病

村
で
は
、
毎
年
8
月
と
1
2
月
に
原
因

が
不
明
で
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な
い

う
え
、
長
期
の
療
養
を
必
要
と
す
る
難

病
（
左
表
参
照
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

患
者
ま
た
は
家
族
に
対
し
、
そ
の
精
神

的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
特
定
疾
患
と
同

様
に
長
期
の
療
養
が
必
要
と
さ
れ
る
小

児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、
人
工

肛
門
装
着
患
者
、
人
工
透
析
療
法
対
象

者
に
つ
き
ま
し
て
も
見
舞
金
を
支
給
い

た
し
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
お

よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え

7
月
2
2日
閲

ま
で
に
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
6
闘
4
9
2
6

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
れ
る
か
た
は
寧
謂
を

＾
エ
肛
門. 
人
工
透
析
こ
該
当

特
定
疾
患. 
小
児
慢
怯
特
定
疾
患

Q
私
は

2
0歳
の
大
学
生
で
す
。
親

元
を
離
れ
て
い
ま
す
が
収
入
は
な

く
、
学
資
、
下
宿
代
等
も
親
か
ら

仕
送
り
を
受
け
て
い
ま
す
。
保
険

料
ま
で
親
に
負
担
を
か
け
だ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
何
か
よ
い
方
法
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

A

保
険
料
は
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
親
の
収
入
に
よ
っ
て

は
、
学
生
の
だ
め
の
免
除
制
度
も

あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
人
は
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
学
生
も
対
象
者
で
、

保
険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。

学
生
期
間
中
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

る
障
害
に
つ
い
て
も
保
障
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に

は
稼
得
能
力
が
な
い
か
、
ま
た
は

低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
世
帯
主
は
世
帯
全
員
の
被

保
険
者
の
保
険
料
を
連
帯
し
て
納

付
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
親
に
と
っ
て
負
担
が

あ
ま
り
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

親
の
収
入
に
よ
っ
て
は
保
険
料
の

納
付
を
免
除
す
る
と
い
う
、
学
生

の
た
め
の
免
除
基
準
が
特
別
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
分
に
つ
い
て
は
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、
3
分
の

1
の
年
金
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
を
満
額
に
す
る
に
は
、

後
で
収
入
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き

(
1
0年以
内
）
に
、
当
時
の

保
険
料
を
追
納
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
追
納
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
は
、
役
場
住
民
課
保
険

年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
Q
&

A
 

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (12) 



運動不足解消

ウォーキングで健康づくり

もっと歩いて もっと健康に．~I

健
康
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
は
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
規
則
正
し
い
食

生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
適
度
な
運
動

を
し
、
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
よ
ほ
ど
意
識
し
て
運
動
し

て
い
か
な
い
限
り
、
年
齢
と
と
も
に
運

動
量
は
減
っ
て
い
く
の
が
普
通
で
す
。

積
極
的
に
運
動
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。
で
も
、
何
か
ら
始
め
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
か
た
に
お
す

す
め
な
の
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気

軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ

と
）
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
効

果
バ
ッ
グ
ン
で
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

さ
あ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く

り
に
励
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
よ

う

①老化を防ぐ
足の裏には無数のツボや神経

が集中しているので、歩くこと

で脳が剌激され、老化を防ぐこ

とができます。

②骨粗しょう症の予防にも
立って歩くという運動は骨を

丈夫にし、骨粗しょう症予防に

も効果があります。

®高血圧を抑える
血行がよくなり、心臓病や脳

卒中の要因である高血圧を抑え

ます。虞鬱00``

●ウォーキンクの健腰効果
④動脈硬化を防ぐ
歩数が多いほど、動脈硬化を

防ぐ作用を持つHDL （善王コレス

テロール）が増えます。

⑤肥満を防ぐ
足の筋肉は全身の筋肉の約50%

分を占めます。運動量が大きい

のに疲労感が少ないので長続き

でき、肥満を防ぎます。

®ストレスの解消
仕事や家事雑用のことを忘れ

周りの風物を楽しみながら、歩ヘー

くことが習慣になれば、自律神

経系の調子もよくなり、ストレ

スが解消できます。

_’ 

皆
さ
ん
、
5

月
中
に
行
わ
れ
だ
基
本

健
診
の
結
果
は
い
か
が
だ
っ
だ
で
し
ょ

う
か
。
せ
つ
か
く
健
診
を
受
け
て
も
、

受
け
た
だ
け
で
は
意
味
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

基
本
健
診
は
成
人
病
の
早
期
発
見
な

と
か
ら
だ
の
異
常
の
有
無
を
発
見
す
る

目
的
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別

に
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
生
活
習
慣
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

検
査
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
健
康
維
持
・
増
進
の

だ
め
、
あ
る
い
は
症
状
の
悪
化
を
防
＜

だ
め
に
生
活
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

《安心ウォーキンクのためのテェッつホインビ

①暑い日のウォーキングは水分補給を十分にする

②病気の時は医師の指示に従って歩く

③ウォーキング中、気分が悪くなったら中止する

い
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
体

に
よ
い
と
聞
い
て
も
、
と
て

も
そ
ん
な
時
間
は
な
い
と
い

う
人
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
「
さ
あ
こ
れ
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
ぞ
」
と
、
一

定
時
間
を
決
め
て
行
う
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
歩
く
機
会
を
つ
く
れ
ば
そ
れ
で

い
い
わ
け
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
一
日
の

運
動
量
は
違
っ
て
き
ま
す
。

（
例
）

・
職
場
で
の
ト
イ
レ
は
一
階
上
へ

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
使
わ
ず
、
階
段
を
利
用
す
る
な
ど

④悪天候のもとでは無理に歩かない

⑤空腹時と満腹時は歩かないほうが好ましい

⑥心拍数を測ってみて限度を超えないように注意する. 
心拍数を

チェックしよう

歩行中の心拍数の限度
年齢（歳） 1 分間の心拍数

20~29 170拍

30~39 160拍

40~49 150拍

50~59 140拍

60以上 130拍

●心拍数の測り万

人差し指、中指、薬指

の3本を、親指のつ
け根側にある手首の
脈に軽く当てて測る。

(13) 平成 9 年 7 月 10 日（杓



海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
も

7

月

2
0
日
⑪
に
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を

記
念
し
て
無
料
開
放
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
真
夏
の
1
H
を
水
と
親
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

7

月

2
0日
旧
海
の
日

海
洋
行
無
料
開
放

内面E]ヅ
:E]而E]

三
社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

愛
好
者
募
集

8
月
2
7
日
困
．
9
月
3
日
困

1
3
日
由
・
1
7
日
困
・
2
7
日
由

◇
時
間
午
後
7
時
3
0
分
1

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
7
月
1
6
H
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

村
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
一
環
と
し
て
、
室
内
で
楽
し
め
る

◇
期
日
ボソ

フ

ルト

講バ

習レ

会

◇
日
時

正
午

◇
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

◇
対
象
小
学
生
以
上
の
村
内
在
住
・

在
勤
者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
7
月

3
1
日
困
ま
で
社
会
体
育
館
で
受
け
付

け
し
ま
す
。 8

月
2
3
日
由
正
午
1
2
4
日
⑲

第
8

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

練
習
の
成
果
を
発
揮

水
泳
記
録
大
会

自分の記録に挑戦する参加者

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
愛
好
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
初
心
者
、
経
験
者
の
か
た

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
I

．
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
連
絡
先
社
会
体
育
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
6
月

1

日
、
第

4
回
水
泳
記
録
大
会
を
同
セ
ン
タ
ー
で

-r  
~ •— 

優勝した「須賀八千代会」

一

`
 

~
 

9,`.`’’I 

~
 

~
 

‘
~
'
l
7
`

雪

h
"
"

·’ 

優
勝
須
賀
八
千
代
会

準
優
勝
南
大
島
下
老
人
ク
ラ
ブ

―
―
一
位
梅
原
老
人
ク
ラ
ブ
B

第

1
6回
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
1
4
0
人

が
自
由
形
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、

平
泳
ぎ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
の

6
種
目
、
5
4
レ
ー
ス
に
参
加
。

参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を

発
揮
し
、
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、
タ
イ
ム
を
記

録
し
た
記
録
証
が
後
日
渡
さ
れ
ま
し
た
。

：
今
後
も
、
健
康
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

花火による火災や事故に気をつけましょう

●子どもだけで花火をしない。

●水の入ったバケツを用意する。

●風の強い日や乾燥した日などには花火をしない。

●注意書きを必ず読む。

●燃えやすいものが近くにない、安全な場所で遊ぶ。

●花火をほぐしたり、束ねて火をつけることはしない。

優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

準
優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ

第

2
1
回
パ
パ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
チ
ェ
リ
ー
ズ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第

2
7
回
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (14) 



は
い

矢
島
の
不
動
様
境
内
に
、
元
禄
の
俳

お
ば
し
ょ
う

聖
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
句
碑
は
、
明
治
三
十
三
年
に
矢
島
地

は
い
か
い
し

区
の
俳
諧
師
十
余
名
の
人
た
ち
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
高
さ
―

m
五
十

ね
ぶ
が
わ
い
し

e
m
、
幅
七
十
五
e
m
の
根
府
川
石
を
使
っ

て
小
野
索
水
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
句
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八

八
年
）
に
芭
蕉
が
和
歌
山
県
の
高
野
山

で
詠
ん
だ
句
で
、
県
内
で
は
沼
田
市
の

か
し
ょ
う
ざ
ん

迦
葉
山
で
見
ら
れ
ま
す
。

芭
蕉
（
一
六
四
四
ー
一
六
九
四
年
）

は
正
保
元
年
（
寛
永
ニ
―
年
）
伊
賀
の

『
父
母
の
し
き
り
に
恋
し

雉
子
の
声
』

：召：9 ·.心•梵(... :..... ｷ. :: /; ...... , \..-•......:.'.............-: •. .. : : .. ::.: / 9• :. • 
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: 矢島に残る芭蕉句碑 ] 

芭
蕉
句
碑
（
矢
島
）

胃 国
上
野
赤
坂
（
三
重
県
上
野
市
赤
坂
町
）

の
身
分
の
低
い
武
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、
兄
の
他
に
姉
が
一
人
、
妹
が
三
人
と
う
ど
う

お
り
ま
し
た
。
十
九
歳
の
と
き
、
藤
堂

藩
（
伊
勢
の
国
安
濃
郡
1
1

三
重
県
津
市

さ
む
ら
い
だ
い
し
ょ
う
と
う
ど
う
か
ず
え

こ
お
か
れ
た
藩
）
の
侍
大
将
藤
堂
主
計

召
i
た
だ

良
忠
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

俳
諧
の
好
き
な
主
君
の
影
響
を
受
け
そ

の
道
こ
入
り
ま
す
。

患
雰
二
年
（
一
六
七
五
年
）
の
春
、

江
戸
（
東
京
）
に
出
て
、
俳
諧
の
道
で

精
進
を
重
ね
て
第
一
流
の
俳
人
と
な
り
、
じ
よ
う

諸
国
を
旅
行
し
て
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
《
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
年
）
名
古
屋
・
京

都
・
奈
良
・
伊
勢
を
め
ぐ
る
旅
》
・
「
更

科
紀
行
」
そ
し
て
、
四
十
六
歳
の
春
、

芭
蕉
の
生
涯
で
最
大
の
旅
と
な
っ
た
東

北
地
方
「
奥
の
細
道
」
を
書
き
上
げ
た

の
で
す
。

宗
房
・
桃
青
・
芭
蕉
等
と
い
く
つ
か

吋
俳
号
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

芭
蕉
の
句
碑
は
、
全
国
で
は
二
千
基

を
超
え
る
と
い
わ
れ
、
中
で
も
群
馬
県

に
は
そ
の
一
割
が
あ
り
、
そ
の
数
は
日

本
一
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
芭
蕉
の

足
跡
も
な
い
本
県
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
か

は
不
明
で
す
が
、
芭
蕉
の
遺
風
遺
徳
を

し
の偲
び
慕
う
田
舎
俳
諧
師
が
多
か
っ
た
の

だ
ろ
う
と
説
く
人
も
お
り
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
調
査
委
員

... " 
記

コ
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 昆

千代田 赤文 ; 人
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 冒
る限一

7 月 20 日
落合医院 大神医院 森下医院 海宝病院 増田医院 館林地区と ；り 厚

合 (72)3160 合 (62)2200 合(73)7776 合 (74)0811 合 (82)2255 同じです。 生

』 病

日
菅沼医院 岡田医院 院

7 月 21 日
合 (72)9090 合 (72)3163 

r 

まは 合

ょ： (72) 

7 月 27 日
根岸医院 川田（耳）医院 清河堂医院 慶友病院 館林地区と 竹越医院 3 

合 (72)3262 合 (72)3314 合 (72)3070 合(72)6000 同じです。 合 (84)3137 で 1 I 

胃 9 4 当 小西医院 川村医院 安楽岡医院 最上医院 わたらせクリニック 館林地区と ゜8 月 3 日 しで ‘--/ 

合 (86)2261 合 (72) 1337 合 (72)0572 合 (74)3763 合 (77)2727 同じです。 てで が
かす 担

真中医院 川田医院 横田（善）医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と ら゜ 当

番
8 月 10 日

合（72) 1630 合 (72)3724 合 (72)4970 合 (75)30 I I 同じです。 同じです。 呑戸ロク2, し
ま

し す
浜野病院 て ゜8 月 13 日
合 (88)5678 < ^ 内

だ 科

医
浜野病院 さ

8 月 14 日
合 (88)5678 し‘ :] ゜

8 月 15 日
浜野病院 産
合 (88)5678 婦

(15) 平成 9 年 7 月 10 日（杓



マイホームを設計
しよう．I

村教育委員会生涯学習課

ff(84)4491 

住宅を建てるうえでの基礎的な考

えを学び自分で設計しよう。また、

パソコンを使い作図してみましょう。

◇期間 9 月 20 日（士）から 10 月 22 日（水）

までの 10回 毎週水曜 B （午後 7

時～ 9 時）土曜日（午後 1 時～ 5 

時）

◇場所 県立館林商工高等学校

◇定員 30人（先着順）

◇受講料無料

◇申込期問 8 月 13 日（水）～ 9 月 3 日

（水）

◇申し込み村教育委員会生涯学習

課社会教育係へ

ご相談ください
アメリカシロヒトリ駆除

［役場経済課
合(84)3111

アメリカシロヒトリが発生する季

節になりました。この害虫は、サク

ラやプラタナス、ハナミズキなどの

木の葉を食い荒らしてしまう毛虫で

す。

アメリカシロヒトリでお困りのか

たは、役場経済課へご相談ください。

8 月は

電気使用安全月間です

「東京電力（株館林営業所 . 
合(72)4340

8 月は、通商産業省の主唱による

「電気使用安全月間」です。

この月間は、電気知識の普及と、

夏季の電気災害を防止するために設

けられたものです。電気の安全は、

お使いになる皆さんが主役です。

電気を安全に使用するために「 5

つのポイント」を守りましょう。

①ぬれた手で、電気製品を使うのは

やめましょう．I

②電気火災の原因、タコ足配線はや

めましょう．I

③渇電遮断器を取り付けて、電気の

事故を防ぎましょう．I

④アース線は、 しっかり取り付けま

しょう．I

⑤電気製品の取り扱い説明書は、必

ず読みましょう．I

ご存じですか児童扶養
手当•特別児童扶養手当

「役場福祉課 合(84)4926
〔児童扶養手当（田子家庭等）〕

18歳に達する日以後の最初の 3 月

31 日までにある児童（障害のある場

合は20歳未満の児童）で、次のいず

れかの条件にあてはまる者を監護し

ている母子家庭などの母親または母

親に代わってその児童を養育してい

るかた

・父母が離婚 ・父が死亡 ・父か‘

重度の障害者（国民年金 1 級程度）

・父の生死が不明 ・父から 1 年以

上遺棄 ・未婚の子（認知されてい

ない）

〔特別児童扶養手当（障害のある児

童）〕
精神または身体に障害のある 20歳

未満の児童を監護する父母または父

母に代わって養育しているかた

◇支結されないことがある場合

・児童幅祉施設等に入所しているとき

・児童（児童扶養手当は母、養育者を

含む）が公的年金を受けているとき

※児童扶養手当は、昭和60年 8 月 1 日

以降に手当を受給できるようになっ

たかたで、支給要件に該当する日から

5 年を経過したときは請求できませ

ん。また、父母などの所得が一定の額

を超えるときは、手当の支給が停止さ

れる場合があります。

技能五輪くんま '98

スローガン募集

技能五輪ぐんま '98推進協議会事務

局合027(233)2377

技能五輪ぐんま '98 とは、全国から

選抜された21歳以下の技能者が、建

築大工、機械組立て、美容、西洋料

理など約30数職種にわたり技能日本

ーを競い合う大会で、 10年11 月に本

県で開催される大会です。

◇募集内容大会にふさわしい、若

さと群馬らしさをイメージさせる

スローガン

◇募集期限 8 月 4 日（月） （消印有効）

◇応募方法 ハガキまたはファック

ス。スローガンと内容の説明、住

所、氏名、年齢、性別、職業、電

話番号を記入してください。

◇応募先 技能五輪＜‘んま '98推進協

議会事務局（職業能力開発課）

FAX 027 (233) 2434 

村の無料法律相談
◇日時＝ 8 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 8 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

乳児健診
◇日 時＝ 8 月 12 日伏）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年8 月、 9年1 月、 4月生

健康相談
◇日時＝ 8 月 5 日（火）

・午後 1 時～ 2 時受付
◇場所＝保健センター

人権・行政・心配こと相談
8 月は、お休みさせていただきます。

9 9 9 9 9 9,'; •,、,.,.、,.”’’’',’,: : : 9 :. 9 • 9 9... • ;.,..  *'• 9’·、:: :、:.9 • • ••• •• :..,.,、,.

交通事故相談
◇日時＝ 8 月 14H （木）

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 8 月 21 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
... • • -:': : :': :—..... •—9 : -.......’. 9 : :i ; :',..... •—:',..... 9.,': :, : : : :....., • : •.... ••• 9.':. 9 : : : ; : :...., • : •. • • • • ｷ •.’,’ 

今月の納税
• ·.,•,; :’. • •'... ·....’• 9. •.. • •’. •..、•.. • : : 
9........ :.................. : 9........,. 

◇固定資産税、国民年金保険料、水

道料金

◇納期限＝ 7 月 31H （杓

平成 9 年 7 月 10 日（杓 (16) 



「役場建設課 合(84)3111 --
村では、村営住宅の入居者を募集

しています。

募集している住宅は

◇須賀団地 1 戸

家賃…月額 1 万 6 千円

◇新田団地 10戸

家賃..月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

群馬票職員採用

中級•初級試験

群馬県人事委員会事務局

合027(223)1111

◇職種事務系・技術系職種

◇資格

・中級 昭和45年 4 月 2 日から昭和

53年 4 月 1 日までに生まれた人

•初級 昭和51年 4 月 2 日から昭和

55年 4 月 1 日までに生まれた人

◇申込期間 8 月 4 日（月）～ 22 日倫

◇第 1 次試験日 9 月 28 日（日）

◇願書配布場所 館林財務事務所合

(72) 4461 ほか

くんまの農業農村物語

フォトコンテスト

「県庁農政課 合027(223)1111
◇題材 県内の農業農村

◇規格 四つ切りカラープリント

裏面に応募票をはってください。

◇廊募期間平成10年 1 月 5 日（月）～

1 月 31 日（士）

◇応募票配布場所・応募先 県内の

カメラ店 応募票は11 月中旬配布

食品衛生フエアin
だてばやし•おうら '97 開催

館林食品衛生協会（館林地域保健所

内）合(72)3230

食品は私たちの生命の起源であり、

健康な生活を送るための基盤です。

そこで食品の衛生と安全性を追求

し、安心できる食生活の実現を目指

すため開催します。

◎テーマ 心のふれあう豊かな食卓

◎展示

◇日時 8 月 8 日面～ 9 日（士）

◇場所館林市文化会館小ホール

◇内容 テーマに合った内容の展示

◎アトラクション

◇日時 8 月 8 日面午後 1 時～

◇場所館林市三の丸芸術ホール

◇内容館林市郷土芸能

◎記念講演

◇日時 8 月 8 日面午後 1 時30分～

◇場所館林市三の丸芸術ホール

◇講師渡辺文雄（俳優）

◇演題 日本の味雑学おもしろ話

※その他抽選会、健康測定（体脂
肪測定、骨密度）

群馬隈警察官 B ・婦人

警察官 B 採用試験

ff (75)0110 
l 館林警察署

◇資格

・警察官 B 大学卒を除く昭和42年

4 月 2 日から昭和55年 4 月 1 日ま

でに生まれた男子

・婦人警察官 B 大学卒を除く昭和

42年 4 月 2 日から昭和55年 4 月 1

H までに生まれた女子

◇申込期問 7 月 22 日因～ 8 月 22 日

倫

◇第 1 次試験日 9 月 21 日（日）

◇願書配布場所 館林警察署、明和

駐在所合 (84)2200ほか

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

／クジニ 第369回全国自冶宝くじ

サマージャンボ室くじ
1等•前後賞合わせて

1 億5,〇〇〇万円
1等6 、 000万円 X 126本／前後賞各4,500万円

発売期間7月222日火～E3月 E9日金
（発売総額1,260億円． 42ユニットの場合） 抽せん日： 8 月 19 日（火）
1 等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 6 、 000方円・・........・・・・・・・・・・・ 126本

1 等の前後賞・・・・・・・・・ ···4,500方円・・・・・・・・・・・・・ ·•······252本 サマージャンポ宝くじは通信販売でもお求めできま
1 等の組逗 L 、四・· • • • • • ••••• 1 0万円．．．．．．．．．．．．· • • 1 2, 474本 す。どうぞこ‘利用〈ださし ‘o
2 等・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・ 1 、 000万円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126本

3 等・·•·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··100方円・・・・・・・・・・· • • • • • • •2, 1 00本 お問しヽ合わせ先 TEL. 0 3 -3 5 9 6 -3 7 7 l 
4 等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··1 万円・・・・・・・・・・・・・.. 420.000本

冑二ら報事業31日法人全4：□言：興協会の：：tニ:!〖：［：］扇｛：日

とうもうめくり

参加者募集

東毛広域市町村圏振興整備組合

合(45)8181

東毛広域（明和村など邑楽郡、館

林市、太田市、尾島町、新田町）で
は、「とうもうめぐり」と称して、圏

域内の名所、旧跡など観光めぐりの

参加者を次のとおり募集します。

◇期日 8 月 20 日（水）および22 日面の

両日（雨天決行）

◇集合時間午前 7 時45分（帰着時

間は午後 6 時予定）

◇集合場所館林市役所（正面玄関

前）

◇対象者 圏域内の親（保護者）と

子（小学生）の 2 人 1 組

◇募集組数 1 日につき 26組 (52人）

（応募多数の場合抽選）

◇参加費無料（昼食、飲物は事務

局で用意）

◇コース 圏域内 9 ヵ市町村の名所、

旧跡等を観光

◇申し込み ハガキに住所、氏名（親

と子の氏名と年齢）、電話番号、参

加希望日を明記のうえ、 7 月 31 日

困（到着分有効）までに東毛広域

市町村圏振興整備組合(〒373 太

田市浜町 2 番35号 太田市役所内）

ヘ

やまとり号 1 日見学

参加者募集

「館林財務事務所 合(72)4461 --
館林財務事務所では、県政に対す

る理解を深めていただくため、「やま

どり号 1 日見学」（県有施設）の参加

者を募集します。

◇期日 10 月 16 日（杓

◇見学場所 県立自然史博物館、晶

岡市立美術博物館・福沢一郎記念

美術館（富岡市）

◇対象 邑楽郡および館林市内在住

のかた

◇定員 100人（定員を超えた場合は、

抽選）

◇参加費 無料（集合場所までの交

通費および昼食は参加者負担）

◇申し込み往復ハガキに、住所・

氏名・年齢・職業・電話番号・過

去の参加の有無を明記し、 8 月 29

日（岱までに〒374 館林市仲町11番

10号 館林財務事務所地域振興室

へ（ハガキ 1 枚につき 1 人）

c
 

/ 
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:: 村の人口と世帯 6月の救急車出動回数 :; 
;, 7月 1 日現在（対前月比）
食
, 世帯数 3,254戸（土 0) ●交通事故 9 件：，
く← 人口総数 I I, 548人(+|7) ·、4-

:‘男 5,822人・女 5,726人 ●急 病 8 件］、
;, (6 月中の動き） •その他 3 件 ; 
］今 出生 5 人・死亡 6 人 ｷt 
:: 転入 43人・転出 25人 • 計 20 件 : 
ーと↓，；ふ 9さやそ·心ゞ，ぐ:.. ~;>．心叫こ、心ー心およー→． ·`..9., 七今•'か心— 4.9．．ぶー、'..ro ュ；．；← • 4..'.ゃ・や。今唸← ••9ぐ～ゞ；＇弓·ゞ 9ぐ～｀斉’-;x• 94'..｀，ぷ

くるのをうねはほ笑どもだごまがい財ん 岡福落石梅橋 荒横阿野長
だの取付で゜今いし顔もた幼おしす海つ団でい 安島合川澤本氏斗← 井塚部本田
さで材けすこ年らいがをち稚父く゜洋いかいよ ［゜°=00] 伊 未み

ぃ。悶甘［か皇は!~コ 9 こ詈：言夏ど悶汀篇ょ 1~扁 l 喜茂進詞塁亨名 9 霊：饗嬰：霊畠！名
がきよ水一雨せ人ま込顔ミゃい。ん夕にに和夏 l l 
青だうは唇畠欠孟： ; ；三盆 伍立門霰喜盆 ！集i 88 82 56 79 65 4.0 孟ゃ
また今故→に と続事も動さ 調もが譲セ° I I キー秀健久貰世 aナ
［と。口且畠嬰 し嵐閲：会全 賃塁乞塁tら ！仕委］ イ男子一子好璽→←
らて並く雨降 強の多きこー を運暑れ 1 時 l l 
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女女男男男

矢江須江須斗地蔽新千

島口賀口賀畠区嘉里開輪輪谷区
%% % % ％桝］塁％ % % % % ］塁
※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

大 大 中 士也 （
敬
称
略
）

平成 9 年 7 月 10 日困 (18) 
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村
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
任
期
満
了
に
伴

う
明
和
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

村
民
多
数
の
方
々
か
ら
格
別
な
る
ご

支
援
と
温
か
い
ご
指
導
に
よ
り
、
引

き
続
き
村
政
の
執
行
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
、
改
め
て
そ
の
責
務
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
四
年
間
に
公
共
施
設

の
充
実
に
重
点
を
お
き
、
皆
様
か
ら

熱
望
さ
れ
た
公
園
建
設
に
力
を
注
ぎ
、

各
方
面
か
ら
多
大
の
ご
指
導
に
よ
り

広
場
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
図
書

館
併
設
の
産
業
文
化
館
を
完
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
政
面
で
は
排
水
事

業
を
は
じ
め
土
地
改
良
事
業
を
完
工

し
、
利
便
を
図
り
ま
し
た
。
一
方
、

学
校
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
と
、
単

独
自
校
方
式
で
あ
っ
た
学
校
給
食
を

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
本
村
も
人
口

の
高
齢
化
・
少
子
化
、
価
値
観
の
多
様

化
、
国
際
化
の
進
展
な
ど
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
来
て
お
り
ま
す

か
、
夢
の
あ
る
未
来
を
創
造
す
る
、
活

力
と
う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

つ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
政
策
と
し

て
掲
げ
ま
し
た
国
道
―
二
二
号
や
道
路

網
を
主
体
と
す
る
都
市
計
画
道
路
お
よ

ガ

ラ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
に
よ
り
、
最
新
の
施
設

に
て
供
給
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し

こ
。f
 

明和村長

斎 藤 憲

｛就任あいさつ］
び
区
画
整
理
、
下
水
道
事
業
の
推
進
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
よ
る

保
育
の
充
実
、
高
齢
者
・
身
障
者
福

祉
の
充
実
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
高
揚
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
行
財
政
改

革
、
情
報
公
開
、
地
方
分
権
が
叫
ば

れ
て
い
る
中
で
、
皆
様
と
の
対
話
を

挟
ん
で
、
効
率
の
よ
い
ガ
ラ
ス
張
り

の
村
政
を
目
指
し
ま
し
て
‘
―
つ
の

自
治
体
と
し
て
信
頼
と
期
待
が
膨
ら

む
、
魅
力
あ
る
村
を
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
が
故
郷
が
明
和
村
で
よ
か
っ
た
、

明
和
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
、
愛

着
と
誇
り
を
持
て
る
村
を
総
合
的
見

地
に
た
ち
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

カ
の
も
と
に
、
第
四
次
明
和
村
総
合

張
り
の
村
政
を

計
画
の
具
現
化
に
向
け
て
、
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
い
た
し
た

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、

過
去
八
年
間
に
倍
し
ま
し
て
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
村
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

対
話
を
挟
ん
だ

◄

村
長
室
で
バ
ッ
ジ
を

付
け
る
斎
藤
村
長

七
月
六
日
の
村
長
選
挙
に
当
選
さ
れ
た
斎
藤
憲
村

長
は
七
月
二
十
四
日
、
村
議
会
議
員
、
築
比
地
教
育

長
、
明
和
分
署
員
、
村
職
員
ら
百
人
ほ
ど
が
出
迎
え

る
な
か
、
後
援
会
関
係
者
ら
と
一
緒
に
初
登
庁
し
ま

し
た
。

斎
藤
村
長
は
、
出
迎
え
た
人
た
ち
か
ら
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
祝
福
の
こ
と
ば
や
女
性
職
員

か
ら
花
束
の
贈
呈
に
笑
顔
で
こ
た
え
、
盛
大
な
拍
手

で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
役
場
会
議
室
で
村
長
か
ら
職
員
に
対
し

て
訓
示
を
行
い
、
斎
藤
村
政
の
三
期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

且
＂

斎藤村長 初登庁

平成 9 年 8 月 10 日（日） (2) 



現職の斎藤憲氏が

明和村長選挙

3
 
選

村長選挙地区別投票結果

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率

斗合田 303 261 42 86.14 

下江黒 ,254 225 29 88.58 

上江黒 407 338 69 83.05 

千津井 491 427 64 86.97 

江 日 479 418 61 87.27 

田 島 456 387 69 84.87 

南大島 907 751 156 82.80 

新里 1,166 893 273 76.59 

中 ベロ 888 621 267 69.93 

梅原 734 612 122 83.38 

JI I 俣 304 260 44 85.53 

須 賀 403 345 58 85.61 

大輪 708 629 79 88.84 

入ヶ谷 100 93 7 93.00 

矢 島 528 441 87 83.52 

大佐貫 556 408 148 73.38 

計 8,684 7,109 1,575 81.86 

任
期
満
了
（
七
月
二
十
―
-
B
)
に
伴

う
村
長
選
挙
が
七
月
一
日
に
告
示
さ
れ
、

無
所
属
で
現
職
の
斎
藤
憲
氏
闘
と
無
所

属
で
新
人
の
新
井
順
一
氏
闘
の
二
人
が

立
候
補
し
、
村
で
は
昭
和
四
十
一
年
以

来
三
十
一
年
ぶ
り
の
村
長
選
挙
と
な
り
、

有
権
者
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。

七
月
六
日
に
村
内
七
ヵ
所
で
投
票
が

行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の

斎
藤
氏
が
村
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

斎
藤
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
に

村
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
元

年
七
月
ま
で
議
員
と
し
て
活
躍
。
そ
の

間
、
副
議
長
、
議
長
な
ど
を
歴
任
し
公

正
な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
任
期
途
中
で
辞
任
し
た
前

村
長
の
後
を
引
き
継
い
で
、
平
成
元
年

七
月
お
よ
び
平
成
五
年
七
月
に
連
続
無

投
票
で
当
選
さ
れ
、
今
回
三
期
目
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
村
政
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
は
、
八
千
六
百
八
十

®
斎
藤新

井

四
人
。
投
票
率
は
、
前
回
の
村
長
選
（
昭

和
四
十
一
年
時
、
九
六
•
五
三
％
）
に

比
べ
、
一
四
・
六
七
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

八
一
・
八
六
％
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

憲
三
、
五
六
四
票

順
一
―
―
-
、
四
―
―
票

（
無
効
一
三
三
票
）

（
不
受
理
一
票
）

候
補
者
別
得
票
数

ズ1

慎重に行われた開票作業

►

原
口
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
受
け

る
農
業
委
員

当
選
さ
れ
だ
委
員
は

次
の
か
た
か
だ
で
す

無
投
票
当
選

農
業
委
員
1
5名

農
地
の
枇
話
人

任
期
満
了

(
7月
2
8日
）
に
伴
う
、
7
月
2
4日
執
行
の
明

和
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
7
月
1
9日
告
示
さ
れ
ま
し
だ

が
、
立
候
補
届
出
者
が
1
5名
の
定
数
を
超
え
な
か
つ
だ
だ
め
、

全
員
の
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
だ
。

（
敬
称
略
）

〔
公
選
に
よ
る
委
員
〕
※
届
出
順

田
口
幸
太
（
矢
島
）

6
5歳
現

柿
沼
昭
博
（
江
口
）

6
0歳
新

薗
部
七
郎
（
千
津
井
）

6
7歳
新

鈴
木
荘
六
（
新
里
）

6
4歳
現

吉
永
茂
（
梅
原
）

6
4歳
新

機
村
昭
一
（
斗
合
田
）

6
8歳
現

本
澤
萬
吉
（
南
大
島
）

6
4歳
新

渡
邊
喜
一
郎
（
須
賀
）

6
5歳
新

牛
久
保
文
雄
（
上
江
黒
）

5
9歳
新

新
井
幹
一
（
田
島
）

6
6歳
新

川
村
登
（
大
輪
）

6
3歳
現

藤
野
松
雄
（
川
俣
）

7
0歳
新

鯉
沼
秀
夫
（
大
佐
貰
）

6
1歳
新

関
日
昭
一
（
下
江
黒
）

6
9歳
新

折
原
篤
（
中
谷
）

7
0歳
現

(3) 平成 9 年 8 月 10 日（日）



訓練の成果を発揮
明和消防団ポンブ操法競技大会

迅
速
な
行
動
、
確
実
な

動
作
、
規
律
な
ど
が
競

わ
れ
た
大
会

第
1
7
回
明
和
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
7
月
1
3
日
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
南
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

3
3人
の

選
手
が
5
月
下
旬
か
ら
1
ヵ
月
以
上
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
団
員
の
士
気
高
揚
と

基
本
的
消
火
技
術
の
向
上
を
図
る
の
が

目
的
で
、
標
的
に
放
水
す
る
ま
で
の
迅

速
な
行
動
、
確
実
な
動
作
、
規
律
、
安

全
性
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
斎
藤
村
長
か
ら
「
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、

立
派
に
競
技
が
で
き
ま
し
た
」
と
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

深
野
一
己

田
部
井
洋

荒
井
克
明

新
井
正
彦

（
千
津
井
）

（
梅
原
）

（
江
口
）

（
田
島
）

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
二
分
団
第
一
班

▽
準
優
勝
第
三
分
団
第
一
班

▽
三
位
第
一
分
団
第
一
班

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
個
人
）

▽
優
秀
賞

〇
指
揮
者
野
本
哲
男
（
大
輪
）

0

一
番
員
村
田
師
彦
（
大
輪
）

0
二
番
員
松
本
久
（
南
大
島
）

0
三
番
員
帆
足
洋
一
（
南
大
島
）

0
四
番
員
森
尻
博
（
南
大
島
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
第
一
分
団
第
二
班

▽
準
優
勝
第
二
分
団
第
二
班

▽
三
位
第
三
分
団
第
二
班

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
固
人
）

▽
優
秀
賞

〇
指
揮
者

0
一
番
員

0
二
番
員

0
三
番
員

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

優
勝
し
だ
団
体

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

固
人
の
皆
さ
ん

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
固
人
）

. 
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
伺
人
）

平成 9 年 8 月 10 日（日） (4) 



特集
第4回 私たちの下 9k 遭

•• 下宣菫の剛瓢闊慮 •• 

国 費（国庫補助金）

建設事業費

公

共

下
水
道

維持管理費

費用の構成

・管 渠

・ポンプ場

・処理場

費用の構成

財
源
の
構
成

・維持管理費

・起債元利償還費

財
源
の
構
成

地方費

一般市町村費

地方債

一般都道府県費（補助金）

受益者負担金

使用料収入

一般市町村費

下水道は施設の建設に長い年月と多額の費用を必要とします。けれとも、長い年月と多額の費用をか

けて施設が完成しだからといって、下水道の事業が達せられる訳ではありません。でき上がつだ下水道

施設を適切に維持管理してこそ、初めて下水道はその役割を果だすことができるのです。

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
巨
額

の
建
設
費
用
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の

建
設
費
用
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

や
地
方
債
と
い
う
借
入
金
、
さ
ら
に
は

一
般
市
町
村
費
、
受
益
者
負
担
金
な
ど

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
放
流
し
た
汚
水
の
量
に
応

じ
て
使
用
者
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納

め
て
い
た
だ
い
た
使
用
料
は
、
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
費
や
元
金
償
還
金
な

ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公
園
の

よ
う
に
一
般
の
公
共
施
設
と
違
っ
て
、

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る

地
域
の
人
々
が
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
下
水
道
の
建
設
費
を
税
金
だ

け
で
ま
か
な
う
こ
と
に
す
る
と
、
下
水

道
の
恩
恵
を
受
け
な
い
人
た
ち
に
ま
で

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
公
平
な
負
担
の
原
則
に
反
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
下
水
道
の
建
設
費
の
一
部

を
下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
、
利
益
を
受

け
る
人
た
ち
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
整
備
促
進

を
し
よ
う
と
い
う
の
が
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
「
受
益
者
負
担
金
」
の
制
度
で

す
。

役
場
都
市
開
発
課

0
2
7
6

闘
3
1
1
1

内
線

3
5
4

◇
受
益
者
と
は

下
水
道
の
整
備
区
域
内
に
土
地
の
所

有
者
お
よ
び
権
利
者
で
す
。
た
だ
し
、

借
家
人
な
ど
は
土
地
に
権
利
が
な
い
た

め
受
益
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◇
単
位
負
担
金
額
は

受
益
者
負
担
金
は
、
負
担
区
や
土
地

の
広
さ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
単
位

負
担
金
額
は

(
1
面
当
た
り
）
に
所
有

す
る
土
地
の
面
積
に
乗
じ
て
算
出
し
ま

す
。
一
般
に
4
0
0
1
5
0
0

円
／
t

程
度
が
多
く
、
平
成
6

年
度
の
平
均
額

は
4
5
4

円
／
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
方
法
は
、
分
割
方
式

(
3
1
5
年
）

や
一
括
納
付
報
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
下
水
管
や
処
理

場
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
た
め
下
水

道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
流
す
下
水
道
使
用
料

は
原
則
的
に
水
道
使
用
料
に
基
づ
い
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
一
般
家
庭
が
水
道
を
1
ヵ

月
分
2
0
m
a
使
用
し
た
場
合
、
下
水
道
使

用
料
は
平
成
6

年
度
の
全
国
平
均
で
は
、

お
お
む
ね

2
,
0
0
0

円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

(5) 平成 9 年 8 月 10 日（日）



村
民
文
化
大
学
の
日
程
と
講
師
に
つ

い
て
、
前
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

1
0
月3

日
⑥
三
屋
裕
子
さ
ん

演
題
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
賭
け
た
わ

た
し
の
青
春
」

1
0
月
1
5
日
困
平
野
市
子
さ
ん

演
題
「
2
1
世
紀
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

◇
外
来
1
回

◇
外
来
薬
剤

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

1
0
月
2
9
日
困
ケ
ー
シ
ー
高
峰
さ
ん

演
題
「
ケ
ー
シ
ー
の
健
康
教
室
」

◇
会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

◇
受
講
料

l
,
0
0
0

円

(
3講
座

セ
ッ
ト
）

◇
申
込
方
法

0

村
内
在
住
者
9
月

7

日
⑪
＼

0

村
外
在
住
者
9
月
2
1
日
⑪
ー
（
た

だ
し
、
2
1
日
ま
で
に
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。
）
直

接
明
和
村
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〇
申
込
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
3
0
分

か
ら
午
後
5
時
1
5
分
で
す
。

9
月
8
H
⑪
•
1
6日
閲
・
2
2
日
⑪
．

2
9
日
囲
は
休
館
の
た
め
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
。

お
年
寄
り
の
医
療
費
か

9

月
1

日
か
ら
変
わ
り
ま
す

お
年
寄
り
の
医
療
費
が
、
平
成
9
年

9
月

1
H

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

◇
入
院
1
日

9
年
度

l
,
0
0
0

円

1
0
年
度
1
,
1
0
0

円

1
1年
度

l
,
2
0
0
円

5
0
0

円
（
同
一
医
療

機
関
ご
と
に
月
4

回
を

限
度
）

（
低
所
得
者
は
免
除
）

0

内
服
薬

(
1
日
に
つ
き
）

1
種
顆

0

円

2
1
3
種
類
3
0
円

4
1
5
種
類
6
0
円

6
種
顆
以
上

1
0
0

円

0

外
用
薬

1

種
類

5
0

円

2

種
類

1
0
0

円

3

種
類

l
5
0

円

〇
頓
服

1

種
類
に
つ
き

l
0

円

※
外
米
薬
剤
に
か
か
る
一
部
負
担
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
、
退
職
者
医

療
、
老
人
保
健
の
各
制
度
を
通
じ
て
共

通
で
す
。

※
「
低
所
得
者
」
と
は
、
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
で
す
。

医
療
保
険
制
度
が
健
全
に
運
営
さ
れ
、

今
後
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
顧

い
い
た
し
ま
す
。

村
民
文
化
大
学
教
養
講
座

聴
講
券
発
売
9

月
7

日
ガ
ら

発
掘
速
報
展

昨
年
度
行
わ
れ
た
矢
島
遺
跡
発
掘

調
査
の
出
土
品
等
を
展
示
す
る
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
発
掘
調
査
で
は
縄
文
時
代
後

期
の
深
鉢
や
壷
な
ど
の
土
器
、
石
斧

せ
き
ぞ
く

や
石
鏃
な
ど
の
石
器
、
そ
の
他
縄
文

ど
こ
う
ぼ

時
代
の
土
壊
墓
や
古
墳
時
代
の
住
居

跡
な
ど
多
く
の
も
の
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
ま
だ
整
理
の
途
中
で
速
報
的

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
休
み
中
の

小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
調
査
整
理
の
現
状
・
成
果
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
と
お
り

展
示
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

◇
会
場
中
央
公
民
館
展
示
室

◇
日
時
平
成
9
年
度
8
月
2
3
H

由
1
8

月
2
9
日
⑥

.ヽ. 
i,

4,. 
••• ,
ｷ
ｷ
 

i
tL

、
、
9
9

,
9

、
J
ノ
'
‘
}
号
ク
，

~
，
豆
雀

-
l
.
r
“
.
‘
9

¢
ー
令
於

9
·ヽ

‘
`

l、,
r
‘
/
\

i
石
＇
ヘ
グ

ヽ
｀

』
'

ー
、
“

租亀

午
前
9
時
1

午
後
5
時

8

月
2
5
日
⑪
は
休
館

縄
文
時
代
後
期
（
約
4

千
年
前
ー
約
3
千
年
前
）

の
土
器
や
石
器
な
ど
の

生
活
用
具
、
装
飾
品
、

信
仰
祭
祀
関
係
品
の
数
々

な
ど

◇
そ
の
他
入
場
は
無
料
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
村
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

(
6
8
4
_

4
4
9
1
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
展
示
品

文
人
の

土
器
に
刻
ま
れ
た

矢
島
遺
跡

ベと

平成 9 年 8 月 10 日（日） (6) 



明
和
村
の
皆
さ
ん
、
私
の
こ
と
を
い

ろ
い
ろ
と
お
世
話
し
て
く
だ
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

の
2

年
間
、
私
は
明
和
中
学
校
で
英
語

指
導
助
手
と
し
て
、
英
語
を
教
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
や
小
学
校
、

幼
稚
園
で
も
教
え
た
こ
と
、
村
の
オ
フ

ト
ー
ク
番
組
で
の
英
会
話
放
送
な
ど
も

大
変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な

農
村
地
域
で
生
活
し

”
H
本
“
を
体
験

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
（
体
育
祭
、
花
見
、
カ
エ
ル
の

合
唱
、
田
園
を
自
転
車
で
通
っ
た
こ
と
、

演
歌
を
流
し
な
が
ら
や
っ
て
来
る
魚
売

り
：
）
こ
れ
が
明
和
村
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
り
、
思
い
出
す
た
び
ほ
ほ
え
ん
で
し

ま
う
の
で
す
が
：
·
O

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と

令牽豪豪豪豪牽牽牽牽牽李牽牽豪牽豪牽李牽令

条忘れられなし＼：

: 患し＼出 : 

l あ 0 か‘とラ l
令豪豪傘豪牽豪豪牽牽豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪令

作
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
／
．

7
月
に
帰
つ
だ

ガ
イ
・
ワ
キ
ン
さ
ん

た村 てを 心にう生あ私 も二の
あしの最忘持皆をつちまりの私心の出
りまま後れちさ持いにれ‘国がにふ、会
がすすにま続ん、つて‘たそと学残る汀
と゜ま‘せけ”よ‘自これはんるさ
う す皆んてふう知分とを違だこと明

: 9 : ゚；こ言； ；且t] ; : ; ／／と［］
い 発の さとりとに゜で化はしし私
ま 展ご いをまかつそき‘‘ょてに
し を健 ゜思しでいうる生日う‘と
た お勝 私 2 たきてし気活本゜いつ

口砂に゜閉贔、嘉［゜旦自、：、誓覧且］て
い和 し／／ い国るがが‘ で第

将
来
の
街
づ
く
り
計
画
策
定

役
場
で
は
、
将
来
の
街
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
る
た
め
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
街
づ
く
り
は
、
行
政
、

住
民
利
用
者
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

の
係
わ
り
で
達
成
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
意
見
を

今
後
の
街
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
資
格

次
に
該
当
す
る
か
た

ま
ち
っ
く
り

委
員
募
集

•
平
成
9
年
4
月
1

日
現
在
2
0
歳

以
上
の
か
た

・
村
内
に
在
住
し
て
い
る
か
た

▽
募
集
人
員

4

人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合

選
考
）

▽
募
集
期
間

8
月

1
8日
囲
1
8
月

2
9日
面
消
印

有
効

▽
募
集
方
法

街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
普
段
考

え
て
い
る
こ
と
、
提
案
等
に
つ
い

て
、
原
稿
用
紙
一
枚
程
度
に
ま
と

め
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
明
記

▽
廊
募
問
い
合
わ
せ
先

明
和
村
役
場
都
市
開
発
課
(
〒
3

7
0
|
0
7

明
和
村
大
字
新
里
2

8
8
6
8
4
_
3
1
1
1内
線
3
5

4

)

 

夏
は
水
に
親
し
む
機
会
が
増
え
る

時
期
。

特
に
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
水

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
次
の
こ
と
に
大
人
が
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い

◇
池
な
ど
に
は
網
や
さ
く
を

◇
水
の
恐
さ
を
教
え
る

◇
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に
注

意
◇
下
校
途
中
に
池
や
川
、
用
水
路
な

ど
で
水
遊
び
は
さ
せ
な
い

◇
大
雨
の
後
は
川
に
行
か
な
い

◇
河
川
で
の
水
泳
は
や
め
る

◇
水
難
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
、
日

ご
ろ
か
ら
家
庭
で
話
し
合
う

水
難
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

面ヒ＝＝＝＝＝ゴ====---=ゴ＝ゴ＝ゴ唾

] [ 
] [ 

(7) 平成 9 年 8 月 10 日（日）
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•
月
―

一

日

9憂

i
止
を
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
初
日
一

ー
会
の

7
月
1

日
、
川
俣
駅
前
な
ど
村
一

9
 一
方
社
内

3
ヵ
所
で
更
生
保
護
婦
人
会
の
一

一
皆
さ
ん
に
よ
り
薬
物
乱
用
防
止
の
一

-

"

p

-

一
行
J
n
`
い
]
:
[
』
冒
い

□

一

9
 一

ヒ
F

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
一

一
ゴ
ブ
犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る
と
と
一

_

_

 

一
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
一

一
走
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
更
正
し
て
一

憂
”_

_

 

·
円
滑
に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
皆
―

_

_

 

一
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

亭
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i 保育園七夕まつり
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5 ごーった浴 夕込ちは: 日なし緒りり衣子まめん園 8
におまに‘‘をどつらや庭月

! 行‘し楽ゲ金着もりれ子に 1
t わ西たし 1 魚てたをたど手日! れ保゜いムす歌ち行短もづ‘

ま育 七なくつはい冊たく中
t し園 夕どいた‘まをちり央! たで のでやりかし飾のの保

゜は 夜父風‘わたり願ち育i 8 を母せ踊い°‘いょ園
月 過とんつい 七がうで
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l ̀ 二こ
をでい 料ッ後どのを人 でか対
振きた参理ケ‘基協講が教開ら象
るるめ加作や野本力師参室か 7 に
つよ‘者り手菜技もに加にれ月し
てうまはに打や術得‘゜はまにた
いにた-,挑ち保のて村 1呆 30 しか-,
まし‘料戦そ存指‘食健歳たけ男
した妻理しば食導最生セ代゜ての
たいにをまなをを初活ンか 5 料

♦ o L 少自しど使受に改夕ら 回理
とし分た‘つけ包善 I 60 ほ教
楽でで゜健たま丁推の歳 ど室
しも作 康おしの進荒代 中 L
そ手つ をかた使員木ま 央か、｀
う伝て 考ら゜いの栄で 公

, i直ぶ； ; : `忍夕： 9 霜 塁昌
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(9) 平成 9 年 8 月 10 日（日）
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i l＼日市場市と
i り..,.,~ドゴIしつで交流 ! 
i 冑烹↑晶本斎贔贔、し，［皇； 9 本 l 
i まとル場村大‘で・年゜さ交ラ村 t 
! し楽 3 市の会グ知レ前 と流ウと ! 
号 たしゲの会をラりクの の大ン千 ! 
・ ゜み I 会員続ウ合リ第 広会ド葉 i ! なム員 37 けンつエ 1 場がゴ県 : 
; がを 14 人てドて 1 回 で 7 ル八 ! 

ら和人おいゴかシ全 開月フ日 令
令 交気はよまルらョ国 か 30 会市 争! 流あ‘びすフ毎ンス れ日員場 t 
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人余の観客を魅了 l 
東京交響楽団公演 l 

ど協ャ 催文低台 たる 1 i 
‘奏イ東し化料芸こ゜さケ文
オ曲コ京た庁金術の とス化 ; 
I L フ交もやでを移 産卜庁 ; 
ケやス響の県鑑よ動 業ラ移 ; 
：妥↑胃t村・ti畠 奇畠贄 i 
ラ響→ 75 ゜教てく祭 館が術 ; 
の曲ヴ名 育いのは で 7 祭 ; 
だ第アに 委たヵヽ‘ 開月巡 ; 
い 4 イよ員t;、た優か l9 回 ; 
ご番オり 会 がれ れ日公 ; 
味 L リ‘ がたかか ま‘演 ; 
をなンチ 開ぬ丘葺 しふオ ! 

芦聾
·ー·--叫一·…に争―`•-·叩•ー •9●ー·—ー •9．-·＂一· •叫-·"•·-憂一 4•り



ー. ヽヽ
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‘
、
乙

キ)` 
ヽ

e
 

ー
や

⑱
 

7
J
 

ー
で
，
均

7

月
1
2
日
か
ら
2
7
日
ま
で

各
地
区
で
、
あ
み
こ
し
や
さ
さ
ら
な
と

そ
の
土
地
独
特
の
祭
り
が
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。

夏
祭
り
は
、
五
穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
を
祈
る
大
事
な
伝
統
行
事
。

合
回
は
、
伝
統
芸
能
を
守
つ
て
い
る
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
だ
。

（大佐賓）

夏

ま

っ

の

域

ひょっと乙

! 

ぷ
．、

急｛尽ょべ
、、

舞うささら

に中谷）

り

厚
屠ざ

ぶ毅豊穣を籐

地

平成 9 年 8 月 10 日（日） (10) 



食中毒を防こ
～食中毒予防は家庭から～

う
”~ 

昨年は腸管出血性大腸菌0-157が世間を騒がせ、皆さんも大変気をつけ

られだことと思いますが、残念ながら今年もまだはやりそうです。食中

蚕というと、大量に調理するような結食やレストランの食事が原因と思

われがちですが、毎日の食事でも発生する危険性は潜んでいます。気温

が高くなるこの時期は特に注意が必要です。以下のポイントに注意して、
食中雲を予防しましよう．I

〇
肉
・
魚
•
野
菜
な
ど
は
新
鮮
な
物
を

購
入
し
よ
う
。

0

表
示
の
あ
る
食
品
は
消
費
期
限
の
確

認
を
。

0

特
に
生
鮮
食
品
な
ど
は
買
い
物
の
最

後
に
し
、
寄
り
道
し
な
い
よ
う
に
し
よ

、
つ〇

購
入
し
た
肉
や
魚
は
水
分
が
湖
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
包
み
、

持
ち
帰
ろ
う
。
保
存
す
る
際
も
同
様
に
。

図
琢
庭
で
の
保
存

〇
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
物
は
、
持
ち

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に

入
れ
よ
う
。

〇
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
は
詰
め
す
ぎ
な
い

で
、
7

割
く
ら
い
が
目
安
で
す
。

〇
冷
蔵
庫
は
1
0
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
1
5
℃
以
下
が
目
安
で
す
。

①
食
品
の
購
入

し
か
し
こ
れ
で
細
菌
が
死
ぬ
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
活
動
が
止
ま
っ
て
い
る

状
態
な
の
で
早
め
に
使
い
切
る
こ
と
。

〇
肉
や
魚
な
ど
を
扱
う
時
は
、
前
後
に

よ
く
手
を
洗
お
う
。

〇
流
し
台
の
下
に
食
品
を
保
存
す
る
場

合
は
水
漏
れ
に
注
意
。
ま
た
、
じ
か
に

床
に
置
く
の
も
や
め
よ
う
。

⑧
下
準
備

〇
食
品
や
器
具
に
さ
わ
る
前
後
は
手
を

洗
お
う
。
特
に
肉
・
魚
・
卵
を
使
う
時

や
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
お
む
つ
を
交

換
し
た
り
、
鼻
を
か
ん
だ
時
、
動
物
に

さ
わ
っ
た
時
も
手
洗
い
が
大
切
で
す
。

〇
肉
や
魚
な
ど
の
汁
か
、
果
物
や
サ
ラ

ダ
な
ど
生
で
食
べ
る
物
や
調
理
済
の
食

品
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

0

生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
、
洗
わ
ず

に
そ
の
包
丁
や
ま
な
板
を
使
う
の
は
や

め
よ
う
。

0

ラ
ッ
プ
し
て
あ
る
野
菜
や
カ
ッ
ト
野

菜
も
よ
く
洗
っ
て
使
お
う
。

〇
料
理
に
使
う
分
だ
け
解
凍
し
、
解
凍

が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
調
理
し
よ
う
。
冷

凍
や
解
凍
を
繰
り
返
す
の
は
危
険
で
す
。

食
中
毒
菌
が
増
殖
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

〇
解
凍
は
冷
蔵
庫
か
電
子
レ
ン
ジ
で
行

い
、
室
温
で
解
凍
す
る
の
は
避
け
よ
う
。

〇
包
丁
・
食
器
•
ま
な
板
・
ふ
き
ん
・

た
わ
し
・
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使
っ
た

ら
洗
剤
と
流
水
で
よ
く
洗
お
う
。
包
丁

食
中
毒
予
防
の
6

つ
の
ポ
イ
‘
)
ト

※
H
A
C
C
P

に
よ
る

・
食
器
・
ま
な
板
な
ど
は
洗
っ
た
後
、

熱
湯
を
か
け
る
と
消
毒
効
果
が
あ
り
、

た
わ
し
や
ス
ポ
ン
ジ
は
煮
沸
す
る
と
確

か
で
す
。

④
調
理

〇
調
理
を
始
め
る
前
に
も
う
一
度
手
を

洗
い
、
回
り
が
汚
れ
て
い
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
し
よ
う
。

0

加
熱
は
十
分
に
し
よ
う
。
加
熱
す
る

こ
と
で
食
中
毒
菌
を
殺
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
中
心
温
度
が
7
5
℃
で1
分
以
上

加
熱
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

0

電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
電
子

レ
ン
ジ
用
の
容
器
、
ふ
た
を
使
い
、
調

理
時
間
に
気
を
つ
け
、
熱
の
伝
わ
り
に

く
い
物
は
、
時
々
か
き
ま
ぜ
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

〇
料
理
を
途
中
で
や
め
て
そ
の
ま
ま
室

温
に
置
い
て
お
く
と
、
菌
か
食
品
に
つ

い
た
り
、
増
え
た
り
す
る
の
で
、
そ
の

場
合
は
冷
蔵
庫
へ
入
れ
よ
う
。
再
び
調

理
す
る
時
は
十
分
に
加
熟
す
る
こ
と
。

⑤
食
事

〇
食
べ
る
前
に
必
ず
手
を
洗
お
う
。

〇
盛
り
つ
け
る
際
は
、
清
潔
な
食
器
・

器
具
を
使
お
う
。

〇
調
理
前
や
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く

置
い
て
お
か
な
い
こ
と
。

⑥
残
っ
だ
食
品

〇
残
っ
た
食
品
は
早
く
冷
え
る
よ
う
に

浅
い
容
器
に
小
分
け
し
て
保
存
し
よ
う
。

0

時
間
が
た
ち
す
ぎ
た
ら
、
思
い
切
っ

て
捨
て
よ
う
。

〇
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
時
も
十
分

に
加
熟
を
。
み
そ
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
は

沸
騰
す
る
ま
で
加
熱
し
よ
う
。

0

ち
ょ
っ
と
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

食
べ
ず
に
捨
て
よ
う
。
口
に
入
れ
る
の

は
や
め
よ
う
。

そ
れ
で
も
、
も
し
お
腹
が
痛
く
な
っ

た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち
が
悪

く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の

お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※

H
A
C
C
P

と
は
、
宇
宙
食
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
で
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

(11) 平成 9 年 8 月 10 日（日）



◇
期
日
9
月
7
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
村
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8

月

2
4
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
1
2
回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

第
2
3
回
村
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

草
t

内玉ーウ］
B]E]tt]E] 

曇 社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

◇
日
時
9
月
1
3
日
由
・
2
7
日
出
午
前

9
時
3
0
分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で

◇
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

バ
—
ヮ
コ
ル
フ
講
習
会

優
勝

準
優
勝

第

4
1
回
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

明
和
ク
ラ
ブ

キ
ャ
ッ
ツ
愛

◇
期
日
9
月
1
4
日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
村
内
在
住
、

成
す
る
チ
ー
ム

在
勤
者
で
編

第
4
1
回
村
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◇
日
時
9

月

1
3
日
山
・
2
7
日
由
午
後

7
時
3
0分
1
9
時

◇
会
場
明
和
中
学
校
校
庭

◇
講
師
体
育
指
導
委
員

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8
月
2
0
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

優勝した「ドラゴンズ」

◇
期
日
9
月
1
2
日
面

◇
会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
一
般

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8
月
2
9
日
命
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

夕
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
コ
ル
フ
講
習
会

第
1
6
回
村
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

準
優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

在
勤
者

◇
期
日
9
月
7
日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
者
村
内
在
住
、

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8
月
2
4
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第

5

回
村
民

サ
ッ
カ
ー
大

第

3

回
村
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

会

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8
月
3
1
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日
9

月

2
1
日
⑪
・
2
8
日
⑪

◇
会
場
利
根
川
総
合
運
動
場

◇
対
象
者
村
内
在
住
、
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
9

月

7
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
3
9
回
村
民
野
球
大
会

◇
対
象
者
一
般
男
女

◇
募
集
人
員
2
0
人

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
8

月

2
0
日
困
か
ら
社
会

体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

優
勝
野
本
秋
子

準
優
勝
寺
島
サ
ッ

三
位
滝
口
清
郎

（
敬
称
略
）

第
7

回
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
会
交
流
大
会

...------ `‘ ( 

優勝した「南大島下 D 」

優
勝
南
大
島
下

D

準
優
勝
矢
島
・
入
ヶ
谷

D

三
位
新
里

B

第
1
7
回
老
人
ク
ラ
ブ

ベ
タ
ン
ク
大
会

平成 9 年 8 月 10 日（日） (12) 



矢
島
遺
跡
は
矢
島
地
区
の
北
西
、
谷

田
川
沿
い
に
あ
る
縄
文
時
代
か
ら
古
墳

時
代
、
平
安
時
代
に
わ
た
る
県
下
で
も

有
名
な
遺
跡
で
す
。
昭
和
三
十
三
年
に

発
見
さ
れ
て
以
来
こ
れ
ま
で
に
四
回
発

掘
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年

に
は
千
葉
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
り

発
掘
調
森
さ
れ
、
縄
文
時
代
や
平
安
時

代
の
竪
穴
式
住
居
の
一
部
な
ど
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
か
ら
二
年
に

H
`

-
f
 

か
け
て
は
明
和
村
教
育
委
員
会
が
、
東
i

t
i
 

京
電
力
の
鉄
塔
予
定
地
内
と
谷
田
川
へ
、
g

の
排
水
溝
落
口
部
分
を
発
掘
調
査
し
ま

し
た
。
そ
こ
は
縄
文
時
代
中
期
末
ー
晩

期
（
約
四
0
0
0
年
ー
ニ
三
0
0
年
前
）

に
か
け
て
の
集
落
の
一
部
で
あ
り
、
台

地
の
斜
面
の
物
捨
場
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
八
年

No,24 
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矢島遺跡発掘風景 ('96年度農道整備部分）

か
ら
九
年
に
か
け
て
は
こ
れ
ま
で
の
所

よ
り
東
方
へ
約
三

0
0

メ
ー
ト
ル
離
れ

た
所
を
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

農
道
の
整
備
事
業
に
伴
う
事
前
の
調
査

で
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
縄
文
時
代
後
期

ど
こ
う
ぼ

の
土
壊
墓
（
穴
を
掘
っ
て
人
を
埋
葬
し

た
も
の
）
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
、
古

墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居
跡
二
軒
と
平
安

時
代
以
降
の
畑
の
う
ね
の
跡
、
馬
の
ひ

づ
め
の
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
矢

島
遺
跡
は
か
な
り
大
規
模
な
遺
跡
で
あ

り
、
こ
の
付
近
一
帯
で
も
中
心
と
な
る

よ
う
な
集
落
で
し
た
。
こ
の
集
落
は
縄

文
時
代
に
限
っ
て
み
て
も
約
二

0
0
0

年
程
続
い
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
い
た

と
い
っ
て
も
、
一
日
も
空
白
が
な
く
続

い
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
と
も
約
二

0
0
0

年
に
わ

た
る
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
全
型
式
の

土
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
す
。
古
墳

時
代
の
住
居
跡
（
六
世
紀
後
半
）
も
発

見
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
時
代
に
洪

水
が
あ
り
、
住
居
の
大
部
分
が
泥
水
で

お
お
わ
れ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
明
和
村
地
域
が
水
害
に
悩
ま
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
始
ま
り
は
古
墳
時
代

に
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
地
域
も
縄
文

時
代
は
水
に
対
し
て
安
全
な
住
み
良
い

所
だ
っ
た
の
で
す
。
水
害
の
心
配
が
起

こ
っ
て
き
た
の
は
利
根
川
の
流
路
の
変

化
に
よ
る
も
の
で
、
か
つ
て
の
利
根
川

は
今
の
荒
川
、
つ
ま
り
埼
玉
県
の
大
宮

台
地
の
西
側
を
南
流
し
て
い
た
の
で
す
。

現
在
の
畑
や
水
田
の
下

に
は
こ
の
地
域
に
生
き
た

多
く
の
人
々
の
歴
史
が
刻

み
こ
ま
れ
眠
っ
て
お
り
ま

す
。
大
部
分
の
物
は
当
時

の
人
が
後
世
に
残
そ
う
と

思
っ
て
い
た
物
で
は
な
く
、

た
ま
た
ま
偶
然
に
残
っ
た

物
で
す
。

な
お
矢
島
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
色
々
な
物
は
、
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
矢
島
遺
跡
発
掘
担
当
者

川
島
正
一
記
）

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 千代田

: i ` 板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 昇
る限一

浜野病院 小倉医院 川島脳外科 川島脳外科 井上医院 小西医院 ;’J 
厚

8 月 17 日 生
合 (88)5678 合 (72)0606 合 (75)551 I 合 (75)5511 合 (82) 1131 合 (86)2261 』 病

日
院

り間 r 

土井クリニック 大神医院 堀越医院 小曽根医院 増田医院 館林地区と まは 合

8 月 24 日
合 (72)8841 合 (62)2200 合 (73)4151 合(72)7707 合 (82)2255 同じです。 >: (72) 

3 
で 1 | 

当 落合医院 川田（耳）医院 増田医院 慶友病院 館林地区と 竹越医院 冒 9 4 

゜8 月 31 日 しで ¥......J 

合 (72)3160 ff(72)3314 合 (72) 1387 合（72)6000 同じです。 合 (84)3137
てで が

かす゚ 担

根岸医院 川村医院 田内医院 礫川堂医院 わたらせクリニック 館林地区と
ら 当

姦ロ戸ク し

番
9 月 7 日

合 (72)3262 合 (72) 1337 合 (72)3855 合 (74)0184 合 (77)2727 同じです。 ま
し す
て ゜

小西医院 川田医院 大塚医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と < 内
9 月 14 日 だ 科

医
合 (86)2261 合 (72)3724 ff(72)0176 合(72)4469 同じです。 同じです。 さ

¥., ¥ 外
゜ 科

海宝病院 海宝病院
9 月 15 日

合 (74)os'1 1 合 (74)0811
産
婦

(13) 平成 9 年 8 月 10 日（日）



館林地区消防組合

消防職員募集

館林地区消防組合消防本部

合(72)3171

館林地区消防組合では、平成10年

度採用の消防職員を募集します。

◇募集人員若干名

◇応募資格 消防組合管内に住んで

いる短大卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和50年 4 月 2 日から

昭和53年 4 月 1 日までに生まれた

者、高校卒業（卒業見込みを含む）

のかたで、昭和52年 4 月 2 日から

昭和55年 4 月 1 日までに生まれた

者、いずれも日本国籍を有するか

た。

ただし、管外に住んでいても、

家族が管内に住んでいれば応募で

きます。

◇廊募期限 8 月 21 日（杓

（土・日曜日を除く）

◇試験日 第 1 次試験 9 月 21 日（日）

第 2 次試験 10月中旬に予定

歯科無料相談

「館林邑楽歯科医師会
合(73)8818

館林邑楽歯科医師会では、歯の無

料相談を行います。

◇日時 9 月 21 日（日） 午前 9 時～ 11

時30分（毎月第 3 日曜日）

◇場所館林邑楽歯科医師会館

◇内容歯に関するあらゆる相談（歯

でお悩みのかた、どんな小さな事

でもけっこうです。）

利根川への思いを込めだ

作品を応募してみませんか

l 館林財務事務所 合(72)4461 -
群馬県と埼玉県では、県境を流れ

る利根川を舞台に両県の交流を進め

るため「利根川まつり」を計画して

います。「利根川まつり」のなかで「利

根川展覧会」を開催しますが、その

作品を募集しています。

利根川、水、緑に関するものであ

ればどのような内容でもけっこうで

す。

◇作品の種別

〇絵画（サイズは50号以内、額装の

場合はガラス、アクリル等は使用

しないでください。）

〇写真（四つ切りサイズのカラープ

リントとし、パネルや厚紙等には

貼らないでください。）

〇短歌、俳句（色紙等に書き、飾れ

る状態にしてください。）

◇募集期限 9 月 19 日倫

◇応募点数各部門とも 1 人 3 点ま

でとし、応募資格は問いません。

◇表彰応募作品は、展示会会場に

展示します。 (10月下旬開催予定）

各部門ごとに入選者を決定し、表

彰状および記念品を差し上げます。

応募作品のなかから代表作 1 点で

テレホンカードを作成します。

◇作品の送付応募作品の裏面に、

必要事項を記入した応募票を貼っ

て、〒374 館林市仲町11-10 館

林財務事務所地域振興室へ郵送ま

たは持参してください。

なお、応募票は役場企画課で配布

します。

NHI<青春メッセージ
出場者募集

「 NHK前橋放送：027(251)1712 こ
NHKでは、自分の体験、思いや

考えをさまざまな方法で表現した等

身大のメッセージを求めます。

◇参加資格昭和47年 1 月 16 日から

昭和57年 4 月 1 日までに生まれた

かた

◇募集内容 テーマは自由

◇廊募方法 メッセージを 1,200字程

度にまとめるか、カセットテープ

またはビデオテープ (4~ 5 分）

をお送りください。必ず発表題を

つけてください。発表題も自由
◇応募期限 9 月 30 日閲く当日消印

有効〉

◇廊募先 〒150-01東京都渋谷区神

南2-2-1 NHK 「青春メッセー

ジ」係

東洋大学板倉校舎

市民大学講座

l 板倉町教育委員会
合(82)1111

◇日時 10月 4 日 (±)~11 月 1 日（士）

毎週土曜日 午前10時～正午

◇会場東洋大学板倉校舎

◇講義内容 「生活のなかの社会と

文化～新しい日本の社会システム

を考える」

◇講師 東洋大学文学部教授ほか

◇定員 200名

◇申込期間 8月 25 日（月）～ 9 月 22 日（月）

◇申込方法往復ハガキに「東洋大

自衛官採用試験

学公開講座」と明記し、住所・氏

名・年齢・性別・電話番号・職業

を記入のうえ板倉町教育委員会〒
374-01板倉町板倉2,067へお申し

込みください。
群馬県地方連絡部太田出張所 合(45)5563

募集種目 応募資格 受付期間 試験 H

2 等陸海空士
18歳～ 27歳未満および来 8 月 1 日～

9 月中旬
春高校卒業見込みの者 9 月 12 日

第370回全国自治宝くじ

曹候補士 18歳～ 27歳未満

8 月 1 日～
9 月 21 日

曹候学生 18歳～ 24歳未満
9 月 9 日

航空学生
高校卒業または見込みの

9 月 23 日
者で21歳未満

防衛大学
11 月

高校卒業または見込みの 15 • 16 日

防衛医大
者で21歳未満 9 月 16 日～ 11 月

10 月 14 日 1 • 2 日

看護学生
高校卒業または見込みの

10 月 30 日
者で22歳未満の女子

自衛隊生徒
中学卒業または見込みの 11 月 4 日～ 平成10年
者で17歳未満の男子 平成1関こ 1 月 4 日 1 月 5 日

鱚方自涵査50周年記念宝くじ
1等•前後n合わせて（シートで買えば）

シートて買えしる、h2,000万円

記） （吃ご竺立丹竺―]
・ 抽せん日： 9月12日（金）売り切れの際は、ご容赦下さい。

地方自治法施行50周年 1シ：：：とも？よ翌翌塁（駆m
＊この広幸艮事業は貝オ回法人全国市町村才辰興t茄会の後援を得ています。

平成 9 年 8 月 10 日（日） (14) 



村の無料法律相談
◇日時＝ 9 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受 付＝ 9 月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。

.................•...............•••••.•..•..••...• ｷ.. :.,'.. :::::さ•,．．．．．．·.:.· ｷ:: 

乳児健診．．・'::; 9 • •...':...... : : :9,'; :: :.`......’•. :. • • • • • • • :. 9 :ｷ : • : ·’.......’・.'、.•.... : :.'.’.j ：取．．．．．．．：’· ;.. •..... : .• 

◇日時＝ 9 月 11 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝ 8年9 月、 9年2 月、 5月生

健康相談
◇日時＝ 9 月 2 日（灼・ 18 日（杓

午前 9 時30分～ 10時30分

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談
◇日 時＝ 9 月 16 日伏

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室

交通事故相談
◇日時＝ 9 月 18 日（杓

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝ 9 月 18 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

今月の納税
...,.. o-,...... ••........ •. 

◇村県民税、国民健康保険税

◇納期限＝ 9 月 1 日（月）

◇国民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 8 月 29 日（命

成人式を迎える

みなさん

l 村教育委員会 合 (84)4491 -
村では、下記のとおり成人式を予

定しています。

本村在住でなくても出身であれば

出席できますので、郷里で成人式に

参加しましょう。

◇日時 9 月 23 日伏） （秋分の日）午

前 9 時30分～

◇会場 ふるさと産業文化館「多目

的ホール」

◇該当者昭和52年 4 月 2 日から 53

年 4 月 1 日までに生まれた人

骨粗しょう症検診を

受けてみませんか

「役場環境保健課
合(84)4686

村では骨粗しょう症検診を次のと

おり行いますので、対象のかたはぜ

ひお申し込みください。 • 

◇日時 10 月 3 日（命午前 10時～

◇場所保健センター

◇検診内容 問診・骨密度チェック

・体内脂肪測定

◇費用無料

◇対象者 生年月日が次の表に該当

する女性のかた（妊娠中のかたは

控えてください。）

◇申し込み 9 月 18 日（杓までに保健

センターヘ電話でお申し込みくだ

さい。

対象者

平成 9 年度中に
生年 月 日

なる年齢（歳）

昭和42年 4 月～
30 

昭和43年 3 月

II 37 ” 一

35 
II 38 II 

II 32 II -_ 

40 
II 33 II 

11 27 II —•· 

45 
" 28 II 

11 22 II -—· 

50 
" 23 II 

II 17 II 一

55 
" 18 II 

" 12 If —•· 

60 
II 13 II 

| ー」L 

両毛交流スタンプラリー

に参加しませんか

［役場企画課
ff(84)3111 

圏域内20市町村のスタンプを集め

て応募すると、抽選ですてきな賞品

が当たります。

◇期間 9 月 13 日（士）～ 11 月 30 日（日）

◇ガイドマップ入手 役場企画課で
9 月 1 日（月）から無料で配布します。

◇参加資格 どなたでも参加できま

す。

◇賞品特賞ハワイペア旅行 1 本、

金賞 国内ペア旅行 6 本、その他

20市町村賞、両毛 6 J C 賞、企業

協賛賞

◇応募方法 20市町村各 1 ヵ所以上

のスタンプを集めたら、 12 月 15 日

（月）までに、役場企画課に持参する

か、郵送(〒370-07明和村大字新

里288) してください。

太田産業技術専門校

平成9年度後期生募集

県立太田産業技術専門校

合(3 1)1776 

◇応募資格年齢・学歴・性別不問

◇募集科 NC オペレータ科 20名

溶接科 20名

◇受講期間平成 9 年10月～平成10

年 3 月 (6 ヵ月）

◇授業料無料（教科書代等は個人

負担）

◇応募書類入校願書、健康診断書

◇選考方法面接

◇募集期閻 9 月 1 日（月）～ 30 日（灼

l 県緑化センター 合(88)7188
家庭緑化を進めるため、 9 月は「秋

を迎える庭しごと」をテーマとして

開催します。

◇日時 9 月 11 日（杓午前 10時～正午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇参加費無料

◇申し込み群馬県緑化センターへ

※このほかにも、毎週木曜日午前10

時から午後 3 時まで「緑の相談室」

を開設して相談に応じています。

c
 

( 
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村の人口と世帯
8月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,254戸（土 0)

人口総数 I I, 561 人(+ 13) 

男 5,825人・女 5,736人

(7 月中の動き）

出生 7 人・死亡 6 人

転入 37人・転出 25人
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五
穀
豊
穣
や
天
下
泰
平
を
祈
る
伝
統
あ
る

た.. 

ん
•
一
，
夏
祭
り
が
、
村
内
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
・
ツ
し
＂
＂
作
物
の
成
育
は
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
ま
す

A
9ヽ

ャ
の
で
今
後
の
天
候
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
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迎
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ね
。
®
男
の
料
理
教
室
が
開
か
れ
、
中
に
は
料
理

初
挑
戦
の
か
た
も
い
ま
し
た
が
、
最
終
日
に

は
「
家
族
に
作
っ
て
あ
げ
よ
う
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
ご
ろ
は
食
卓
に
お
父

さ
ん
の
手
料
理
が
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
：
・
©

7
月

3
0
日
に
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
村

し
た
ロ
ー
リ
ー
・
ガ
ラ
ハ
ー
さ
ん
と
初
め
て

納
涼
祭
の
時
お
会
い
し
ま
し
た
。
ガ
イ
さ
ん

同
様
気
さ
く
な
か
た
で
、
話
し
か
け
や
す
い

と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
話
し
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
⑪

7月の救急車出動回数
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口
あ
め
で
だ
口

氏
父
母
名
性
別

正
行
嘉
代
子大

真
弓

淳
敏
江

益
臣
実
香

正
彦
羊
子

和
~
之

幸
子

敏
之
佳
冊
子

男女男女男男女

千川川新中地薮

開俣俣里谷区嘉 里賀原輪里輪島区
砧孤冗ぢ阿］喜一 孤対兄召灰属男り尉塁
※掲載を希望されないかだは、居出の際に申し出てください。

新 須 梅 大 奈斤 大 矢 士也 （
敬
称
略
）

平成 9 年 8 月 10 日（日） (16) 
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就任のあいさつを述べる斎藤村長

泡
洋
セ
ン
タ
ー
の
名
称
が

第
二
回
村
議
会
臨
時
会
が
八
月
十
一
日
（
会
期
＿
日
）
開
か
れ
、

B
&
G

財
団
明
和
洒
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
な
と
四
件
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
だ
結
果
、
い
す
れ
も
原
案
と
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。
ま
だ
、

常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
任
な
と
が
行
わ
れ

ま
し
だ
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

B
&
G

財
団
明
和
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

当
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
、
開
設
以
来
三

年
を
良
好
な
成
績
で
運
営
で
き
た
た
め

六
月
十
二
日
付
け
で
B
&
G

財
団
か
ら

本
村
に
無
償
譲
渡
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
条
例

の
名
称
お
よ
び
関
係
字
句
を
改
正
し
、

施
設
の
名
称
を
「
明
和
村
B
&
G

海
洋

セ
ン
タ
ー
」
と
し
ま
し
た
。

議

明
和
村
B
&
G

洒
洋
セ
ン
タ
ー
に

案

第
一
一
回
村
議
会
臨
時
会

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
、
一
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
七
億
三
、
ニ
ニ
0
万
八
千
円
に

し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
支
払
基
金
交
付
金
一
五
万
七
千
円

〔
四
億
八
、
0
六
六
万
二
千
円
〕

◇
国
庫
支
出
金
二
、
ニ
―

0
万
七
千

円
〔
一
億
六
、
九
九
七
万
三
千
円
〕

◇
県
支
出
金
五
一
三
万
二
千
円
〔
四
、

一
五
九
万
八
千
円
〕

◇
繰
越
金
四
ニ
―
万
二
千
円
〔
四
二

一
万
三
千
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
諸
支
出
金
三
、
一
七

0
万
八
千
円

〔
三
、
一
七
一
万
三
千
円
〕

こ
れ
は
、
前
年
度
の
医
療
費
が
確
定

平
成
九
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
六
0
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
四

0
億
六
六
0
万
円
に
し
ま
し
た
。

歳
入
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
地
方
交
付
税
六
六

0
万
円
〔
九
億

四
、
二
六
0
万
円
〕

歳
出
〔
〕
は
、
補
正
後
の
総
額

◇
総
務
費
六

0
0
万
円
（
法
人
村
民

税
過
納
金
還
付
金
な
ど
追
加
）
〔
九
億

一
、
〇
三
二
万
三
千
円
〕

◇
教
育
費
六

0
万
円
（
明
和
西
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
壮
行
金
）
〔
五
億
六
、
九

八
五
万
二
千
円
〕

平
成
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

◇
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

菌
部
明
関
根
憧
市

◇
議
会
運
営
委
員
会

◎
関
根
懺
市

0
原
口

岡
安
今
朝
雄
松
本

刀
ロ
一

n"ｵ 
功

◇
土
木
経
済
常
任
委
員
会

◎
松
本
功

0
関
根
恨
市

石
崎
榮
一
森
尻
茂

◇
総
務
常
任
委
員
会

◎
原
口
昭
一

0
海
老
原
金
平

薗
部
明

◎
は
委
員
長

0
は
副
委
員
長（

敬
称
略

し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
金
が
確

定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

明
和
村
監
査
委
員
に
、
森
尻
茂
さ
ん

（
南
大
島
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
の
人
事

◇
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
岡
安
今
朝
雄

0
大
津
孝
男

泉
田
和
作
石
村
嘉
男

◇
議
会
広
報
委
員
会

◎
石
崎
榮
一

0
松
本
功

海
老
原
金
平
岡
安
今
朝
雄

大
津
孝
男

監
査
委
員
に

森
尻
茂
さ
ん
選
任

秋の全国交通安全運動

◇期間 9月21 日（日）～30日（火）の10日間

◇スローガン 「あなだが主役．！交通安全j

◇運動の重点

0高齢者の交通事故防止

0シートベルト着用の徹底

◇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

石
村
嘉
男
石
崎
榮
一

岡
安
今
朝
雄
金
子
拘
五

◇
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員

石
村
嘉
男

原
口

昭

功

◇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
議
会
議
員

石
村
嘉
男

圃
安
今
朝
雄

◇
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員

松
本

◇
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

石
崎
榮
一
大
津
孝
男 森

尻

茂

◇
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

原
口
昭
一
海
老
原
金
平

平成 9 年 9 月 10 日（水） (2) 



明
和
村
農
業
委
員
改
選
後
の
初
会
議

が
8
月
1
9
日
、
役
場
会
議
室
で
開
か
れ

「
会
長
互
選
」
「
会
長
代
理
互
選
」
な
ど

会
長

務
）

会
長
代
理

委
員

委
員

委
員

委
員

都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路
（
1
2
2
号
線
、
矢

島
南
大
島
線
、
南
大
島
江
口
線
、
江
口

大
佐
貫
線
）
の
計
画
が
、
原
案
ど
お
り

8
月
1
5
日
⑤
の
県
告
示
第
5
3
5
号
お

よ
び
第
5
3
6
号
を
も
っ
て
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
都
市
計
画
決
定
に
伴
い
、
事

業
が
始
ま
る
ま
で
の
期
間
に
都
市
計
画

道
路
区
域
内
の
建
築
行
為
に
つ
い
て
は
、

県
知
事
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
解
の
ほ
ど

役
場
都
市
開
発
課

6
闘
3
1
1
1

内
線
3
5
4

都

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
図
書
は
群
馬
県
土
木
部

都
市
計
画
課
・
役
場
都
市
開
発
課
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

市

農
業
委
員
会

（
群
馬
県
農
業
会
議1
号
委
員
兼

田
口
幸
太
（
矢
島
）

機
村
昭
一
（
斗
合
田
）

鯉
沼
秀
夫
（
大
佐
貫
）

折
原
篤
（
中
谷
）

鈴
木
荘
六
（
新
里
）

関
口
昭
一
（
下
江
黒
）

l
e
e

号
線
外
3
路
線
が
決
定

が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
決

ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

会
長
に
田
口
幸
太
さ
ん

計 画 道 路

路線番号 路線名 基本幅員 延長

3 • 3 • 16 1 2 2 号線 27m ( 
H4月,禾6□3木0寸m分に) 
2,910m 

3 • 4 • 60 矢島南大島線 17m 2,300m 

3 • 4 • 61 南大島江口線 17m 1, 130m 

3 • 4 • 62 江口大佐貫線 17m 2, 160m 

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

委
員

牛
久
保
文
雄
（
上
江
黒
）

柿
沼
昭
博
（
江
日
）

石
村
嘉
男
（
新
里
）

石
崎
榮
一
（
矢
島
）

新
井
幹
一
（
田
島
）

岡
安
今
朝
雄
（
南
大
島
）

藤
野
松
雄
（
川
俣
）

薗
部
七
郎
（
千
津
井
）

川
村
登
（
大
輪
）

本
澤
萬
吉
（
南
大
島
）

吉
永
茂
（
梅
原
）

渡
邊
喜
一
郎
（
須
賀
）

金
子
洵
五
（
入
ヶ
谷
）

坂
上
貞
雄
（
中
谷
）

村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
赤

十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て
格
別
な
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
本
年
も
多
額
の
社
費
（
寄

附
金
）
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
、
災
害
救
助
を

は
じ
め
と
し
て
国
際
救
護
活
動
や
各

種
の
社
会
福
祉
活
動
な
ど
に
使
わ
れ

る
た
め
、
早
速
全
額
日
本
赤
十
字
社

群
馬
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

◇
社
費
2
,
3
6
7
,
0
0
0
円

農
業
共
済
事
業
の
普
及
推
進
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
千
津
井
の
酒
井

受

8
0
8
円

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
明
和
村

実
施
委
員
会
と
保
護
司
会
が
中
心
と

な
り
、
村
民
の
皆
様
に
募
金
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
結
果
、
多
額
の

浄
財
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
浄
財
は
、
運
動
の
主
旨

に
の
っ
と
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
募
金
3
9
9
,

俊
雄
さ
ん
に
8
月
1
9
日
、
館
林
邑
楽

農
業
共
済
事
務
組
合
副
管
理
者
の
斎

藤
村
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん
は
、
損
害
評
価
員
や
共

済
支
部
長
の
要
職
を
1
0
年
も
の
永
年

に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

農
業
共
済
事
業

功
労
表
彰
に
酒
井
俊
雄
さ
ん

賞
あ
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

日
本
赤
十
字
社

社
費
（
寄
附
金
）

の

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
封
筒
募
金

こ
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

(3) 平成 9 年 9 月 10 日（水）
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ざ ぃます
村内最高齢者は細田金次郎さん(100)

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
身体を動かす

こと

長
寿
者
ベ
ス
ト

1
0

®
…
趣
味

(: 

④
好
き
な
食
べ
物

◎
嫌
い
な
食
べ
物

©
…
秘
け
つ
・
信
条

9月15日は敬老の日です。長年

にわだり社会に貢献してこられだ

あ年寄りの皆さんに感謝し、 Iじ＼力‘

ら長寿のあ祝いを申し上げます。

平成9年8月31 日現在の本村の人

口は11,584人です。そのうち65歳

以上のあ年寄りは1,915人で全村民

の16.5％を占めています。これか

らもあ体を大切にして、いつまで

もあ元気にあ過ごしください。

①細田金次郎さん・ 100歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いがな

いこと

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活をすること

＠高田祐四郎さん •95歳 ®浅見孫四郎さん •95歳 ④小菅塩三郎さん •94歳

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
好き嫌いしな

いで食べるこ

と

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
特になし

ｩ 
規則正しい生

活をすること

ｮ 
テレビ鑑賞

⑧ 
⑦野菜類

◎肉・魚類

ｩ 
規則正しい生

活をすること

＠堀口くらさん •94歳 ＠機村伊吉さん •94歳 ⑦奈良原のぶさん •94歳

ｮ 
囲

⑧ 
特になし

ｩ 
身体を動かす

こと

碁

ｮ 
特になし

⑧ 
特になし

ｩ 
くよくよしな

いこと

ｮ 
特になし

⑧ 
特になし

ｩ 
粗食、野菜を

多く食べるこ

と

＠吉田源次郎さん •93歳 ⑨福田峯次さん •93歳 ⑩関本ヨシさん •93歳

「敬老の日且うよび「老人保健福祉週間」 9月15日～21 巳 平成 9 年 9 月 10 日（水） (4) 



長寿おめでと
村内長寿者ベスト 100

(8月31 日現在、敬称略）

順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主 順位 氏 名 性別 年齢 住 所 世帯主

1 細 田 金次郎 男 100 新 里 金次郎 51 須藤種一 男 88 江 口 種i

2 高 田祐四郎 男 95 江 口 啓一郎 52 本澤長治 男 88 南大島 長 治

3 浅見孫四郎 男 95 中 ベロ 孫四郎 53 矢澤仁作 男 88 南大島 正 夫

4 小菅塩三郎 男 94 南大島 ふ み 54 今成 た け 女 88 南大島 不二也

5 堀 ロ < ら 女 94 新 里 武 f勺芯右 55 砂賀 り ん 女 88 斗合田 り ん

6 機村伊吉 男 94 斗合田 久 七 56 奈良 ち し、 女 88 田 島 文 男

7 奈良原 の ふ‘ 女 94 矢 島 昭三郎 57 酒井 孝 男 88 千津井 孝

8 吉 田 源次郎 男 93 新 里 資 58 奈良 ま つ 女 88 田 島 保, 福 田 峯次 男 93 梅 原 正 男 59 田 口 も ん 女 88 須 カ貝ロ 和 晴

10 関本 ヨ シ 女 93 南大島 忠 60 田 口 ワ 力 女 88 大 輪 ワ 力

11 飯塚 げん 女 93 千津井 金 61 栗原 な を 女 88 下江黒 な を

12 泉 田せつ 女 92 中 ベロ 辰 広佳 62 秋野 し̀ う 女 88 矢 島 ラ乃 広佳

13 石崎榮太郎 男 92 矢 島 f勺芯右 江 63 阿部 ま さ 女 88 斗合田 直

14 奈良 孝次郎 男 92 田 島 正 己 64 神谷長治 男 88 梅 原 長 ：｛ム口

15 関 口 み つ 女 92 梅 原 正 義 65 石川 ←疋 士ロ 男 88 南大島 r疋」 吉

16 橋本資一郎 男 91 斗合田 武 雄 66 蓮見 な か 女 87 南大島 義 正欠

17 橋本つ ま 女 91 斗合田 和 夫 67 須藤 きよの 女 87 江 口 隆 司

18 多 田佐衛 男 91 上江黒 i良 子 68 夕夕 田 つや 女 87 上江黒 好

19 奈良原 よ し 女 91 矢 島 よ し 69 新井慶作 男 87 田 島 徳一郎

20 小林 き し、 女 91 南大島 次 雄 70 新井松三郎 男 87 斗合田 松三郎

21 柴崎信義 男 91 梅 原 信 義 71 今成政重 男 87 須 カ只ロ 勝 男

22 秋野千代 女 91 新 里 猛i 72 奥澤精兵 男 87 江 口 精 丘ノ ‘ 

23 橋本彦太郎 男 90 斗合田 文 次 73 小林金三郎 男 87 南大島 貞 広佳

24 多 田 ‘9‘子吉 — 男 90 上江黒 、I、子ロ. 74 奈良原 知 司 男 87 千津井 知 司

25 昭"、 内福太郎 男 90 下江黒 福太郎 75 和 田 し、 と 女 87 上江黒 紘

26 夕夕 田 あ さ 女 90 上江黒 浪 子 76 飯塚 貞 男 87 千津井 貞

27 泉 田 し う 女 90 矢 島 光 77 柴崎 力 ン 女 87 梅 原 孝

28 吉 田 ワ 力 女 90 },, 俣 真 吉 78 江森榮吉 男 87 上江黒 榮 吉

29 村田 き み 女 90 大 輪 謙 79 大牧 -ヽ う 女 87 大 輪 豊

30 関 口 夕 ケ 女 90 江 口 清 ：｛ム口 80 小菅 キ ク 女 87 南大島 榮次郎

31 今成 き み 女 90 江 口 費 ィ勺志右~ 81 長谷川 て る 女 87 千津井 柳 作

32 井上 あ 没こ 女 90 新 里 昭 82 松本 よ し 女 87 大 輪 軍次郎

33 佐藤敏夫 男 90 下江黒 敏 夫 83 蘭部 き < 女 87 千津井 加

34 高瀬 し、 ね 女 90 田 島 政 江 84 峯 崎 杞 i字 女 87 千津井 正 春

35 関根セ ン 女 90 南大島 勇 85 鈴木好男 男 87 新 里 女子 男

36 石崎 四十司 男 90 矢 島 昭 86 奈良 フ ク 女 87 田 島 貞 男

37 久保庭 卜 ク 女 90 新 里 卜 ク 87 荒木松次郎 男 87 須 カ只ロ 剛

38 北 島忠四郎 男 89 田 島 政 88 南部 寛子 女 86 須 カ只ロ 公 男

39 門 間 し、 < 女 89 大 輪 f令芯右 吉 89 奈良 ス イ 女 86 田 島 ス イ

40 松本末吉 男 89 千津井 進 90 奈良 禰五郎 男 86 田 島 禰五郎

41 原 島 あ き 女 89 上江黒 勝 0{ ム口 91 田村 し か 女 86 千津井 博

42 森尻梅子 女 89 新 里 肇 92 三宅米子 女 86 中 クロ 廣 明

43 坂上 し、 う 女 89 中 ベロ 匡 良 93 山 田 早-にLニコ 一 男 86 新 里 ＊フ木

44 福 田 と し 女 89 大 輪 . 只F・口 94 今成 文一 男 86 南大島 不二也

45 吉永サ 卜 女 89 千津井 陽 95 松本 た み 女 86 大 輪 秋 夫

46 落 合 ち う 女 89 須 カー亘, ロ、 勝 子 96 小林 ま を 女 86 下江黒 安 ミ｛ム口、

47 福島 ち よ 女 88 南大島 重 :{ ム口 97 小田木 ク ラ 女 86 新 里 邦 夫

48 横塚か つ 女 88 千津井 保 98 砂賀 と も 女 86 斗合田 清

49 田 口 ヱ イ 女 88 矢 島 博 重 99 新井 初太郎 男 86 江 口 初太郎

50 士反 J:. さ < 女 88 中 ノ，，ロ‘` さ < 100 岩崎歳松 男 86 入ヶ谷 歳 松

(5) 平成 9 年 9 月 10 日（水）



「ドカン」「ドカン」午後3時の開始

の花火とともに始まつだ納涼祭。 8月

3日（日）の猛暑の中、大勢の人だちが「明

和村納涼祭」に訪れ、ふるさとの広場

は大にぎわいでしだ。村の納涼祭も令

年で6年目。今までの催し物のほかに
ナイン

テレビであなじみの9アタックやフラ

ダンスも新しく加えられ、昨年とは

まだ少し違つだ納涼祭が昧わえだ

と思います。ここでは、その納

涼祭の様子をあ届けします。

ヽ）チレで「ドドンカ＇凡＇上
ぶふ J 

“と村紬涼笙

てて賞品をも、
らぅ
さ__ 

◄--- --一工、 一

1‘ 
、

,., 

` 

一緒に 「鏡閑

平成 9 年 9 月 10 f::l（水） (6) 
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門に掲示された「子ども安全協力の家」

の看板

巳
m
目

'
riE
臼
出
雀
房
塁
ロ

最
近
に
お
け
る
年
少
者
に
対
す
る
犯

罪
は
、
通
り
魔
に
よ
る
剌
殺
事
件
や
極

め
て
残
忍
な
殺
害
事
件
な
ど
、
凶
悪
化

多
発
化
の
傾
向
を
強
め
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
件
は
、
残
虐
き
わ
ま
り

な
い
卑
劣
な
犯
罪
で
あ
り
、
ひ
と
た
び

事
件
が
発
生
す
れ
ば
、
地
域
住
民
は
も

と
よ
り
社
会
全
体
に
与
え
る
不
安
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
が
痴
漢
な
ど
の
被

害
を
受
け
た
際
や
落
雷
、
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て

小
、
中
学
校
の
通
学
路
を
中
心
に
子
ど

も
が
気
軽
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
被

害
防
止
と
安
全
な
地
域
社
会
の
定
着
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
小
・
中
学
校
の

P
T
A

や
区
長
さ
ん
な
ど
の
協
力
を
得
て

8
8軒

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
村
長
、
教
育

長
、
館
林
警
察
署
長
の
連
名
に
よ
り
8

月
2
0
日
付
け
で
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し

こ
。t
 委嘱

さ
れ
た
家
は
、
通
学
路
等
に
面

し
昼
間
在
宅
し
て
い
る
民
家
や
商
店
な

ど
で
、
表
示
板
を
玄
関
や
門
な
ど
の
見

や
す
い
場
所
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

表
示
板
は
、
緑
地
に
黒
で
「
子
ど
も

安
全
協
力
の
家
」
と
書
か
れ
た
縦
3
5丑
／
‘

横
1
2
[
•
／
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
看
板
で

す
。な

お
、
委
嘱
さ
れ
た
「
子
ど
も
安
全

協
力
の
家
」
は
、
東
小
学
校
管
内
3
3
軒
、

西
小
学
校
管
内
3
4
軒
、
中
学
校
管
内
2
1

軒
で
、
子
ど
も
た
ち
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ

は
館
林
警
察
署
生
活
安
全
課
6
⑮
o
1

1
0
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
の
緊
急
避
難
場
所

利根川まつりに参加しよう
群馬県と埼玉県では、県境を流

れる利根川を舞台に両県の交流を

しようと、利根川まつりを計画し

ています。

◎クイズに参加しよう
利根川に関するクイズに答える

と、正解者の中から抽選で20名に

オリジナルテレホンカードなどの

賞品が当たります。

問題をよく読んで答えてくださ

し、

゜第一問

第二問

利根川の流域面積は日本

ーですが、長さはおよそ

何km?

A : 300km 

C : 340km 

利根川の流れている県の

数はいくつ？

B : 320km 

第三問

募集期限

応募方法

A:4 県

C:6 県

利根川の別名は？

A :坂東花子

B :坂東太郎

C :坂東次郎

正解発表

B
 

5 県

9 月 30 日伏）当日消印有効

官製はがきに、クイズの

答え（記号で）、住所、氏

名、年令、職業、電話番

号を明記の上、〒372 伊

勢崎市今泉町1-22-1 伊

勢崎財務事務所地域振興

室合0270(24)4350 までご応

募ください。

10 月 22 日（水） 利根川シン

ポジウム会場で発表します。

◎フリーマーケットに出店しませ

んか となだでも参加できます

開催日時 10 月 26 日（日）午前 10時～

午後 3 時

千代田町赤岩

船乗船場付近

往復はかきに次の事項

を記入の上、下記まで

お申し込みください。

0 往信面：住所、氏名、電話番

号、出店内容、団体の場合は

団体名と人数

〇返信面：返信先（住所、氏名）

を明記

〇申込先：〒374 館林市仲町11-

10 館林財務事務所地域振興

室合（72)4461

応募期限 10 月 6 日（月）

開催場所

応募方法

赤岩渡

平成 9 年 9 月 10 日（水） (8) 



災害時の行動力を身につけましょう

大地震なとの災害に襲われだとき、あなだはすばやく、

落ち着いて行動できる自信はありますか。非常時の行動

力は、ー朝ータに身につくものではありません。日ごろ

からとんなことを1凹＼掛け、まだ、いざというときとう行

動すればよいのか。行動力を養うだめのポイントを紹介
します。

①
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
丈
夫
な
テ
ー
ブ

〔
命
を
守
る
〕

身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

地
震
に
対
す
る
備
え
と
い
っ
て
も
、

何
も
特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
に
、
防
災
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
い
い
の
で

す
。

◇
家
の
周
り
を
把
握
す
る

（
避
難
場
所
や
避
難
路
な
ど
）

◇
近
所
に
親
し
い
人
を
つ
く
る

（
小
さ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
役
に
立
ち
ま
す
。
）

〔
基
本
的
な
備
え
〕

①
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

②
家
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
補
強
、
家
具
の

転
倒
や
落
下
の
防
止
な
ど
で
、
安
全

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

③
消
火
器
や
消
火
用
水
を
備
え
て
お
く
。

④
非
常
持
出
品
を
用
意
す
る
。

⑤
家
族
で
防
災
会
議
を
開
く
。

（
主
な
確
認
事
項
…
幼
児
や
お
年
寄

り
の
避
難
は
だ
れ
が
責
任
を
も
つ
か
。

避
難
す
る
と
き
だ
れ
が
何
を
持
ち
出

す
か
。
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
置
く

か
な
ど
。
）

⑥
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
関

心
を
も
つ
。

ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
す
。

②
座
ぶ
と
ん
な
ど
が
身
近
に
あ
れ
ば
、

頭
部
を
保
護
す
る
。

③
玄
関
な
ど
の
扉
を
開
け
て
、
非
常
脱

出
口
を
確
保
す
る
。

④
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

⑤
外
に
い
る
と
き
は
、
塀
ぎ
わ
や
が
け

川
べ
り
に
近
寄
ら
な
い
。

〔
火
災
を
防
＜
〕

⑥
使
用
中
の
ガ
ス
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は

す
ば
や
く
火
を
消
す
。

⑦
ガ
ス
は
元
栓
を
閉
め
、
電
気
器
具
は

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
。

⑧
万
一
出
火
し
た
ら
、
消
火
器
な
ど
の

消
火
用
具
で
消
し
止
め
る
。

⑨
大
き
な
火
は
、
隣
近
所
に
声
を
か
け
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
初
期
消
火
に
努

め
る
。

〔
避
難
す
る
〕

⑩
ガ
ス
の
元
栓
な
ど
を
再
度
確
認
。

⑪
避
難
は
徒
歩
で
。

⑫
持
ち
物
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
な
る

べ
く
背
負
う
よ
う
に
す
る
。

⑬
海
岸
な
ど
で
は
津
波
の
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
急
い
で
高
台
な
ど
の
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
。

⑭
山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
で
は
、
山
崩
れ

や
が
け
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、

急
い
で
離
れ
る
。

⑮
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
報
道
、
役
場
や

消
防
署
・
警
察
署
が
発
表
す
る
情
報

に
注
意
す
る
。

⑮
軽
い
け
が
は
、
お
互
い
に
協
力
し
合

っ
て
応
急
処
置
を
す
る
。

1 1 月 30 日（日）
開場

開演

物 匿
II累

新しい感覚の琴の音色と影絵で描く幻想的なかくや姫の

世界

◇第 1 部

◇第 2 部

午後 1 時30分

午後 2 時

明和村ふるさと産業文化館

影絵ファンタジ一

入場料

発売日

全席自由

「琴と尺八とシンセサイザーの演奏」

彩音（あやね）の演奏による邦楽器の魅力／お

話と各国の民謡演奏

「竹取物語」

色彩鮮やかで、動きもある、幻想的な影絵と演

奏

ことも 500円 (3歳以上中学生以下）

あとな 1,000円（高校生以上一般）

9月14日（日）午前8時30分からふるさと産業文化館窓
口で発売します。

出演
あやね

影絵劇団かしの樹・彩音

(9) 平成 9 年 9 月 10 日（水）
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一一
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
の
壮
行
会
が
8
月

-
4

日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
村
長
、
議
長
、

教
育
委
員
ら
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
れ
る
生
徒

一-
1
0

人
を
激
励
し
ま
し
た
。

一一
村
で
は
、
中
学
生
に
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に

―
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
事
業
を
初
め
て
計
画
。

一
第

1

回
目
は
2
0
人
の
応
募
が
あ
り
、
国
際
交
流
委

員
会
で
英
語
学
カ
テ
ス
ト
、
面
接
等
の
審
査
後
公

一一
開
抽
選
を
行
い
男
女

1
0人
を
選
び
ま
し
た
。

一｛
日
程
は
、

8

月

1
6日
か
ら
2
6
日
ま
で
の
1
1日
間
。

一
研
修
内
容
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
・

5

ノ
ー
ス
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
の
コ
ロ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
体
験
入
学
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
国
際
親
善

一5

な
ど
、
生
活
や
文
化
を
直
接
体
験
す
る
も
の
で
す
。

一2
1
0

人
の
生
徒
を
代
表
し
て
小
平
義
朗
君
は
「
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
、
暮
ら
し
、
言
葉
、
文
化
を
学
び
、

一
人
で
も
多
く
の
友
達
を
つ
く
り
た
い
」
と
抱
負

臼
f
ニ
ー
'
r
l
C
F
r
l
-
]
]
[

t
]

壮
＇
·
た
で
す
。

を
業
，

r
-

（
敬
称
略
）

事
豆
i
·
-
'
‘

・
ヒ
＇
▽

3

年
生

1

輝
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一
i
江
森
聖
弥

一
活
文
m

〖
]
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]
,
9
ー
『
い
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生
交
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9
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もらのわたぃ
身近な情報をお寄せください。

掲載写真は差し上げます。

役場企画課合84-3111
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月たしド川らも県月展童市 8 ク
19 °くし県 32 の大に開軟で月ラ
日 もてのチで会開し式開 22 ブ

7 い大 l すでかま野催日＾
斎 対ま野ム゜準れし球さか監
藤 8 しレが 優たた大れら督
村 でたッ参 勝全゜会た 5.
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ボ
ー
ル
大
会
が
8
月

5
日
、
明
和
中
学

を
校
で
開
か
れ
、
本
村
を
は
じ
め
郡
内
5

睦
町
村
の
議
会
議
員
さ
ん
ら
約
2
1
0
人
が
参

親
員
加
い
い
い
'
i
i
i
員
の
健
康
増
進
と
親
睦
、
，

一
て
議
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
今
回
は
本
村
で

U

会
開
か
れ
た
も
の
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

-
l

議

-
―
寸
式
に
よ
り
5

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

木

一
参
加
選
手
は
、
ベ
ン
チ
か
ら
の
熱
い

一
ポ
”
士
戸
援
に
こ
た
え
、
全
力
を
尽
く
し
、
親

5
r

睦
を
深
め
ま
し
た
。
一

―
フ
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。'
•
1
-

―

一
◇
優
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泉
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議
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表 1
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百
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鯰夕 i ;、、バ・／
知H HEALTH 渓·卜し

三歳児健康 ^‘— ———

-n 査
小児生活誓'|貫病健診

元気だヨ／

すくすく 5歳児健康診査結果

項 目 明和村 小児医景センター

検査実施人数（採血率98%) 98人 878人

1 つでも異常を認めだ者 46.9% 24.9% 

収縮期血圧 llOmmHg以上 6.1% 4.3% 

総コレステロール 200mg/dQ以上 11.3% 5.8% 

)) llOmg/ dQ未満 0% 2.5% 

中性脂肪 150mg/ dQ以上 17.5% 8.1% 

肥満症 20％以上 5.1% 8.2% 

動脈硬化指数 3.0以上 21.7% 6.3% 

HDLコレステロー）レ 40mg/dQ未満 13.4% 

今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
す
く
す

く
5
歳
児
健
康
診
査
の
結
果
、
明
和
村

で
も
生
活
習
慣
病
予
備
軍
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
4
6
人
（
い
％
）
お
り
ま

し
た
。他

の
研
究
機
関
や
群
馬
県
の
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
に
よ
り
ま
す

と
、
小
児
の
肥
満
や
高
血
圧
・
成
人
型

糖
尿
病
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
4
0
歳
以

上
の
成
人
に
み
ら
れ
る
病
気
や
動
脈
硬

化
症
の
誘
因
と
な
る
、
高
脂
血
症
や
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
な
ど
の
小
児
生

活
習
慣
病
の
予
備
軍
は
、
就
学
前
幼
児

で
農
山
村
・
都
市
部
に
関
係
な
く
、
約

易
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
結
果
で
し
た
。

今
回
明
和
村
で
は
、
こ
れ
と
比
較
し
て

も
予
備
軍
が
多
い
と
い
う
あ
ま
り
よ
く

な
い
結
果
が
で
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
結
果

と
比
較
し
た
〈
表
1
〉
を
参
考
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平成 9 年 9 月 10 日（水） (]2) 



表2 肥満度と異常者の関係

項 目 肥満度（平均値）

収縮期血圧 llOmmHg以上 18.4% 

総コレステロール 200mg/d砂以上 -4.7% 

中性脂肪 150mg/dQ以上 5.5% 

動脈硬化指数 3.0以上 1.3% 

HDLコレステロール 40mg/dり未満 3.7% 

1 つでも異常を認めだ者 2.0% 

動脈硬化指数＝

※肥満度：村田式

総コレステロールーHDLコレステロール
HDLコレステロール

現
代
の
子
と
も
た
ち
の
食
生
活

同
時
に
実
施
し
ま
し
た
生
活
状

況
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
や
動
脈
硬
化
指

数
が
高
め
な
子
ど
も
た
ち
は
、
肥

満
度
に
関
係
な
く
、
野
菜
嫌
い
で

ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど

の
肉
類
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
動

物
性
脂
肪
の
多
い
も
の
を
好
ん
で

食
べ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、

中
性
脂
肪
が
高
く
、
肥
満
傾
向
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
調
味
料

や
ジ
ュ
ー
ス
・
清
涼
飲
料
水
（
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
含
む
）
・
ア
イ
ス

・
ケ
ー
キ
な
ど
甘
い
食
べ
も
の
を
好

む
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
血
管
の

お
掃
除
を
し
て
く
れ
る
善
玉
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
わ
れ
る

H
D
L

コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い
子
ど
も
た
ち

と
、
中
性
脂
肪
の
高
い
子
ど
も
た
ち

は
、
屋
外
遊
び
よ
り
テ
レ
ビ
や
フ
ァ

ミ
コ
ン
・
ま
ま
ご
と
な
ど
家
の
中
で

遊
ん
で
い
る
傾
向
が
あ
り
、
境
界
域
高

血
圧
症
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
と
同

様
に
肥
満
傾
向
の
子
ど
も
た
ち
に
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
肥
満
度
と
異
常
者
の

関
係
の
〈
表
2
〉
を
参
考
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

意
外
に
も
貧
血
の
子
ど
も
た
ち
が
多

い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
全
員
検
査
を
し

た
の
で
は
な
く
医
師
の
判
断
の
も
と
で

実
施
し
た
た
め
に
多
い
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
1
3
人
中
4
人
お
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
健
診
の
場
面
で
母
親
た
ち

の
話
を
聞
く
と
、
に
ん
じ
ん
や
ピ
ー
マ

ン
・
青
菜
な
ど
鉄
分
や
B

カ
ロ
チ
ン
が

豊
富
な
緑
黄
色
野
菜
は
子
ど
も
た
ち
の

嫌
い
な
野
菜
類
と
の
こ
と
で
す
。
も
う

少
し
鉄
分
の
補
給
も
考
え
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
に
な
が
さ
れ
な
い
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
の
献
立
を
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
人
の
一
生
に
お

け
る
食
生
活
の
基
礎
や
生
活
習
慣
が
形

成
さ
れ
る
大
事
な
乳
幼
児
期
の
離
乳
食

・
幼
児
食
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や
減

塩
・
摂
取
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て
十
分
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

今
回
の
健
診
で
分
か
り
ま
し
た
。
行
政

と
し
て
も
、
乳
児
健
診
時
の
離
乳
食
指

導
や
各
種
健
診
・
教
室
の
場
面
で
の
栄

養
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
す
く
す
く
5
歳
児
健
康

診
査
で
異
常
が
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち
ゃ

興
味
の
あ
る
親
子
を
集
め
て
、
事
後
指

導
と
し
て
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
を
開
き
、

親
子
と
も
ど
も
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な

い
た
め
の
食
生
活
・
日
常
生
活
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
し
た
。

•あやつ亨』と雫
の工夫を

•うす味料理を．／ ●偏食にならないよう
に6--:X現認菩碗をま

んべんなく！

●食事は雑食（和・洋・
中華）で．！ 目安は1

日30食品以上

こんなことに注意 I 子ともの食事のポイしト

●食卓に空腹でむ力わ

せる

●食卓を楽しく、味つ
けをあいしく

●食物繊維を十分に

•カルシウムを十分
に I

●砂糖をとりすぎな
し＼．／

絡
●璽物四国をとりす

ぎない

會

見
直
そ
う

I
I
.

子
と
も
の
食
生
活

(13) 平成 9 年 9 月 10 日（水）



◎
表
彰
基
準

◇
村
民
が
全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
お
い

て
優
秀
な
成
績

(
3位
以
内
）
を
収

め
た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◎
対
象
期
間

◇
平
成
8
年
1
0
月
1
日
か
ら
平
成
9
年

9
月
3
0
日
ま
で

◎
表
彰

◇
1
0
月
1
2
日
⑪
開
催
の
村
民
体
育
祭
の

開
会
式
前
に
行
い
ま
す
。

※
該
当
者
（
団
体
）
は
、
9
月
3
0
H
因

ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

、
。

し

該
当
者
（
団
体
）
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

競
技
優
秀
者
（
団
体
）

を
表
彰
し
ま
す

内困EJ?
ゴEJ王EJ

羞 社会体育館

合(84)4626

洒洋センター

合(84)5511

◎
期
日
1
0
月
5
日
⑪

◎
会
場
ふ
る
さ
と
の
広
場

◎
対
象
者
村
内
在
住
者
・
在
勤
者

◎
参
加
費
無
料

◎
申
し
込
み
9
月
2
1
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
2

回
村
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◎
期
日
1
0
月
5
日
⑪

◎
会
場
社
会
体
育
館

◎
対
象
者
村
内
在
住
者
・
在
勤
者
で

編
成
す
る
チ
ー
ム

◎
参
加
費
無
料

◎
申
し
込
み
9
月
2
1
日
⑪
ま
で
に
社

会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幼
児
短
期
水
泳
教
室

◇
日
時
1
0
月
4
日
か
ら
1
1
月
2
2
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
1
3

寺nEド
◇
対
象
者
村
内
在
住
の
4
1
5
歳
児

◇
募
集
人
数
2
0
人

◇
参
加
費
入
会
金
5
0
0
円
会
費

2
,
0
0
0
円

(
8
回
分
）

◇
募
集
期
間
9
月
2
0
日
山
1
3
0
日
因

◇
申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
て
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
8

回
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

斎藤村長の始球式でプレーボール

第
8
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
8
月
2
2
日
正
午
か
ら
途
中

休
憩
を
挟
み
、
2
3
日
ま
で
の
1
3
時
間
、

中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
合
併
3
5
周
年
を
記
念

し
て
平
成
2
年
か
ら
毎
年
開
催
。
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ

ー
す
る
こ
と
を
目
的
に
残
暑
が
続
く
中
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

残
暑
に
負
け
す

1
3時
間
熱
戦

第
8

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

試合を見守る参加者

第42回

村民体育祭

日時 10 月 12 日（日）

午前 8 時30分開会式

会場 ふるさとの広場

生涯スポーツの輪

大きく広けましょう

東西小学校代表児童の選手宣誓

試
合
は
、
村
の
木
「
つ
げ
組
」
と
村

の
花
「
き
く
組
」
の
対
抗
で
、
6
0
1
9
0

分
間
の
リ
レ
ー
方
式
。
出
場
者
は
区
長
、

小
・
中
学
生
、
小
・
中
学
校
P
T
A

、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
な
ど

2
6
チ
ー
ム
、
延
べ
3
5
0
余
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

途
中
で
無
情
の
雨
に
降
ら
れ
2
試
合

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
勝
敗
は
5
8

イ
ニ
ン
グ
ま
で
進
み
、
1
1
2
対
l
o

7
で
、
き
く
組
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
フ
ァ
イ
ン
プ

レ
ー
賞
、
敢
闘
賞
の
表
彰
や
勝
利
チ
ー

ム
と
得
点
の
予
想
投
票
も
行
わ
れ
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

3
 

優勝した「新里子ども会 A 」

村
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が

8
月
1
7
日
、
社
会
体
育
館
で
1
8
チ
ー
ム

約
4
0
0
人
か
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
や
思
い
や
り
を
も
っ
た
試
合
を

行
う
な
ど
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
新
里
子
ど
も
会

A

準
優
勝
下
江
黒
子
ど
も
会

3
位
斗
合
田
子
ど
も
会

位
上
江
黒
子
ど
も
会

第
6

回
村
子
と
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

平成 9 年 9 月 10 E:I（水） (14) 



矢
島
遺
跡
で
は
所
に
よ
っ
て
そ
の
深

さ
は
違
い
ま
す
が
、
約
五
0
1
七
0
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
の
洪
水
で
埋
ま
っ
た
土
を

掘
る
と
、
古
墳
時
代
や
縄
文
時
代
の
地

層
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘

で
縄
文
時
代
に
属
す
る
物
で
は
、
深
鉢

つ
ぼ

（
料
理
用
の
煮
沸
に
使
う
）
、
壷
（
液
体

ち
ゅ
う
こ
う

を
入
れ
る
。
酒
も
あ
っ
た
）
、
注
口
土
器あさ

（
液
体
を
注
ぐ
口
の
つ
い
た
も
の
）
、
浅

ば
ち鉢

（
も
り
つ
け
に
使
う
）
な
ど
が
、
ま

い
し
ざ
ら

こ
、
石
器
類
で
は
、
料
理
用
の
石
皿
、

如
庄
‘
煕
広
（
石
皿
の
上
で
敲
石
や
磨

石
を
使
い
、
果
実
を
粉
末
に
し
て
、
パ

ン
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
作
っ
た
）
、
魚
と

り
の
時
の
網
の
重
り
や
物
を
編
む
時
の

せ
き
す
い
ど
す
い

重
り
に
し
た
石
錘
や
土
錘
、
狩
り
を
す

る
時
の
弓
矢
の
先
に
付
け
た
矢
じ
り
、

せ
っ
か
く

そ
れ
を
作
る
元
の
石
（
石
核
）
や
石
を

! ... •. 9 •. ... • ... f マ・ V•. ... 下

めいわ再発見
1暉さとた四蒻記I No.25 

［発掘された矢島遺跡＠ ] 
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は
く
へ
ん

割
っ
た
数
片
、
ま
た
、
土
掘
り
具
と
し

だ
せ
い
せ
き
ふ

て
用
い
ら
れ
た
打
製
石
斧
、
木
工
や
木

を
伐
る
時
に
用
い
ら
れ
た
磨
製
石
斧
、

そ
れ
か
ら
斧
を
と
い
だ
り
玉
類
を
磨
い

と
い
し

た
砥
石
な
ど
で
す
。
縄
文
時
代
に
矢
島

遺
跡
に
住
ん
で
い
た
人
の
食
べ
た
も
の

の
う
ち
、
残
っ
て
い
た
の
は
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
角
、
歯
、
骨
な
ど
で
す
。
シ

力
や
イ
ノ
シ
シ
は
江
戸
時
代
頃
ま
で
はせ
い

こ
の
辺
の
山
林
に
は
、
ご
く
普
通
に
棲

息
し
て
い
た
の
で
す
。
発
見
さ
れ
た
獣

骨
類
は
も
ち
ろ
ん
完
全
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
東
電
鉄
塔
の
所
で
は
イ
ノ
シ
シ

の
幼
獣
と
成
獣
各
一
個
体
分
、
シ
カ
二

個
体
分
、
谷
田
川
河
川
敷
の
所
で
は
イ

ノ
シ
シ
四
個
体
分
、
シ
カ
一
個
体
分
で

す
。
年
令
は
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
と
も
成

獣
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
幼
獣
、
亜
成

獣
が
多
い
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
個
体
数
の
ほ
か
に
も
多
く
の

骨
片
が
あ
り
、
ま
た
、
採
集
で
き
な
い

程
の
粉
末
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も

あ
り
、
全
体
で
は
か
な
り
の
量
の
動
物
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浅鉢（縄文時代） 底にもていねいな文
様があり、赤い色も塗つてあります。

の
骨
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
土
の
性
質

を
調
べ
て
み
て
も
そ
れ
ら
の
捨
て
ら
れ

て
い
た
所
は
、
リ
ン
の
含
有
量
が
普
通

の
ほ
か
の
所
に
比
べ
て
十
二
倍
近
く
も

多
い
の
で
す
。

土
の
中
に
は
春
先
の
花
粉
症
で
有
名

な
植
物
の
花
粉
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
地
層
の
中
の
花
粉
も
調
べ

て
み
ま
し
た
。
し
か
し
花
粉
化
石
の
保

存
状
態
が
悪
く
、
見
つ
か
っ
た
の
は
ヨ

モ
ギ
だ
け
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
植

け
い
さ
ん

物
珪
酸
体
分
析
に
よ
り
、
ヒ
エ
、
キ
ビ
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ネ
ザ
サ
、
ヨ
シ
、
ス

ス
キ
、
オ
オ
ム
ギ
な
ど
の
植
物
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
集
落
の
周
辺
の
植
物
や
動
物

の
様
子
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
土
器
に
も
、
東
北
系
や
西

日
本
系
の
物
も
あ
り
、
ま
た
新
潟
県
の

ヒ
ス
イ
や
長
野
県
の
黒
耀
石
も
石
材
と

し
て
入
っ
て
き
て
お
り
、
広
範
囲
の
地

域
と
の
物
資
の
交
流
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
矢
島
遺
跡
発
掘
担
当
者
川
島
正
一
記
）

] 
※◎ 言館林邑楽地区 館林地区 千代田 赤冬 [ 人

板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ 昇
る限―

真中医院小倉医院 ゆたか医院慶友病院 井上医院 小西医院 場合が り 厚生9 月 21 日
合 (72) 1630 合 (72)0606 合(73) 7308 合(72)6000 合 (82) 1131 合 (86)2261 あ診療時 病院

日 田内医院岡田医院 り間 — 
9 月 23 日 まは 合

合(72)3855 合 (72)3163
：ょ (72) 
3 

浜野病院 大神医院 記念病院 新橋病院 館林地区と 館林地区と で、 1 | 

当
9 月 28 日

合 (88)5678 合 (62)2200 合 (72)3155 合 (75)3011 塁 9 4 同じです。 同じです。

゜しで ヽ

白沢医院 川田（耳）医院 後藤（内）医院 最上医院 館林地区と 竹越医院 てで が

10 月 5 日 かす゚ 担
合(72) 1600 合 (72)3314 合 (72)0134 合 (74)3763 同じです。 合 (84)3137 ら 当

呑ロ忘ク し

番 上野医院 川島脳外科 ま
10 月 10 日 し す

合 (72)3330 合 (75)5511 て ゜
< ^ 宜落合医院 川村医院 横田（圭）医院 小曽根医院 わたらせクリニック 館林地区と だ

医
ID 月 12 日 さ

合 (72)3160 合 (72) 1337 合 (72)0255 合(72)7707 合（77)2727 同じです。 し‘ 外
゜ 科

土井クリニック 川田医院 森下医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と
産10 月 19 日

合 (72)8841 合 (72)3724 合 (73)7776 合 (72)6000 同じです。 同じです。 婦

(15) 平成 9 年 9 月 10 日（水）



危険物取扱者試験

が行われます

La月和分署 合(84)呻
平成 9 年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）を実施しま

すので希望者はお申し込みください。

◎準備講習会

◇日時 10月 28 日（灼午前 9 時～

◇会場館林市郷谷公民館

◇受講料 6,800円

◎試験

◇日時 11 月 23 日（日） 午前 9 時～

◇会場 太田市関東学園大学ほか

◇受験料甲種5,000円、乙種3,400

円、丙種2,700円

◇申し込み 10 月 6 日（月）～ 10 月 20 日

（月）までに明和分署へ

母子・寡婦・父子家庭の

バーベキュー大会開催

邑楽郡社会福祉協議会

合(73)2141

◇日時 10 月 26 日（日） 午前10時～午

後 1 時

◇会場渡良瀬遊水池

◇対象 母子・父子家庭の親子およ

び寡婦

◇定員 70名程度（明和村10~20名

程度先着順）

◇参加者 1 人500円（小学生未満の

子は無料）

◇申し込み 明和村社会福祉協議会

（老人福祉センター内）合（84) 4926 

ヘ

大事な契約書や遺言書

なとは公正証書に

l 太田公証役場 合(45)8469 --
重要な取引をしたり遺言を残した

りするときは、 トラブル防止のため

に公正証書の作成をお勧めします。

相談は無料です。

公証制度は、不動産売買などの大

切な契約書や遺言書などにつき、公

証人が公文書である公正証書を作成

して、 トラブル防止を図る制度です。

公証人は、長年、裁判官・検察官

などを務めた法律の専門家の中から

法務大臣が任命します。

詳しくは、太田公証役場、 日本公

証人連合会合03 (3502) 8050ヘ

村営住

入居者募

］役場建設課 合(84)3111
村では、村営住宅の入居者を募集
しています。

募集している住宅は

◇須賀団地 1 戸

家賃…月額 1 万 6 千円

◇新田団地 10戸

家賃…月額 8 千円および 1 万円

※入居資格など詳しい内容について

は、役場建設課ヘ

群馬銀行景境財団

賞を新設

閲群馬銀行環境財団事務局

合027(254)7038

環境保全の啓発事業を行っている

群馬銀行環境財団では、「群馬銀行環

境財団賞」を設け、環境に対する保

全活動、調査研究に優れた業績をあ

げたかたがたを表彰します。

◇募集対象 （ l）自然環境保全活動

(2) 自然環境保全活動を推進するた

めの調査研究

◇廊募資格地方公共団体、営利目

的の事業活動を行わない法人・団

体および個人

◇廊募方法 応募用紙（自由）に応

募者の名称、代表者の氏名、所在

地、電話番号、テーマを記入し、

活動記録（5,000字以内）と、写真

・機関誌（紙）・研究報告等の資料

を添えて 12 月 2OH （士）までに〒371

前橋市元総杜町171-1 財団事務

局へ提出してください。

群馬県収穫感謝祭開催

l 県庁農業技術課合027(223)1111 --
収穫感謝祭実行委員会では、生産

者と消費者の相互連携、豊かな実り

に感謝する気持ちを一層深めるため

に収穫感謝祭を開催します。

◇期日 10月 18 日（士）～ 19 日（日）

◇場所 グリーンドーム前橋ほか

◇内容 市町村出展、ふるさとの味、

農林産物品評会・展示、交流・芸

能、ちびっこ広場、企業出展、特

別展示の各コーナーや各種コンク

ールの作品展示などがあります。

オフトーク通信に関する

アンケート調査に

―‘‘協力ください

村では、オフトーク通信サービ

スについて村民の皆様の意向を把

握し、今後の運営方法の参考資料

とするため、アンケート調査を行

うことになりました。調査の趣旨

をご理解いただき、ご協力くださ

るようお願いいたします。

対象者 9 月 1 日現在の世帯主

のかた全員

提出期限 9 月 25 日（杓までに返信

用封筒にてご返送くだ

さい。

問い合わせ役場企画課合(84)3111

群馬県老人の主張・作
文コンクール作品募集

閲群馬県長寿社会づくり財団

合027(243)1165

高齢者の豊富な知識、体験に基づ

く建設的な意見を募集します。

◇テーマ 自由

◇応募資格県内に在住する 60歳以

上のかた（昭和13年 4 月 1 日以前

に生まれたかた）

◇募集期限 9 月 30 日閲必着

◇応募規定 400字詰原稿用紙 4 枚以

内、縦書き。作品には表紙を付け

必ず表題・氏名（ふりがな） •生

年月日・性別・住所・電話番号を

記載してください。

◇応募先 〒371 前橋市大手町1-

5-11大手町ビル 1 階（財）群馬県

長舟社会づくり財団老人の主張・

作文コンクール係

l 県緑化センター 合(88)7188 -
家庭緑化を進めるため、 10月は「初

めての菊つくり」をテーマとして開

催します。参加費は無料です。
◇日時 10 月 9 日（杓午前10時～正午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）
◇講師館林秋晃会会長桜井英太

郎先生

◇募集人員 50名

◇申し込み群馬県緑化センターへ

平成 9 年 9 月 10 日（水） (16) 



村の無料法律相談
◇日時＝10月 13 日(Ji)

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 10月 1 日から 8 日まで受

け付けしますので総務課

へお申し込みください。
...........................,...........................'. 
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◇日時＝ 10月 9 日（杓

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

◇対象者＝8年10 月、 9年3 月、 6月生

健康相談
◇日 時＝ 10 月 7 日伏）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談
◇日時＝ 10月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
ｷｷｷ.ｷ:./:_::::ｷｷｷ... :.--····::-t.::.:···•:._:.--····::-);c_::::···:._:...-···:::-.:;:_::.:····... : ... ｷｷｷｷ::: 

交通事故相談
.::: ：終・：宮．：····... : . .-···::::;:;岱:::··... : ... ｷｷｷｷ::::_::,:.::::ｷｷｷ... : ... • .・・グ；灯· •.. • •. : . • ...• 

◇日時＝ 10月 16 日（杓

午前10時～午後 4 時

◇場所＝館林市役所

年金相談
◇日時＝10 月 16 日（杓

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
. : ｷ. ··...._,_:..・ ・・

今月の納税
：さ．： : •..... • • : •.......:•••苺：．：•.... 

◇固定資産税、国民健康保険税、国

民年金保険料、水道料金

◇納期限＝ 9 月 30 日（灼

(17) 平成 9 年 9 月 10 日（水）

ダイヤモンド婚者

金婚者は届け出を

役場福祉課（老人福祉センター内）
合(84)4926

し

村では、 10月に社会福祉大会を予

定しています。その席上、ダイヤモ

ンド婚者・金婚者顕彰を行いますの

で、該当者は届け出をしてください。

ダイヤモンド婚者は、昭和12年12

月 31 日以前に結婚届け出をされたか

た。金婚者は、昭和22年 1 月 1 日か

ら 12 月 31 日までの間に結婚届け出を

されたかたです。

該当者は、 10 月 10 日（命までに福祉

課へご連絡ください。

役場福祉課（老人福祉センター内）
合(84)4926

◇日時 10 月 14 日因午前10時～午

後 3 時

◇場所東部児童館

◇日時 10 月 16 日（杓午前10時～午

後 3 時

◇場所館林市農協佐貫支所

l 館林簡易裁判所 六(72)3011 こ
館林調停協会では、調停相談会を

無料で開催します。秘密は固く守ら

れますので、交通事故、金銭貸借、

土地家屋、相続等でお困りのかたは

お気軽にご利用ください。

◇日時 9 月 25 日（杓・ 26 日（命

午前10時～午後 3 時

◇場所館林市六郷公民館

◇相談員弁護士、調停委員

9 月は障害者

雇用促進月間です

l ハローワーク館林合(75)8609
ハローワーク館林では、障害者の

雇用を促進するため障害者と企業の

かたとの集団面接を開催します。

◇日時 10 月 6 日（月）午後 1 時30分～

3 時30分

◇場所 邑楽共同福祉施設（邑楽町）

「役場経済課 合(84)3111 こ
◇日時 10月 17 日（岱午後 3 時～ 5 時

◇会場館林市文化会館

◇対象 労働者・使用者・一般

◇定員 70人

◇講演タイトル 「女も、・男も、企

業も変わる」～改正均等法がもた

らすもの～

◇講師渋谷共同法律事務所

弁護士坂本福子さん

◇参加費無料

◇申し込み電話で10 月 9 日（杓まで

に役場経済課ヘ

文化祭・講演会開催

「館林高等看護学院
合(73)7175

館林高等看護学院では、新築移転

にともない文化祭および講演会を行

いますので、ぜひお出かけください。

〔文化祭〕
◇日時 10 月 11 日（士）午前 9 時～午後

4 時

◇会場館林高等看護学院

〔講演会〕

◇日時 10月 11 日（土）午後 2 時～ 4 時

◇会場館林高等看護学院講堂

◇講師 逸見晴恵さん（故逸見政孝

夫人）

◇テーマ 「女性はケセラセラ……

でも負けません」

◇参加費無料

がん電話相談

l 群馬県健康づくり財団
合027(269)7812

◇日時 9 月 17 日（水）・ 18 日（杓・ 19 日

（鉗午前10時～午後 3 時

◇対象者 がんに対する不安をもっ

ている人・家族等

◇相談に応する者 ひまわりの会々

員（胃・乳腺・子宮がんの治癒者

で、医師等資格者ではありません。）

◇相談内容相談者の療養上や術後

の経過等、日常生活の中での不安

に対し、会員が自らの体験に基づ

く、がん克服の適切なアドバイス

◇電話番号 027 (269) 9140 • 9141 



る

山
下
ふ
て

て
て
虫
の
い
つ
か
飛
ぶ
夢
見
て
登

対
比
地
京
子

あ
ざ
こ
ろ
も
が
え

二
の
腕
に
覚
え
は
き
痣
更
衣
野
沢
芳
子

山
下

つ
い
す
み
か

の
う
ぜ
ん
花
終
の
は
処
を
彩
り
て

がんはちてお母さん
おおっき祈ナ5 と

I
 \ 

[
)
 

, 

富
治

お
く
の
と

奥
能
登
や
千
枚
田
吹
く
風
署
レ

日
名
子
春
実

運
努
の
吉
の
内
は
る
夜
の
メ
ロ
ン

高
橋
三
重
子

旧
交
や
一
夜
泊
り
の
屎
館

あ
じ
さ
い
の
位
を
深
め
て
通
り
雨

松
本
夜
詩
夫

荒
井
み
ね
子

私
達
の
チ
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
、
野

球
好
き
、
酒
好
き
、
女
好
き
な
メ

ン
バ
ー
で
、
平
成
3

年
1
0月
（
当

時
全
員
高
校
生
）
に
結
成
し
ま
し

た
。
（
当
時
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
と

い
う
団
体
名
を
使
用
し
て
い
た
）

皆
、
進
学
や
就
職
等
で
、
メ
ン

バ
ー
全
員
集
ま
る
機
会
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
大
会

に
出
場
し
、
と
り
あ
え
ず
ま
と
も

な
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

大
会
等
で
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

と
同
じ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
見
か
け
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
野

球
協
会
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

江
思

さ
¥) 

署
き
夜
月
下
美
人
の
花
に
酔
う

あ
ゆ

点
景
に
赤
松
五
キ
鮎
の
霜

明
和
徘
句
会

ドラコンス‘

代表篠木紀仁

新新］地冒夏中夏新］新
里里井区略島谷島里黒里区

%%% ］忍一闘％ ｀砧孤砧］塁
※掲載を希望されないかだは、届出の際に申し出てください。

（
敬
称
略
）

f+++:::+·;~<\...:::•:+←+·+•-{\べ・十9仝十←I}--+·+... ...,＇や•↑`... ←•や＇呵

1: 村の人口と世帯 8月の救急車出動回数 虔
t 9月 1 日現在（対前月比） 囀｝
｛：世帯数 3,257戸(+ 3) ●交通事故 4 件象
｛・ 人口総数 I I, 584人(+23) ~ ~ __,, ｷ} 

｝：男 5,833人・女 5~751 人 ●急 病 14 件→｝ふ
•:» 
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